
（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

中央自動車道西宮線（滋賀県東近江市尻無町から兵庫県西宮市今津水波町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分
第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令) （１２０ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令) （１００ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令) （　８０ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

（ロ）設計速度

から

まで

設　計　区　間

滋賀県東近江市尻無町
１２０

滋賀県蒲生郡蒲生町
５．１
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中央自動車道　　西宮線

摘　　要
延　　長

滋賀県東近江市尻無町

兵庫県西宮市今津水波町

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１０２．０

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

（ハ）設計自動車荷重 TL-２０トン

（二）車線の幅員 ３．５メ－トル

（ホ）車線数

４車線

１００

京都府京都市南区中島宮ノ後町

京都府乙訓郡大山崎町字円明寺

京都府乙訓郡大山崎町字円明寺

大阪府吹田市垂水

滋賀県大津市石山寺辺町
１００

滋賀県大津市松本本宮町

１００

滋賀県栗東市小野
１２０

滋賀県大津市石山寺辺町

滋賀県栗東市小野

滋賀県蒲生郡蒲生町

滋賀県大津市松本本宮町
８０

京都府京都市山科区小山

京都府京都市山科区小山
１００

京都府京都市南区中島宮ノ後町

１２０

３．５

１２．０

１８．６

４．５

２３．８

９．９

１６．０
大阪府吹田市垂水

兵庫県西宮市今津水波町

１２０
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８．６



（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

上段 から

大阪府吹田市垂水　　　　　　　　　　まで

下段 大阪府吹田市垂水　　　　　　　　　　から

兵庫県西宮市今津水波町　　　　　まで

（ト）中央帯の標準幅員

メートル （

滋賀県東近江市尻無町

４．５０

―
２．７５

１．２５
―
１．２５

２．７５

橋梁高架部分
（中小橋）

５．５０ ※一部区間

1.75×2

※一部区間

1.75×2

１．２５
―

４．００
―
４．００
―

４．００

―

―
１．５００．７５０．７５

０．７５ ０．７５ １．５０

2.75×2―

往復分離しない区間
構造による区分

土工（掘割）部分
２．７５×２
※１．７５×２

計左　側
５．５０
３．５０

左　側
※一部区間

摘 要
計右　側

往復分離する区間

２．７５

橋梁高架部分
（長大橋） ３．５０

５．５０※２．７５×２
１．７５×２ ―

３．５０

――
― ―
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トンネル部分

※２．７５×２
１．７５×２

一部　２．５０ｍ）

（側帯　　０.７５　×　２　含む）



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　２，１５９百万円の内数）

兵庫県西宮市 立体接続 西宮インタ－チェンジ

大阪府豊中市 立体接続 豊中インタ－チェンジ

兵庫県尼崎市 立体接続 尼崎インタ－チェンジ

京都府京都市 立体接続 京都南インタ－チェンジ一般国道１号・府道六地蔵下鳥羽線

滋賀県大津市 立体接続 大津インタ－チェンジ

京都府京都市 立体接続 京都東インタ－チェンジ

滋賀県栗東市 立体接続
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接続の方法 備　　　考接続の位置

栗東インタ－チェンジ

他の道路の路線名

９９１

３４ ２昭和

３ ３１平成

－ －

５

２１

一般国道４３号
県道高速神戸西宮線

一般国道１号・一般国道８号・
県道上砥山上釣線

県道大津インタ－線

府道大阪池田線・府道高速大阪池田線

一般国道１号

一般国道１７１号

中国縦貫自動車道

府道尼崎池田線

府道大阪中央環状線 大阪府吹田市 立体接続 吹田インターチェンジ

吹田ジャンクション

大阪府茨木市 立体接続 茨木インタ－チェンジ

大阪府吹田市 立体接続



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２

近畿自動車道天理吹田線（奈良県天理市櫟本町から大阪府松原市大堀五丁目まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道　　天理吹田線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 奈良県天理市櫟本町 から

大阪府松原市大堀五丁目 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

奈良県天理市櫟本町

大阪府松原市大堀五丁目

から
８０ ２７．２

まで
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設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要

２７．２



（ハ）設計自動車荷重 ２０トン及びＢ活荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

奈良県天理市櫟本町 から

大阪府柏原市田辺二丁目 まで

大阪府柏原市田辺二丁目 から

大阪府松原市大堀五丁目 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側 計

完成施工車線 ４ 車線

６ 車線
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完成施工

４

土工（掘割）部分
２．２５×２ ４．５０ ２．５０

３．２５

６ 車線

摘 要

１．００ ３．５０ 上段４車線
下段６車線

１．５０

２．２５

側帯幅０．５ｍ含むトンネル部分 － － ０．７５

２．３５×２ ４．７０ １．００

４．００ －

０．７５

－ －
〃

（中小橋） ２．１０×２ ４．２０ － － －

橋梁高架部分 ２．００×２

橋梁高架部分 １．４５×２ ２．９０ －

（長大橋） ２．３５×２ ４．７０ －

－ －
〃

－ －



（ト）中央帯の標準幅員

メートル

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

奈良県天理市 平面接続 本線

奈良県天理市 立体接続 天理インターチェンジ

一般国道２４号 立体接続 郡山インターチェンジ

一般国道２４号（京奈和自動車道） 奈良県天理市及び奈良県大和郡山市 立体接続 大和郡山ジャンクション（仮称）

県道大和高田斑鳩線 奈良県北葛城郡河合町 立体接続 法隆寺インターチェンジ

県道香芝インター線 奈良県香芝市 立体接続 香芝インターチェンジ

一般国道１６５号 大阪府柏原市 立体接続

府道堺大和高田線 大阪府藤井寺市 立体接続 藤井寺インターチェンジ

大阪府松原市 松原ジャンクション

府道高速大阪松原線 大阪府松原市 平面接続 本線

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

近畿自動車道　天理吹田線 立体接続

一般国道１６９号

２．５０
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奈良県天理市及び奈良県大和郡山市

柏原インターチェンジ

４８ ３

－ －

一般国道２５号

１７

平成 ２２ ３ ３１

７７７

昭和



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３

近畿自動車道天理吹田線（大阪府松原市別所二丁目から大阪府吹田市青葉丘北まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道　　天理吹田線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 大阪府松原市別所二丁目 から

大阪府吹田市青葉丘北 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

大阪府松原市別所二丁目

大阪府茨木市沢良宜西一丁目

大阪府茨木市沢良宜西一丁目

大阪府吹田市青葉丘北

から
６０ ２．４

まで

摘　　要

から
８０ ２６．０

まで

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１

２８．４



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

大阪府松原市別所二丁目 から

大阪府大阪市鶴見区茨田大宮二丁目　　 まで

大阪府大阪市鶴見区茨田大宮二丁目　　 から

大阪府吹田市青葉丘北 まで
４ 車線 ４

６ 車線 ６ 車線

車線

TL－２０トン、　TT－４３トン及びＢ活荷重

３．５メ－トル　（一部３．２５メートル）
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（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側 計

－
〃切土盛土分離（２）

－ －
－ －

－ －
側帯幅０．５ｍ含む

摘 要

１．００×２ ２．００

２．２５×２ ４．５０

６．００

－

－
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－ －
－ － －

－

－トンネル部分

橋梁高架橋部分
（中小橋）

０．９０×２ １．８０

側帯幅０．５ｍ含む
０．９０×２ １．８０ －

切土盛土分離（１）
２．５０×２
－

５．００
－

３．００×２

－

５．００
１．２５×２ ２．５０

２．５０×２
橋梁高架橋部分
（長大橋－１）

２．２５×２ ４．５０

５．００
４．５０ － － －

－ －
２．５０×２

１．２５×２ ２．５０

〃
２．２５×２

橋梁高架橋部分
（長大橋－２）

０．９０×２ １．８０

〃
０．９０×２ １．８０ － － －
－ －
－ －

橋梁高架橋部分
（長大橋－３）

１．００×２ ２．００
－ － －
－ －

〃
－ －

－ －

橋梁高架橋部分
（長大橋－４）

０．２５×２ ０．５０
－ － － － －
－ －
－ －

－ －

既設の大和川橋
－ －
０．５０ ３．３０

－

－ －
－ － ２．８０
－ － －

橋梁高架橋部分
（長大橋－５）

－ － －
－



※ 一段は大阪府茨木市沢良宜西一丁目～ 大阪府吹田市青葉丘北 間

二段は大阪府門真市大字 島 ～ 大阪府茨木市沢良宜西一丁目間

三段は大阪府松原市大堀五丁目 ～ 大阪府門真市大字 島 間

四段は大阪府松原市別所二丁目 ～ 大阪府松原市大堀五丁目 間

（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　）

２．５０ メートル （側帯 メートル×２を含む　）

２．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　）
及び１．０メートル

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

大阪府松原市 平面接続 本線

府道大阪中央環状線 大阪府松原市 立体接続 松原インターチェンジ

大阪府松原市 立体接続 松原ジャンクション

府道大阪中央環状線 大阪府大阪市 立体接続 長原インターチェンジ

府道大阪中央環状線 大阪府八尾市 立体接続 八尾インターチェンジ

府道大阪中央環状線 大阪府東大阪市 立体接続 東大阪南インターチェンジ

府道高速大阪東大阪線 大阪府東大阪市 立体接続 東大阪ジャンクション

府道大阪中央環状線 大阪府東大阪市 立体接続 東大阪北インターチェンジ

府道大阪中央環状線 大阪府大阪市 立体接続 大東鶴見インターチェンジ

０．５

府道高速大阪松原線
近畿自動車道　天理吹田線

０．５

０．５
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近畿自動車道　那智勝浦線



他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

一般国道１号 大阪府門真市 立体接続 門真南インターチェンジ（仮称）

府道大阪中央環状線 大阪府門真市 立体接続 門真インターチェンジ

府道大阪中央環状線 大阪府摂津市 立体接続 摂津南インターチェンジ

府道大阪中央環状線 大阪府摂津市 立体接続 摂津北インターチェンジ

府道大阪中央環状線

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

昭和 ４３ ４ １

－ －

３１

立体接続

平成 ２２ ３

吹田インターチェンジ

２，８４０
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中央自動車道　西宮線 大阪府吹田市 立体接続 吹田ジャンクション

大阪府吹田市



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４

近畿自動車道名古屋神戸線（滋賀県甲賀市甲賀町岩室から京都府城陽市寺田金尾まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道名古屋神戸線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 滋賀県甲賀市甲賀町岩室 から

京都府城陽市寺田金尾 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

滋賀県甲賀市甲賀町岩室

京都府城陽市寺田金尾

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要

から
１２０ ５２．７

まで

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

５２．７



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル、３．７５メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

滋賀県甲賀市甲賀町岩室 から

京都府城陽市寺田金尾 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

亀山～大津 (単位：メートル）

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

土工（掘割）部分

別　　紙　　１

摘 要

４ 車線 ６ 車線 暫定施工

橋梁高架部分

（長大橋）

側帯幅員
０．７５

側帯幅員
０．７５

側帯幅員
０．７５

側帯幅員
０．７５

３．７５１．２５

４．７５１．７５

トンネル部分 － －

橋梁高架部分

（中小橋）

２．５０

６．２５

４．７５１．７５

４．３７５

６．００３．００×２

１．２５３．１２５

３．００６．００３．００×２

３．１２５×２

３．００



大津～城陽 (単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

３．００×２ ６．００ ３．００ １．７５ ４．７５

－ － １．００ １．００ ２．００

３．００×２ ６．００ ３．００ １．７５ ４．７５

３．１２５×２ ６．２５ ３．１２５ １．２５ ４．３７５

（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル、７．５０メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

県道甲賀土山線 滋賀県甲賀市 立体接続 甲賀土山インターチェンジ（仮称）

県道柑子塩野線 滋賀県甲賀市 立体接続 甲南インターチェンジ（仮称）

一般国道３０７号 滋賀県甲賀市 立体接続 信楽インターチェンジ（仮称）

近畿自動車道　名古屋神戸線 滋賀県大津市 立体接続 大津ジャンクション（仮称）

県道大津能登川長浜線 滋賀県草津市 立体接続 草津田上インターチェンジ

中央自動車道　西宮線 滋賀県草津市 立体接続 草津ジャンクション

一般国道３０７号 京都府綴喜郡宇治田原町 立体接続 宇治田原インターチェンジ（仮称）

一般国道２４号（京奈道路） 京都府城陽市 立体接続 城陽ジャンクション（仮称）

一般国道２４号 京都府城陽市 立体接続 城陽インターチェンジ（仮称）

別　　紙　　１

構造による区分

橋梁高架部分
（長大橋）

側帯幅員
０．７５

トンネル部分
側帯幅員
０．７５

橋梁高架部分
（中小橋）

側帯幅員
０．７５

摘 要

土工（掘割）部分
側帯幅員
０．７５



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

３

別　　紙　　１

３１

－ －

８，９２３

平成 　５

平成 ３４

１２ 　４



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－５

近畿自動車道名古屋神戸線（京都府城陽市寺田金尾から京都府八幡市美濃山千原谷まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道名古屋神戸線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 京都府城陽市寺田金尾 から

京都府八幡市美濃山千原谷 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

京都府城陽市寺田金尾

京都府八幡市美濃山千原谷

　４．８

１２０ ４．８
まで

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要

から



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル、３．７５メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

京都府城陽市寺田金尾 から

京都府八幡市美濃山千原谷 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

３．００×２ ６．００ － － －

－ － － － －

３．００×２ ６．００ － － －

３．１２５×２ ６．２５ － － －

６ 車線 暫定施工４ 車線

構造による区分

土工（掘割）部分

側帯幅員
０．７５

トンネル部分
側帯幅員
０．７５

橋梁高架部分
（中小橋）

側帯幅員
０．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

別　　紙　　１

摘 要

側帯幅員
０．７５



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

一般国道１号（第二京阪道路） 京都府八幡市 立体接続 八幡ジャンクション（仮称）

京都府八幡市 立体接続 八幡インターチェンジ（仮称）

（４）工事予算

１，５８７ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

平成

平成 ３

１９

３１

別　　紙　　１

府道富野荘八幡線

－ －

１０

３２

１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－６

近畿自動車道名古屋神戸線（京都府八幡市美濃山千原谷から大阪府高槻市成合まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道名古屋神戸線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 京都府八幡市美濃山千原谷 から

大阪府高槻市成合 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

京都府八幡市美濃山千原谷

大阪府高槻市成合

別　　紙　　１

摘　　要

から
１２０ ９．１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

　９．１

まで

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル、３．７５メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

京都府八幡市美濃山千原谷 から

大阪府高槻市成合 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

３．００×２ ６．００ ３．００ １．７５ ４．７５

－ － １．００ １．００ ２．００

－ － － － －

－ － ３．１２５ １．２５ ４．３７５

４ 車線 ６ 車線

摘 要

土工（掘割）部分
側帯幅員
０．７５

側帯幅員
０．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

側帯幅員
０．７５

橋梁高架部分
（中小橋）

側帯幅員
０．７５

構造による区分

トンネル部分

別　　紙　　１



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

近畿自動車道　名古屋神戸線 大阪府高槻市 立体接続 高槻第一ジャンクション（仮称）

府道伏見柳谷高槻線 大阪府高槻市 立体接続 高槻インターチェンジ（仮称）

中央自動車道西宮線 大阪府高槻市 立体接続 高槻第二ジャンクション（仮称）

（４）工事予算

５，３９６ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

別　　紙　　１

平成

平成

１１

３３

１

－ －

８



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－７

近畿自動車道名古屋神戸線（大阪府高槻市成合から大阪府箕面市下止々呂美まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道名古屋神戸線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 大阪府高槻市成合 から

大阪府箕面市下止々呂美 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

大阪府高槻市成合

大阪府箕面市下止々呂美

別　　紙　　１

設　計　区　間

から
１２０ １８．１

まで

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１８．１

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル～３．７５メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

大阪府高槻市成合 から

大阪府箕面市下止々呂美 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

３．００×２ ６．００ ３．００ １．７５ ４．７５

－ － １．００ １．００ ２．００

３．００×２ ６．００ ３．００ １．７５ ４．７５

３．１２５×２ ６．２５ ３．１２５ １．２５ ４．３７５

別　　紙　　１

橋梁高架部分
（中小橋）

暫定施工４ 車線 ６ 車線

構造による区分

土工（掘割）部分

橋梁高架部分
（長大橋）

トンネル部分

側帯幅員
０．７５

側帯幅員
０．７５

側帯幅員
０．７５
側帯幅員
０．７５

摘 要



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

府道茨木摂津線 大阪府茨木市 立体接続 茨木北インターチェンジ（仮称）

（４）工事予算

４，１９５ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 ３ 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

別　　紙　　１

－ －

平成

平成

１２ １ １２

３０ ３１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－８

近畿自動車道名古屋神戸線（大阪府箕面市下止々呂美から兵庫県神戸市北区八多町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道名古屋神戸線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 大阪府箕面市下止々呂美 から

兵庫県神戸市北区八多町 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

大阪府箕面市下止々呂美

兵庫県神戸市北区八多町

２３．５

摘　　要

別　　紙　　１

２３．５
まで

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

から
１２０

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 右側　３．７５メートル
左側　３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

大阪府箕面市下止々呂美 から

兵庫県神戸市北区八多町 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

３．００×２ ６．００ ３．００ １．７５ ４．７５

－ － １．００ １．００ ２．００

３．００×２ ６．００ ３．００ １．７５ ４．７５

３．１２５×２ ６．２５ ３．１２５ １．２５ ４．３７５

６ 車線
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４ 車線

土工（掘割）部分
側帯幅員
０．７５

橋梁高架部分
（中小橋）

構造による区分 摘 要

トンネル部分
側帯幅員
０．７５
側帯幅員
０．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

側帯幅員
０．７５



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０メートル （側帯０．７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

一般国道４２３号 大阪府箕面市 立体接続 箕面インターチェンジ（仮称）

県道川西インター線 兵庫県川西市 立体接続 川西インターチェンジ（仮称）

中国縦貫自動車道 兵庫県神戸市 立体接続 神戸ジャンクション（仮称）

山陽自動車道　吹田山口線 兵庫県神戸市 平面接続 本線

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

－ －

４，６５９

平成 １１

３１

８

別　　紙　　１

１

平成 ２９ ３



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－９

近畿自動車道松原那智勝浦線（大阪府松原市別所二丁目から大阪府泉南市信達六尾まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道　　松原那智勝浦線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 大阪府松原市別所二丁目 から

大阪府泉南市信達六尾 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

大阪府松原市別所二丁目

大阪府泉南市信達六尾

４２．７

別　　紙　　１

から
８０

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要

まで
４２．７



（ハ）設計自動車荷重 TL-２０トン、　TT－４３トン及びＢ活荷重

（二）車線の幅員 ３．２５メートル及び３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

大阪府松原市別所二丁目 から

大阪府堺市小阪　　　 まで

大阪府堺市小阪　　 から

大阪府泉南市信達六尾　　　　　 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側 計

上段：大阪府堺市小阪から大阪府泉南市信達六尾まで
下段：大阪府松原市別所二丁目から大阪府堺市小阪まで

別　　紙　　１

車線 ４ 車線

２．５０ １．００

橋梁高架部分

６ 車線

－

２．５０

６ 車線

４

摘 要

切土盛土分離（１）
３．５０

側帯幅０．５ｍ含む
－ － － －

２．５０×２ ５．００

２．５０×２ ５．００

トンネル部分 － － ０．７５

（中小橋） １．２５×２ － －

０．７５ １．５０

２．５０

側帯幅０．５ｍ含む

－

１．００ ２．７５

－
側帯幅０．５ｍ含む

３．５０
側帯幅０．５ｍ含む

１．７５

－

１．００

（長大橋） １．２５×２ ２．５０

橋梁高架部分 １．７５×２ ３．５０

－



（ト）中央帯の標準幅員

２．２５及び３．００メートル
（側帯 メートル×２を含む　）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

大阪府堺市 立体接続 美原北インターチェンジ

大阪府堺市 立体接続 美原ジャンクション

大阪府堺市 立体接続 美原南インターチェンジ

大阪府堺市 立体接続 堺ジャンクション

大阪府堺市 立体接続 堺インターチェンジ

府道春木岸和田線 大阪府和泉市 立体接続 岸和田和泉インターチェンジ

府道岸和田牛滝山貝塚線 大阪府貝塚市 立体接続 貝塚インターチェンジ

関西国際空港線 大阪府泉佐野市 泉佐野ジャンクション

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

昭和

３，２７０

４８ １０ １９

府道泉大津美原線、府道美原太子線

府道泉大津美原線（堺泉北有料道路）

３ ３１

－

１９

－

平成

府道堺かつらぎ線

立体接続

０．５

府道泉大津美原線、府道美原太子線

府道美原太子線（南阪奈有料道路）

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

 近畿自動車道 松原那智勝浦線（大阪府堺市深井畑山町から大阪府岸和田市積川町まで）に関する

別紙１－１０

　　工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道　松原那智勝浦線

（２）　工事の区間

大阪府堺市深井畑山町 から

大阪府岸和田市積川町 まで

（３）工事方法

　　　他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

大阪府堺市 立体接続 堺ジャンクション

大阪府堺市 立体接続 堺インターチェンジ

府道春木岸和田線 大阪府和泉市 立体接続 岸和田和泉インターチェンジ

別　　紙　　１

府道泉大津美原線（堺泉北有料道路）

府道堺かつらぎ線



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

４５

平成 ３ １０

別　　紙　　１

３１

平成 １８ ２ ２８

２７ ２７



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１

近畿自動車道松原那智勝浦線（大阪府泉南市信達六尾から和歌山県海南市大野中まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

大阪府泉南市信達六尾　　 から

和歌山県海南市大野中 まで

大阪府泉南市信達六尾

２６．９

和歌山県海南市大野中

８０ ２６．９

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設　計　区　間

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１

近畿自動車道松原那智勝浦線

摘　　要
延　　長



（ハ）設計自動車荷重 TL-２０トン及びTT-４３トン

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

大阪府泉南市信達六尾 から

和歌山県海南市大野中 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

－ － ０．７５ ０．７５ １．５０

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５
橋梁高架部分
（長大橋）

側帯幅員
０．５ｍ含む

トンネル部分
側帯幅員
０．５ｍ含む

橋梁高架部分
（中小橋）

側帯幅員
０．５ｍ含む

４ 車線 ４ 車線

摘 要

側帯幅員
０．５ｍ含む

構造による区分

土工（掘割）部分

別　　紙　　１



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

－ －

一般国道２４号 和歌山県和歌山市 立体接続 和歌山インターチェンジ

０．５

立体接続

立体接続

３．００

接続の位置 備　　　考接続の方法他の道路の路線名

府道泉佐野岩出線

３１

平成

平成 ６

５６６

県道海南金屋線 和歌山県海南市

一般国道４２号

立体接続

３

和歌山県海南市

大阪府阪南市

立体接続 海南インターチェンジ

１４３ ４

大阪府泉南市

阪南インターチェンジ府道自然田鳥取荘停車場線

海南東インターチェンジ

泉南インターチェンジ

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１２

近畿自動車道松原那智勝浦線（和歌山県海南市藤白から和歌山県有田郡吉備町天満まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

和歌山県海南市藤白 から

和歌山県有田郡吉備町天満　　 まで

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

８０ １０．２

別　　紙　　１

設　計　区　間

近畿自動車道松原那智勝浦線

摘　　要
延　　長

和歌山県海南市藤白

１０．２

和歌山県有田郡吉備町天満

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

和歌山県海南市藤白 から

和歌山県有田郡吉備町天満　 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

４ 車線

－

－

－

－

－

－ ２．７５１．００

土工（掘割）部分

別　　紙　　１

４ 車線
４車線
拡幅

トンネル部分

橋梁高架部分

２．５０×２ ５．００ １．００

０．７５

１．００２．５０

摘 要

側帯幅0.5ｍ含む

〃

〃

計

０．７５ １．５０

３．５０２．５０

構造による区分
往復分離しない区間

計左　側

〃

３．５０
（中小橋）

橋梁高架部分
（長大橋）

２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

往復分離する区間

左　側

１．７５

右　側



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

－ －

和歌山県海南市

和歌山県有田郡吉備町

県道興加茂郷停車場線

一般国道４２号（湯浅御坊道路） 和歌山県有田郡吉備町 平面接続 本線

吉備インターチェンジ
一般国道４２号・県道吉備金屋線・
町道徳田水尻線

立体接続

立体接続

下津インターチェンジ

３．００

８１１ １

３ ３１

平成

平成 ２２

８０３

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

３．００

接続の位置他の道路の路線名

０．５
０．５



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１３

近畿自動車道松原那智勝浦線（和歌山県御坊市野口から和歌山県日高郡みなべ町東吉田まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

和歌山県御坊市野口 から

和歌山県日高郡みなべ町東吉田 まで
８０ ２１．４

和歌山県御坊市野口

別　　紙　　１

近畿自動車道松原那智勝浦線

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

２１．４

和歌山県日高郡みなべ町東吉田

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

延　　長
設　計　区　間

設計速度



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

和歌山県御坊市野口 から

和歌山県日高郡みなべ町東吉田 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

２ 車線 ４ 車線 暫定施工

－

－ － －

右　側 計

－

－ －

２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

別　　紙　　１

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ －

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側

－ －

構造による区分

１．７５×２ ３．５０ －

トンネル部分 １．２５×２ ２．５０ －

摘 要

橋梁高架部分
（中小橋）

橋梁高架部分
１．２５×２

（長大橋）
２．５０



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

本線

印南インターチェンジ

みなべインターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

和歌山県日高郡みなべ町 平面接続

和歌山県日高郡印南町 立体接続県道印南原印南線

９７２

－

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

県道御坊中津線

一般国道４２４号

平成 １６ ３

１２平成 ５

－ －

４

３１

和歌山県御坊市

別　　紙　　１

立体接続

一般国道４２号（湯浅御坊道路） 和歌山県御坊市 平面接続

御坊南インターチェンジ



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１４

近畿自動車道松原那智勝浦線（和歌山県日高郡みなべ町東吉田から和歌山県田辺市稲成町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

和歌山県日高郡みなべ町東吉田 から

和歌山県田辺市稲成町 まで

設　計　区　間
設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

８０ ５．９

延　　長

別　　紙　　１

近畿自動車道松原那智勝浦線

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

和歌山県日高郡みなべ町東吉田

５．９

和歌山県田辺市稲成町



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

和歌山県日高郡みなべ町東吉田 から

和歌山県田辺市稲成町 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

１．２５×２ ２．５０ －

（中小橋）

２

－

－ － 〃－

－

（長大橋）
橋梁高架部分

－ － 〃

橋梁高架部分
１．７５×２ ３．５０

－１．２５×２ ２．５０ － 〃

－ － 側帯幅０．５ｍ

４ 車線 暫定施工

摘 要
右　側 計

往復分離する区間

３．５０

車線

左　側 計 左　側
構造による区分

往復分離しない区間

土工（掘割）部分 １．７５×２

トンネル部分

別　　紙　　１

２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

－ －

田辺インターチェンジ（仮称）一般国道４２号　（田辺西バイパス） 和歌山県田辺市 立体接続

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

３

１

－

２０１０

３７０

３１

平成

平成 ２２

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１５

近畿自動車道松原那智勝浦線（和歌山県田辺市稲成町から和歌山県西牟婁郡白浜町十九渕まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道松原那智勝浦線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 和歌山県田辺市稲成町 から

和歌山県西牟婁郡白浜町十九渕 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

和歌山県田辺市稲成町

和歌山県西牟婁郡白浜町十九渕

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

まで

別　　紙　　１

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要

から
８０ １４．０

１４．０



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

和歌山県田辺市稲成町 から

和歌山県西牟婁郡白浜町十九渕 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．７５ ３．５０

１．２５×２ ２．５０ － － －

１．７５×２ ３．５０ － － －

１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

構造による区分

橋梁高架部分
（中小橋）

２ 車線

別　　紙　　１

４ 車線 暫定施工

摘 要

土工（掘割）部分 側帯幅０．５ｍ含む

トンネル部分 〃

〃

橋梁高架部分
（長大橋）

〃



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
３．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

一般国道４２号 和歌山県西牟婁郡上富田町 立体接続 上富田インターチェンジ（仮称）

県道白浜温泉線 和歌山県西牟婁郡白浜町 平面接続 白浜インターチェンジ（仮称）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

別　　紙　　１

－

０．５

－

８２６

平成 １１ １

平成 ２６ ３

８

３１

０．５



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１６

近畿自動車道敦賀線（兵庫県美嚢郡吉川町金会から京都府福知山市長田野町三丁目まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道敦賀線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 兵庫県美嚢郡吉川町金会 から

京都府福知山市長田野町三丁目 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

兵庫県美嚢郡吉川町金会

京都府福知山市長田野町三丁目

５３．７

まで

摘　　要

から
８０

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

５３．７

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重 TL-２０トン　及び　TT-４３トン

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

兵庫県美嚢郡吉川町金会 から

京都府福知山市長田野町三丁目 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

－ － ０．７５ ０．７５ １．５０

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

４

〃

車線

〃

４ 車線

別　　紙　　１

摘 要

土工（掘割）部分 側帯幅０．５ｍ含む

トンネル部分 〃

橋梁高架部分
（中小橋）

構造による区分

橋梁高架部分
（長大橋）



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
３．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

中国縦貫自動車道 兵庫県美嚢郡吉田町 吉川ジャンクション

県道三田西インター線 兵庫県三田市 立体接続 三田西インターチェンジ

県道丹南篠山口インター線 兵庫県篠山市 立体接続 丹南篠山口インターチェンジ

兵庫県丹波市 立体接続 春日インターチェンジ

一般国道９号 京都府福知山市 立体接続 福知山インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

３ ３１

立体接続

１１ １５

別　　紙　　１

－ －

０．５
０．５

一般国道１７５号
一般国道４８３号

１，７１４

昭和 ４８

平成 １７



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１７

近畿自動車道敦賀線（京都府福知山市長田野町三丁目から京都府舞鶴市字堀まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道　　敦賀線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 京都府福知山市長田野町三丁目 から

京都府舞鶴市字堀 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

京都府福知山市長田野町三丁目

京都府舞鶴市字堀

別　　紙　　１

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要

から

２２．７

２２．７
まで

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

８０



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ-２０トン、ＴＴ４３トン及び２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

京都府福知山市長田野町三丁目 から

京都府舞鶴市字堀 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

－ － ０．７５ ０．７５ １．５０

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

１．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

別　　紙　　１

４ 車線 ４ 車線

構造による区分 摘 要

土工（掘割）部分 側帯幅０．５ｍ含む

トンネル部分 〃

橋梁高架部分
（中小橋）

〃

〃
橋梁高架部分
（長大橋）



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
３．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

府道綾部インター線 京都府綾部市 立体接続 綾部インターチェンジ

一般国道４７８号 京都府綾部市 立体接続 綾部ジャンクション

府道池辺京田線 京都府舞鶴市 立体接続 舞鶴西インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

別　　紙　　１

１８

－ －

０．５
０．５

１，０３１

平成 １９ ３ ３１

昭和 ５４ ３



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１８

近畿自動車道敦賀線（京都府舞鶴市字堀から京都府舞鶴市字堂奥まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道　　敦賀線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 京都府舞鶴市字堀 から

京都府舞鶴市字堂奥 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

京都府舞鶴市字堀

京都府舞鶴市字堂奥

１１．４

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要

から
８０ １１．４

まで



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ-２０トン、ＴＴ４３トン及び２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

京都府舞鶴市字堀 から

京都府舞鶴市字堂奥 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

２．５０×２ ５．００ － － －

１．２５×２ ２．５０ － － －

１．７５×２ ３．５０ － － －

１．２５×２ ２．５０ － － －

別　　紙　　１

橋梁高架部分
（長大橋）

側帯幅０．５ｍ含む

〃

土工（掘割）部分

暫定施工２ 車線 ４ 車線

トンネル部分 〃

橋梁高架部分
（中小橋）

〃

構造による区分 摘 要



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
３．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

府道小倉西舞鶴線 京都府舞鶴市 立体接続 舞鶴東インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

別　　紙　　１

－ －

０．５
０．５

４１３

平成 ２ ５

平成 １０ ３ ３１

１５



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１９

近畿自動車道敦賀線（京都府舞鶴市字堂奥から福井県小浜市加斗まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道　　敦賀線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 京都府舞鶴市字堂奥 から

福井県小浜市加斗 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

京都府舞鶴市字堂奥

福井県小浜市加斗

２４．２

別　　紙　　１

から
８０ ２４．２

まで

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要設　計　区　間



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

京都府舞鶴市字堂奥 から

福井県小浜市加斗 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

２．５０×２ ５．００ － － －

１．２５×２ ２．５０ － － －

１．７５×２ ３．５０ － － －

１．２５×２ ２．５０ － － －

別　　紙　　１

暫定施工

構造による区分

橋梁高架部分
（中小橋）

〃

車線２ 車線 ４

摘 要

土工（掘割）部分 側帯幅０．５ｍ含む

トンネル部分 〃

橋梁高架部分
（長大橋）

〃



（ト）中央帯の標準幅員

-

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

県道坂本高浜線 福井県大飯郡大飯町 立体接続 大飯高浜インターチェンジ

県道小浜綾部線 福井県小浜市 立体接続 小浜西インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

別　　紙　　１

－ －

１２ ４平成 ５

３ ３１平成 １５

１，０４０



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２０

近畿自動車道敦賀線（福井県小浜市加斗から福井県小浜市府中まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道　　敦賀線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 福井県小浜市加斗 から

福井県小浜市府中 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

福井県小浜市加斗

福井県小浜市府中

１１．２

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要

から
８０ １１．２

まで



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福井県小浜市加斗 から

福井県小浜市府中 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

２．５０×２ ５．００ － － －

１．２５×２ ２．５０ － － －

１．７５×２ ３．５０ － － －

１．２５×２ ２．５０ － － －

別　　紙　　１

暫定施工２ 車線 ４ 車線

トンネル部分 〃

橋梁高架部分
（中小橋）

〃

〃
橋梁高架部分
（長大橋）

構造による区分 摘 要

土工（掘割）部分 側帯幅０．５ｍ含む



（ト）中央帯の標準幅員

－

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

県道小浜上中線 福井県小浜市 立体接続 小浜インターチェンジ（仮称）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

別　　紙　　１

－ －

６９４

平成

平成 ２３ ３ ３１

１０ ４ １７



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２１

近畿自動車道敦賀線（福井県小浜市府中）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

近畿自動車道　　敦賀線

（２）　工事地区

福井県小浜市府中

（３）　工事地区

（イ）　他の道路との連結

接続の方法 備　　　　考

県道小浜上中線 福井県小浜市 立体接続 小浜インターチェンジ（仮称）

（４）工事予算
億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　近畿自動車道　１０３，０５９百万円の内数）

別　　紙　　１

平成 １１ １ ８

平成

－ －

３１

接続の位置他の道路の路線名

２９

２５ ３



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２２

中国縦貫自動車道（大阪府吹田市清水から岡山県真庭市下市瀬まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

中国縦貫自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 大阪府吹田市清水 から

岡山県真庭市下市瀬 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)
第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

大阪府吹田市清水

兵庫県宝塚市米谷一丁目

兵庫県宝塚市米谷一丁目

岡山県真庭市下市瀬

１８１．９

１６．６

から
８０ １６５．３

まで

から
１００

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

まで

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン　及び　ＴＴ－４３トン

（二）車線の幅員 ３．５０メートル
３．７５メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要
大阪府吹田市清水 から
大阪府池田市神田三丁目　 まで
大阪府池田市神田三丁目 から
兵庫県美嚢郡吉川町金会 まで
兵庫県美嚢郡吉川町金会 から
岡山県真庭市下市瀬　　　　 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

※区間は上段より次のとおり
　 第一段　大阪府吹田市清水 ～大阪府池田市神田三丁目 間
第二段　大阪府池田市神田三丁目 ～兵庫県宝塚市米谷一丁目 間
第三段　兵庫県宝塚市米谷一丁目 ～兵庫県西宮市山口町 間
第四段　兵庫県西宮市山口町 ～兵庫県宍粟市山崎町下広瀬 間
第五段　兵庫県宍粟市山崎町下広瀬 ～岡山県真庭市下市瀬 間

４ 車線

６ 車線 ６ 車線

車線４

別　　紙　　１

構造による区分

１．７５×２

１．２５×２ ２．５０
５．００
５．００

２．５０
側帯幅0.5ｍ含む

１．２５ １．００

摘 要
往復分離する区間

計

４ 車線 ４ 車線

右　側

土工（掘割）部分

２．７５×２
３．２５×２
３．２５×２
２．５０×２
１．７５×２ １．００

－
１．７５

トンネル部分

－
－
－
－
－

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５×２

５．００

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２

２．５０×２
２．５０×２

１．７５×２
３．２５×２
２．５０×２

－

３．５０
６．５０

－
－
－
－

２．５０
１．７５

－

往復分離しない区間

６．５０
５．００
３．５０

左　側 計
５．５０
６．５０

１．００

－

１．００

－－

０．７５

１．００

－
－
３．２５
２．５０

－
－

３．５０
側帯幅0.75ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む
３．５０
２．２５

－
５．００

左　側
－
－
３．２５

－

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.75ｍ含む

－

１．２５
－
－

１．００
－ －

側帯幅0.75ｍ含む

側帯幅0.5ｍ含む

側帯幅0.75ｍ含む

－

５．００
３．５０
２．７５
－

２．００
－
０．７５

３．２５

１．００
－
－
１．７５

２．２５
１．００

１．７５

ー
－
５．００

１．５０
－

３．５０

１．７５×２ ３．５０
３．５０
３．５０



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （側帯 メートル×２を含む　土工・橋梁部）
４．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　土工・橋梁部）
３．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　土工・橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

近畿自動車道　松原吹田線 大阪府吹田市 立体接続 吹田ジャンクション

府道大阪中央環状線 大阪府吹田市 立体接続 中国吹田インターチェンジ

大阪府豊中市 立体接続 中国豊中インターチェンジ

大阪府池田市 立体接続 中国池田インターチェンジ

兵庫県宝塚市 立体接続 宝塚インターチェンジ

県道高速北神戸線 兵庫県西宮市 立体接続 西宮山口ジャンクション

県道大沢西宮線 兵庫県西宮市 立体接続 西宮北インターチェンジ

山陽自動車道　吹田山口線 兵庫県神戸市 立体接続 神戸ジャンクション

県道灘三田線 兵庫県神戸市 立体接続 神戸三田インターチェンジ

近畿自動車道　敦賀線 兵庫県美嚢郡吉川町 立体接続 吉川ジャンクション

一般国道４２８号 兵庫県美嚢郡吉川町 立体接続 吉川インターチェンジ

県道ひょうご東条インター線 兵庫県加東郡東条町 立体接続 ひょうご東条インターチェンジ

兵庫県加東郡滝野町 立体接続 滝野社インターチェンジ

県道中北条線 兵庫県加西市 立体接続 加西インターチェンジ

一般国道３１２号 兵庫県神崎郡福崎町 立体接続 福崎インターチェンジ

一般国道２９号 兵庫県宍粟市山崎町 立体接続 山崎インターチェンジ

一般国道３７３号 兵庫県佐用郡佐用町 立体接続 佐用インターチェンジ

県道作東インター線 岡山県美作市 立体接続 作東インターチェンジ

県道美作奈義線 岡山県美作市 立体接続 美作インターチェンジ

一般国道５３号 岡山県津山市 立体接続 津山インターチェンジ

一般国道１７９号 岡山県津山市 立体接続 院庄インターチェンジ

中国横断自動車道　岡山米子線 岡山県真庭市 立体接続 落合ジャンクション

一般国道３１３号 岡山県真庭市 立体接続 落合インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）
億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国縦貫自動車道　２６３百万円の内数）
－ －

別　　紙　　１

３１

２，３２８

昭和 ４１ ７ ２５

平成 １７ ３

一般国道１７５号・県道西脇三田線

一般国道１７６号・府道大阪中央環状線

０．７５

０．７５

一般国道１７６号・県道尼崎宝塚線

一般国道１７６号・府道大阪中央環状線

０．７５



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２３

中国縦貫自動車道（岡山県真庭市下市瀬から広島県山県郡北広島町有田まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

中国縦貫自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 岡山県真庭市下市瀬 から

広島県山県郡北広島町有田 まで

（ロ）延　　　　長 １４８．７ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

から 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

まで

から 第 １ 種 第 ４ 級 (道路構造令)

まで

から 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

まで

岡山県新見市
高尾

岡山県新見市
高尾

広島県山県郡
北広島町有田

道　路　の　区　分設　計　区　間

岡山県真庭市
下市瀬

岡山県真庭市
五名

岡山県真庭市
五名

別　　紙　　１



（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

から

まで

から

まで

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

から

まで

４車線
広島県山県郡
北広島町有田

岡山県新見市
高尾

８０ １０８．７
広島県山県郡
北広島町有田

摘　　要

岡山県真庭市
五名

６０ ２８．１
岡山県新見市

高尾

４車線
広島県山県郡

北広島町丁保余原

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要

設　計　区　間

岡山県真庭市
下市瀬

８０ １１．９
岡山県真庭市

五名

岡山県真庭市
下市瀬

４車線

広島県山県郡
北広島町丁保余原

―



（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

側帯幅
０．５０ｍ
含む

土工部分

摘 要
計

１．７５

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

側帯幅
０．５０ｍ
含む１．５０

別　　紙　　１

１．００ ２．７５

トンネル部分
―

１．７５×２ ３．５０

― ０．７５ ０．７５

３．５０

１．００

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む２．２５

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
１．２５×２ ２．５０ １．２５

１．７５１．７５×２ １．００ ２．７５



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

岡山米子線

（４）工事予算

２，１５７ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４３ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成年月日 昭和 ６０ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国縦貫自動車道　　　２６３百万円の内数）

北広島町

一般国道３１３号 立体接続

中国横断自動車道

備　　　考接続の方法

県道三次インター線

三次インターチェンジ一般国道３７５号 広島県三次市 立体接続

高田インターチェンジ

県道浜田八重可部線 広島県山県郡 立体接続 千代田インターチェンジ

県道三次美土里線 広島県安芸高田市 立体接続

広島県庄原市 立体接続 庄原インターチェンジ一般国道４３２号

立体接続 東城インターチェンジ

他の道路の路線名

一般国道１８０号 岡山県新見市 立体接続

一般国道１８２号 広島県庄原市

新見インターチェンジ

北房インターチェンジ岡山県真庭市

北房ジャンクション岡山県真庭市 立体接続

接続の位置

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２４

中国縦貫自動車道（広島県山県郡北広島町有田から山口県周南市大字鹿野上まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

中国縦貫自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 広島県山県郡北広島町有田 から

山口県周南市大字鹿野上 まで

（ロ）延　　　　長 ９９．３ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

広島県山県郡
北広島町有田

８０ ９９．３
山口県周南市
大字鹿野上



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

別　　紙　　１

設　計　区　間

計
構造による区分

往復分離しない区間

摘　　要

― ０．７５ ０．７５ １．５０

１．００ ２．２５

トンネル部分
―

１．７５×２ ３．５０
土工部分

広島県山県郡
北広島町有田

４車線 ４車線
山口県周南市
大字鹿野上

１．２５

１．７５ １．００ ２．７５
橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
１．２５×２ ２．５０

３．５０

１．００ ２．７５１．７５

側帯幅
０．５０ｍ
含む

広島県山県郡
北広島町丁保余原

４車線 ―
広島県山県郡
北広島町有田

摘 要

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

１．７５×２

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む　土工部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

３，６４８ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４６ 年 ６ 月 １ 日

②工事の完成年月日 平成 ６ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国縦貫自動車道　　　２６３百万円の内数）

一般国道１８６号 広島県山県郡 立体接続 戸河内インターチェンジ

一般国道１８６号 広島県廿日市市 立体接続 吉和インターチェンジ

一般国道１９１号

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１

立体接続 六日市インターチェンジ

安芸太田町

六日市町

一般国道１８７号 島根県鹿足郡

広島県広島市 立体接続 広島北インターチェンジ

立体接続 広島北ジャンクション

広島浜田線

広島浜田線

中国横断自動車道 広島県広島市

中国横断自動車道 広島県山県郡北広島町 立体接続 千代田ジャンクション



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

中国縦貫自動車道（山口県周南市大字鹿野上から山口県美祢市伊佐町伊佐まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－２５



１．工事の内容

（１）　路線名

中国縦貫自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 山口県周南市大字鹿野上 から

山口県美祢市伊佐町伊佐 まで

（ロ）延　　　　長 ６８．０ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

設　計　区　間

山口県周南市
大字鹿野上

８０ ６８．０
山口県美祢市
伊佐町伊佐

別　　紙　　１

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

※　上段は、山口県周南市大字鹿野上　から　山口県山口市大内　まで
※　下段は、山口県山口市大内　から　山口県美祢市伊佐町伊佐　まで

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

１．７５×２ ３．５０ １．７５

１．２５ １．００

１．７５ １．００ ２．７５

１．２５×２
― ―

２．２５
橋梁高架部分（長大橋）

２．５０×２ ５．００

５．００
２．５０

２．７５

０．７５ ０．７５

橋梁高架部分（中小橋）
１．７５×２ ３．５０

１．５０

１．００ ３．５０２．５０

左　側 計 左　側 右　側

― ―

―２．５０×２

―

往復分離する区間

１．００

トンネル部分
― ―

― ―

０．７５ ０．７５ １．５０

山口県周南市
大字鹿野上

４車線

設　計　区　間

山口県美祢市
伊佐町伊佐

土工部分

構造による区分
往復分離しない区間

２．５０×２ ５．００

別　　紙　　１

側帯幅
０．５０ｍ
含む

摘　　要

４車線

摘 要
計



（ト）中央帯の標準幅員

４．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）　及び
３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

８８９ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４３ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国縦貫自動車道　　　２６３百万円の内数）

美東インターチェンジ（仮称）

徳地町

小郡町

美東町

一般国道４９０号 山口県美祢郡 立体接続

一般国道９号 山口県吉敷郡 立体接続 小郡インターチェンジ

立体接続 鹿野インターチェンジ

備　　　考

別　　紙　　１

山口県周南市

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

県道山口宇部線

一般国道２６２号 山口県山口市 立体接続 山口インターチェンジ

徳地インターチェンジ

一般国道３１５号

立体接続 山口ジャンクション

一般国道４８９号 山口県佐波郡 立体接続

吹田山口線

山陽自動車道 山口県山口市



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－２６

中国縦貫自動車道（山口県美祢市伊佐町伊佐から山口県下関市椋野まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

中国縦貫自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 山口県美祢市伊佐町伊佐 から

山口県下関市椋野 まで

（ロ）延　　　　長 ４２．７ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

山口県美祢市
伊佐町伊佐

８０ ４２．７
山口県下関市

椋野



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

※　上段は、山口県美祢市伊佐町伊佐　から　山口県下関市小月　まで
※　下段は、山口県下関市小月　から　山口県下関市椋野　まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要

摘 要
計

構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

山口県美祢市
伊佐町伊佐

４車線 ４車線
山口県下関市

椋野

トンネル部分
―

６．５０

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

―
―

側帯幅
０．５０ｍ
含む

土工部分

― ―

橋梁高架部分（中小橋）
３．２５×２

―

０．７５

３．２５×２

橋梁高架部分（長大橋）
３．２５×２
２．５０×２ ５．００

６．５０ ―

０．７５

―

―

２．５０×２ ５．００

―

１．５０― ―

―

２．５０×２ ５．００ ― ―

― ―

― ―
― ―

― ― ―６．５０

側帯幅
０．５０ｍ
含む

―



（ト）中央帯の標準幅員

４．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

宇部下関線

（４）工事予算

２９１ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４１ 年 ７ 月 ２５ 日

②工事の完成年月日 平成 １０ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国縦貫自動車道　　　２６３百万円の内数）

県道下関美祢線 山口県美祢市 立体接続

立体接続 小月インターチェンジ

一般国道４３５号 山口県美祢市 立体接続 美祢インターチェンジ

下関ジャンクション山口県下関市 立体接続

備　　　考

別　　紙　　１

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

立体接続 下関インターチェンジ

美祢西インターチェンジ

県道下関港線

一般国道２号 山口県下関市

一般国道４９１号 山口県下関市

山陽自動車道



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２７

山陽自動車道吹田山口線（兵庫県神戸市北区有野町二郎から兵庫県三木市別所町和田まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道吹田山口線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 兵庫県神戸市北区有野町二郎 から

兵庫県三木市別所町和田 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

兵庫県神戸市北区有野町二郎

兵庫県三木市別所町和田

２８．６

摘　　要

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から
１００ ２８．６

まで



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬー２０及びＴＴ－４３及び２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員

設　計　区　間 左側車線 右側車線 摘　要

兵庫県神戸市北区有野町二郎

兵庫県三木市別所町和田

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

兵庫県神戸市北区有野町二郎

兵庫県三木市別所町和田

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

３．００×２ ６．００ ３．００ １．７５ ４．７５

－ － １．００ １．００ ２．００

３．００×２ ６．００ － － －

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

３．７５メートル
まで

別　　紙　　１

から
３．５０メートル

車線
まで

から
４ 車線 ４

橋梁高架部分
（長大橋）

側帯幅員
０．７５

構造による区分 摘 要

土工部分
側帯幅員
０．７５

橋梁高架部分
（中小橋）

トンネル部分
側帯幅員
０．７５
側帯幅員
０．７５



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （側帯 メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

中国縦貫自動車道 兵庫県神戸市 立体接続 神戸ジャンクション

県道灘三田線 兵庫県神戸市 立体接続 神戸北インターチェンジ

兵庫県三木市 立体接続 三木ジャンクション

兵庫県神戸市 平面接続 本線

兵庫県神戸市 立体接続 神戸西インターチェンジ

県道神戸社線 兵庫県三木市 立体接続 三木東インターチェンジ

一般国道１７５号 兵庫県三木市 立体接続 三木小野インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　１，４２９百万円の内数）

山陽自動車道　吹田山口線

一般国道２８号（神戸淡路鳴門自動車道）

別　　紙　　１

０．７５

２８

平成 １０ ３ ３１

一般国道２８号（神戸淡路鳴門自動車道）

－

２，９３６

昭和 ５９ １２

－



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２８

山陽自動車道吹田山口線（兵庫県三木市別所町和田から兵庫県姫路市飾東町豊国まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道吹田山口線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 兵庫県三木市別所町和田 から

兵庫県姫路市飾東町豊国 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

兵庫県三木市別所町和田

兵庫県姫路市飾東町豊国

２０．２

別　　紙　　１

から
１００ ２０．２

まで

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０　及び　ＴＴ－４３

（二）車線の幅員

設　計　区　間 左側車線 右側車線 摘　要

兵庫県三木市別所町和田

兵庫県姫路市飾東町豊国

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

兵庫県三木市別所町和田

兵庫県姫路市飾東町豊国

（へ）路肩の標準幅員　

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側 計

３．００×２ ６．００ ３．００ １．７５ ４．７５

－ － １．００ １．００ ２．００

３．００×２ ６．００ ３．００ １．７５ ４．７５

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

側帯幅員
０．７５

橋梁高架部分
（中小橋）

側帯幅員
０．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

側帯幅員
０．７５

構造による区分 摘 要

土工（掘割）部分
側帯幅員
０．７５

まで

から
４ 車線 ４

別　　紙　　１

３．７５メートル
から

まで
３．５０メートル

トンネル部分

車線



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （側帯 メートル×２を含む　）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

県道加古川北インター線 兵庫県加古川市 立体接続 加古川北インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　１，４２９百万円の内数）

－ －

１，１０５

昭和 ６３ ３

平成 ９ ３ ３１

別　　紙　　１

０．７５

１１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

山陽自動車道吹田山口線（兵庫県姫路市飾東町豊国から岡山県備前市八木山まで
及び兵庫県龍野市揖西町土師から兵庫県揖保郡新宮町角亀まで）に関する

別紙１－２９

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道吹田山口線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 兵庫県姫路市飾東町豊国 から　　及び　　兵庫県龍野市揖西町土師

岡山県備前市八木山 まで 　兵庫県揖保郡新宮町角亀

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)
第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

兵庫県姫路市飾東町豊国

兵庫県龍野市揖西町土師

兵庫県龍野市揖西町土師

岡山県備前市八木山

兵庫県龍野市揖西町土師

兵庫県揖保郡新宮町角亀

６４．８

２７．３
まで

から
８０ １２．６

まで

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要

１００ ２４．９
まで

８０

別　　紙　　１

から

から



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０及びＴＴ－４３及び２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０メートル
３．７５メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

兵庫県姫路市飾東町豊国

岡山県備前市八木山

兵庫県龍野市揖西町土師

兵庫県揖保郡新宮町角亀

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側 計

上段　　兵庫県姫路市飾東町豊国から兵庫県龍野市揖西町土師まで
中段　　兵庫県龍野市揖西町土師から岡山県備前市八木山まで
下段　　兵庫県龍野市揖西町土師から兵庫県揖保郡新宮町角亀まで

側帯幅0.75m、0.50m１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５
－ － １．２５ １．２５

－ －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００

２．５０

橋梁高架部分
（中小橋）

１．２５ ３．７５
側帯幅0.75m、0.50m２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

－ －

２．５０×２ ５．００ ２．５０

－

１．５０
－ － １．２５ １．２５ ２．５０

１．００ ２．００

土工（掘割）部分 側帯幅0.75m、0.50m

トンネル部分 側帯幅0.75m、0.50m－ － ０．７５ ０．７５

２．５０ １．００ ３．５０
１．７５ １．２５ ３．００

２．５０×２ ５．００

摘 要

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

から

まで

から

まで
２ 車線 ４ 車線

４ 車線 ４ 車線

別　　紙　　１

－ １．００－



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （側帯 メートル×２を含む　土工・橋梁部）
３．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　土工・橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

兵庫県姫路市 立体接続 山陽姫路東インターチェンジ

一般国道２９号 兵庫県姫路市 立体接続 山陽姫路西インターチェンジ

県道網干龍野線 兵庫県龍野市 立体接続 龍野インターチェンジ

立体接続 龍野西インターチェンジ

山陽自動車道　吹田山口線 兵庫県龍野市 立体接続 播磨ジャンクション

県道岡山赤穂線 兵庫県赤穂市 立体接続 赤穂インターチェンジ

一般国道２号 岡山県備前市 立体接続 備前インターチェンジ

県道播磨新宮インター線 兵庫県揖保郡新宮町 立体接続 播磨新宮インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　１，４２９百万円の内数）

－ －

２０

兵庫県龍野市及び兵庫県揖保郡揖保
川町

一般国道２号、県道竜野西インター線

０．７５

０．５０

一般国道３１２号、一般国道３７２号

３ ３１

２，９８５

昭和 ４７ ６

平成 １５

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

山陽自動車道吹田山口線（岡山県備前市八木山から岡山県岡山市富原まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－３０



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道　　吹田山口線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 岡山県備前市八木山 から

岡山県岡山市富原 まで

（ロ）延　　　　長 ３５．２ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

岡山県備前市
八木山

８０ ３５．２
岡山県岡山市

富原



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

３．５０
橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
１．７５×２ ３．５０

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む５．００

１．００ ２．７５１．７５

２．５０ １．００
側帯幅
０．５０ｍ
含む

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

１．００ ３．５０２．５０

０．７５
トンネル部分

―

２．５０×２ ５．００

― ０．７５ １．５０

２．５０×２

側帯幅
０．５０ｍ
含む

岡山県備前市
八木山

４車線 ４車線
岡山県岡山市

富原

土工部分

摘 要
計

構造による区分
往復分離しない区間

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，９２０ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ６０ 年 ３ 月 ５ 日

②工事の完成年月日 平成 ６ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　　　１，４２９百万円の内数）

備　　　考

岡山県和気郡 立体接続 和気インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

山陽インターチェンジ

和気町

一般国道３７４号

県道西大寺山陽線 岡山県赤磐市 立体接続

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－３１

山陽自動車道吹田山口線（岡山県岡山市富原から岡山県倉敷市船穂町船穂まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道　　吹田山口線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 岡山県岡山市富原 から

岡山県倉敷市船穂町船穂 まで

（ロ）延　　　　長 ２４．４ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

から 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

まで

から 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

まで

別　　紙　　１

岡山県倉敷市
船穂町船穂

道　路　の　区　分設　計　区　間

岡山県岡山市
富原

岡山県岡山市
富原

岡山県岡山市
富原



（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

から

まで

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

から

まで

から

まで

から

まで

摘　　要

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要

設　計　区　間

岡山県岡山市
富原

８０ ０．６
岡山県岡山市

富原

岡山県岡山市
富原

４車線 ４車線
岡山県岡山市

富原

岡山県岡山市
富原

１００ ２３．８
岡山県倉敷市
船穂町船穂

岡山県岡山市
富原

４車線 ６車線
岡山県倉敷市

浅原
岡山県倉敷市

浅原
４車線 ４車線

岡山県倉敷市
船穂町船穂
岡山県倉敷市
船穂町船穂

４車線 ―
岡山県倉敷市
玉島長尾



（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

側帯幅 ０．５０ ｍ含む

側帯幅 ０．７５ ｍ含む

側帯幅 ０．５０ ｍ含む

側帯幅 ０．７５ ｍ含む

側帯幅 ０．５０ ｍ含む

側帯幅 ０．７５ ｍ含む

側帯幅 ０．５０ ｍ含む

側帯幅 ０．７５ ｍ含む

※　上段は、岡山県岡山市富原　から　岡山県岡山市富原　まで
※　下段は、岡山県岡山市富原　から　岡山県倉敷市船穂町船穂　まで

（ト）中央帯の標準幅員

から ３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

まで

から ４．５０ メートル （側帯 ０．７５ メートル×２を含む）

まで

２．５０×２

往復分離する区間

トンネル部分
―

３．００×２ ６．００

―

土工部分
５．００

―

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
２．５０×２ ５．００

６．００
― ―

２．５０×２ ５．００
３．００×２

２．５０

３．００ １．７５ ４．７５
― ― ―

１．２５ ３．７５

別　　紙　　１

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

構造による区分
往復分離しない区間

― ― ―

１．７５ ４．７５３．００

― ― ―

― ― ― ―

１．００ １．００ ２．００

摘　　要

岡山県岡山市
富原

設　計　区　間
岡山県岡山市

富原
岡山県岡山市

富原

幅員

岡山県倉敷市
船穂町船穂



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

岡山米子線

（４）工事予算

１，９０６ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４８ 年 １０ 月 １９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　　　１，４２９百万円の内数）

吹田山口線

一般国道１８０号 岡山県岡山市 立体接続 岡山総社インターチェンジ

山陽自動車道 岡山県倉敷市 立体接続 倉敷ジャンクション

一般国道５３号

一般国道４２９号 岡山県倉敷市 立体接続

接続の位置 接続の方法

岡山県岡山市 立体接続

倉敷インターチェンジ

別　　紙　　１

備　　　考

岡山インターチェンジ

他の道路の路線名

中国横断自動車道 岡山県岡山市 立体接続 岡山ジャンクション

一般国道２号 岡山県都窪郡 立体接続 早島インターチェンジ

平面接続 本線

早島町

（瀬戸中央自動車道） 早島町

一般国道３０号 岡山県都窪郡



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３２

山陽自動車道吹田山口線（岡山県倉敷市船穂町船穂から広島県福山市東村町向山まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道　　吹田山口線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 岡山県倉敷市船穂町船穂 から

広島県福山市東村町向山 まで

（ロ）延　　　　長 ４９．７ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

岡山県倉敷市
船穂町船穂

１００ ４９．７
広島県福山市
東村町向山



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

広島県福山市
東村町戸田

― ４車線
広島県福山市
東村町向山

２．５０

３．００ １．７５

岡山県倉敷市
玉島長尾

４車線 ４車線
広島県福山市
東村町戸田

トンネル部分
―

３．００×２ ６．００

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
２．５０×２ ５．００

６．００

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側 計

３．００

― １．００ １．００

１．２５ ３．７５

４．７５

１．７５ ４．７５

２．００

３．００×２

側帯幅
０．７５ｍ
含む

摘　　要

側帯幅
０．７５ｍ
含む

岡山県倉敷市
船穂町船穂

― ４車線
岡山県倉敷市
玉島長尾

土工部分

摘 要構造による区分

側帯幅
０．７５ｍ
含む

側帯幅
０．７５ｍ
含む

往復分離しない区間

別　　紙　　１

設　計　区　間



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （側帯 ０．７５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，７４６ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４７ 年 ６ 月 ２０ 日

②工事の完成年月日 平成 ３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　　　１，４２９百万円の内数）

福山西インターチェンジ

鴨方町

一般国道２号 広島県福山市 立体接続

一般国道１８２号 広島県福山市 立体接続 福山東インターチェンジ

備　　　考

立体接続 玉島インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

別　　紙　　１

鴨方インターチェンジ

県道笠岡井原線 岡山県笠岡市 立体接続 笠岡インターチェンジ

県道倉敷美袋線 岡山県倉敷市

県道矢掛寄島線 岡山県浅口郡 立体接続



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－３３

山陽自動車道吹田山口線（広島県福山市東村町向山から広島県東広島市河内町入野まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道　　吹田山口線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 広島県福山市東村町向山 から

広島県東広島市河内町入野 まで

（ロ）延　　　　長 ３６．４ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

広島県福山市
東村町向山

８０ ３６．４
広島県東広島市
河内町入野



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．００ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

構造による区分
往復分離しない区間

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要

側帯幅
０．５０ｍ
含む

広島県福山市
東村町向山

４車線 ４車線
広島県東広島市
河内町入野

土工部分

摘 要
計

０．７５ ０．７５ １．５０

２．５０×２

トンネル部分
―

２．５０×２ ５．００

―

１．００ ２．７５

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

１．００ ３．５０２．５０

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
１．７５×２ ３．５０

５．００

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む１．７５

２．５０ １．００ ３．５０



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，８３４ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ６０ 年 ５ 月 ２８ 日

②工事の完成年月日 平成 ６ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　　　１，４２９百万円の内数）

一般国道４８６号 広島県三原市 立体接続 三原久井インターチェンジ

県道広島空港本郷線 広島県三原市 立体接続 本郷インターチェンジ

一般国道１８４号

接続の位置 接続の方法

広島県尾道市 立体接続 尾道インターチェンジ

他の道路の路線名

別　　紙　　１

備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３４

山陽自動車道吹田山口線（広島県東広島市河内町入野から広島県東広島市志和町志和東まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道　　吹田山口線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 広島県東広島市河内町入野 から

広島県東広島市志和町志和東 まで

（ロ）延　　　　長 １８．９ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

広島県東広島市
河内町入野

８０ １８．９
広島県東広島市
志和町志和東



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

１．７５

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
２．７５

２．５０×２

３．５０１．７５×２

３．５０２．５０５．００

１．００

１．００

３．５０

左　側 計 左　側 右　側

トンネル部分
―

２．５０×２

―

側帯幅
０．５０ｍ
含む

広島県東広島市
河内町入野

４車線 ４車線
広島県東広島市
志和町志和東

土工部分

摘 要構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

計

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

１．５０

５．００

１．００

０．７５ ０．７５

２．５０

設　計　区　間 摘　　要

別　　紙　　１



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

７３７ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ５４ 年 ３ 月 １８ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　　　１，４２９百万円の内数）

県道広島空港線

広島県東広島市 立体接続 河内インターチェンジ

接続の位置 備　　　考接続の方法他の道路の路線名

東広島ジャンクション（仮称）

一般国道３７５号 広島県東広島市 立体接続 西条インターチェンジ

別　　紙　　１

一般国道３７５号 広島県東広島市 立体接続

一般国道４３２号



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－３５

山陽自動車道吹田山口線（広島県東広島市志和町志和東から広島県広島市安佐南区大町西三丁目まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道　　吹田山口線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 広島県東広島市志和町志和東 から

広島県広島市安佐南区大町西三丁目 まで

（ロ）延　　　　長 ２１．９ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

から 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

まで

から 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

まで

広島県広島市
東区福田四丁目
広島県広島市

安佐南区大町西三丁目

設　計　区　間

広島県東広島市
志和町志和東
広島県広島市
東区福田四丁目

道　路　の　区　分

別　　紙　　１



（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

から

まで

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

から

まで

から

まで

広島県広島市
安佐南区緑井一丁目

― ４車線
広島県広島市

安佐南区大町西三丁目

広島県東広島市
志和町冠

４車線 ４車線
広島県広島市

安佐南区緑井一丁目

広島県広島市
東区福田四丁目

１００
広島県広島市

安佐南区大町西三丁目

別　　紙　　１

広島県東広島市
志和町志和東

― ４車線
広島県東広島市
志和町冠

設　計　区　間 摘　　要

設　計　区　間

広島県東広島市
志和町志和東

８０ １３．９
広島県広島市
東区福田四丁目

８．０

摘　　要



（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

側帯幅 ０．５０ ｍ含む

側帯幅 ０．７５ ｍ含む

側帯幅 ０．５０ ｍ含む

側帯幅 ０．７５ ｍ含む

側帯幅 ０．５０ ｍ含む

側帯幅 ０．７５ ｍ含む

側帯幅 ０．５０ ｍ含む

側帯幅 ０．７５ ｍ含む

※　上段は、広島県東広島市志和町志和東　から　広島県広島市東区福田四丁目　まで
※　下段は、広島県広島市東区福田四丁目　から　広島県安佐南区大町西三丁目　まで

（ト）中央帯の標準幅員

から ３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

まで

から ４．５０ メートル （側帯 ０．７５ メートル×２を含む）

まで

摘　　要

広島県広島市
東区福田四丁目
広島県広島市

安佐南区大町西三丁目

設　計　区　間
広島県東広島市
志和町志和東
広島県広島市
東区福田四丁目

幅員

１．５０

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

― ― ０．７５ ０．７５

３．５０

往復分離する区間

左　側 計 左　側

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００

２．５０

３．００ １．７５ ４．７５
１．７５ １．００ ２．７５

１．２５ ３．７５

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
２．５０×２ ５．００

６．００
１．７５×２ ３．５０

土工部分

右　側

別　　紙　　１

１．７５ ４．７５３．００

計
構造による区分

往復分離しない区間
摘 要

―

３．００×２ ６．００

― １．００ ２．００

３．００×２

トンネル部分
１．００



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，４２８ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４７ 年 ６ 月 ２０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 １９ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　　　１，４２９百万円の内数）

別　　紙　　１

県道広島東インター線

接続の位置 接続の方法 備　　　考

広島県東広島市 立体接続 志和インターチェンジ

他の道路の路線名

広島東インターチェンジ

一般国道５４号 広島県広島市 立体接続 広島インターチェンジ

県道志和インター線

県道広島中島線 広島県広島市 立体接続



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３６

山陽自動車道吹田山口線（広島県広島市安佐南区大町西三丁目から広島県廿日市市宮内まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道　　吹田山口線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 広島県広島市安佐南区大町西三丁目 から

広島県廿日市市宮内 まで

（ロ）延　　　　長 ２３．２ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

広島県広島市
安佐南区大町西三丁目

１００ ２３．２
広島県廿日市市

宮内



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要

４車線
広島県廿日市市

宮内

摘 要
計

構造による区分
往復分離しない区間

左　側 計 左　側 右　側

広島県広島市
安佐南区緑井一丁目

４車線 ―
広島県広島市

安佐南区大町西三丁目

１．２５

側帯幅
０．７５ｍ
含む

土工部分

側帯幅
０．７５ｍ
含む

側帯幅
０．７５ｍ
含む

側帯幅
０．７５ｍ
含む

３．００×２ １．７５ ４．７５

３．７５

往復分離する区間

１．７５ ４．７５３．００

１．００ １．００ ２．００

橋梁高架部分（長大橋）
２．５０×２ ５．００ ２．５０

広島県広島市
安佐南区大町西三丁目

４車線

６．００

トンネル部分
―

３．００×２ ６．００

―

橋梁高架部分（中小橋）
３．００



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （側帯 ０．７５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，２１３ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４８ 年 １０ 月 １９ 日

②工事の完成年月日 昭和 ６３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　　　１，４２９百万円の内数）

廿日市ジャンクション

県道広島湯来線

一般国道２号(広島岩国道路） 広島県廿日市市 立体接続

広島県広島市 立体接続

備　　　考

別　　紙　　１

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

立体接続 広島ジャンクション

市道佐伯１区３８０号線

五日市インターチェンジ

広島浜田線

中国横断自動車道 広島県広島市



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－３７

山陽自動車道吹田山口線（山口県岩国市小瀬から山口県玖珂郡玖珂町清水まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道　　吹田山口線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 山口県岩国市小瀬 から

山口県玖珂郡玖珂町清水 まで

（ロ）延　　　　長 ２０．４ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

山口県岩国市
小瀬

８０ ２０．４
山口県玖珂郡
玖珂町清水



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要

摘 要
計

構造による区分
往復分離しない区間

山口県岩国市
小瀬

４車線 ４車線
山口県玖珂郡
玖珂町清水

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

橋梁高架部分（中小橋）

側帯幅
０．５０ｍ
含む

土工部分

１．５０

１．００ ３．５０

―

２．５０×２
側帯幅
０．５０ｍ
含む

１．００ ３．５０

１．００ ２．７５

トンネル部分
０．７５

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

５．００ ２．５０

― ０．７５

１．７５

２．５０

橋梁高架部分（長大橋）
１．７５×２ ３．５０

５．００２．５０×２



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，１８８ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ５４ 年 ３ 月 １８ 日

②工事の完成年月日 平成 ５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　　　１，４２９百万円の内数）

岩国インターチェンジ

一般国道２号（広島岩国道路）

一般国道２号 山口県岩国市 立体接続

広島県大竹市

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

平面接続 本線

備　　　考

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－３８

山陽自動車道吹田山口線（山口県玖珂郡玖珂町清水から山口県周南市戸田まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道　　吹田山口線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 山口県玖珂郡玖珂町清水 から

山口県周南市戸田 まで

（ロ）延　　　　長 ４１．８ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

設　計　区　間

山口県玖珂郡
玖珂町清水

１００ ４１．８

別　　紙　　１

摘　　要

山口県周南市
戸田



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

側帯幅
０．７５ｍ
含む

側帯幅
０．７５ｍ
含む

側帯幅
０．７５ｍ
含む

設　計　区　間 摘　　要

別　　紙　　１

側帯幅
０．７５ｍ
含む

山口県玖珂郡
玖珂町清水

４車線 ４車線
山口県周南市

戸田

土工部分

摘 要
計

構造による区分

３．００×２

１．７５ ４．７５

トンネル部分
―

３．００×２ ６．００ ３．００

― １．００ １．００

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

往復分離しない区間

２．００

５．００

６．００

１．２５ ３．７５２．５０

３．００ １．７５ ４．７５
橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
２．５０×２



（ト）中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （側帯 ０．７５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，０４０ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４８ 年 １０ 月 １９ 日

②工事の完成年月日 平成 ５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　　　１，４２９百万円の内数）

県道徳山光線 山口県周南市 立体接続 熊毛インターチェンジ

一般国道２号 山口県周南市 立体接続 徳山東インターチェンジ

玖珂町

県道柳井玖珂線 山口県玖珂郡 立体接続 玖珂インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

別　　紙　　１

備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

山陽自動車道吹田山口線（山口県周南市戸田から山口県山口市大字黒川まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－３９



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道　　吹田山口線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 山口県周南市戸田 から

山口県山口市大字黒川 まで

（ロ）延　　　　長 ３１．６ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

から 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

まで

から 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

まで

道　路　の　区　分

山口県山口市
大字鋳銭司
山口県山口市
大字黒川

別　　紙　　１

設　計　区　間

山口県周南市
戸田

山口県山口市
大字鋳銭司



（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

から

まで

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

山口県山口市
大字鋳銭司

８０
山口県山口市
大字黒川

６．１

４車線
山口県山口市
大字黒川

摘　　要

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要
山口県周南市

戸田
４車線

設　計　区　間

山口県周南市
戸田

１００ ２５．５
山口県山口市
大字鋳銭司



（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

側帯幅 ０．７５ ｍ含む

側帯幅 ０．５０ ｍ含む

側帯幅 ０．７５ ｍ含む

側帯幅 ０．５０ ｍ含む

側帯幅 ０．７５ ｍ含む

側帯幅 ０．５０ ｍ含む

側帯幅 ０．７５ ｍ含む

側帯幅 ０．５０ ｍ含む

※　上段は、山口県周南市戸田　から　山口県山口市大字鋳銭司　まで
※　下段は、山口県山口市大字鋳銭司　から　山口県山口市大字黒川　まで

（ト）中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （側帯 ０．７５ メートル×２を含む）

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

２．５０ １．００ ３．５０

１．００ ２．７５
２．５０ １．２５ ３．７５

別　　紙　　１

１．００ ３．５０

トンネル部分
―

２．５０×２ ５．００ ２．５０

― ０．７５

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）

３．００×２

１．７５×２
２．５０×２

右　側

４．７５

６．００

３．５０

５．００
５．００

１．７５

土工部分

計
構造による区分

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側

３．００×２

― ― １．００ １．００

２．５０×２

摘 要

２．００

４．７５

６．００ ３．００ １．７５

０．７５ １．５０
３．００ １．７５



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

防府西インターチェンジ

（４）工事予算

１，５０１ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４７ 年 ６ 月 ２０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　　　１，４２９百万円の内数）

別　　紙　　１

接続の方法 備　　　考接続の位置

一般国道２号 山口県防府市 立体接続

山口県周南市

他の道路の路線名

立体接続 徳山西インターチェンジ

防府東インターチェンジ

一般国道２号 山口県山口市 立体接続 山口南インターチェンジ

一般国道２号

一般国道２号 山口県防府市 立体接続

立体接続 山口ジャンクション中国縦貫自動車道 山口県山口市



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

山陽自動車道宇部下関線（山口県宇部市大字川上から山口県下関市吉田まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－４０



１．工事の内容

（１）　路線名

山陽自動車道　　宇部下関線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 山口県宇部市大字川上 から

山口県下関市吉田 まで

（ロ）延　　　　長 ２８．３ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

設　計　区　間

山口県宇部市
大字川上

１００ ２８．３
山口県下関市

吉田

摘　　要

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

※　上段は、暫定２車線施工
※　下段は、完成４車線施工

― ― ―

―
３．００ １．７５ ４．７５
― ―
２．５０

１．７５×２ ３．５０ ― ―

１．２５ ３．７５

―

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
２．５０×２ ５．００

６．００
１．７５×２ ３．５０

１．２５×２ ２．５０
３．００×２

― ― ―

往復分離する区間

左　側 右　側

１．７５ ４．７５３．００

トンネル部分
―

３．００×２ ６．００

―

１．２５×２ ２．５０

土工部分

１．００ １．００ ２．００

側帯幅
０．７５ｍ
含む

側帯幅
０．７５ｍ
含む

側帯幅
０．７５ｍ
含む

摘 要
計

構造による区分
往復分離しない区間

左　側 計

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要

側帯幅
０．７５ｍ
含む

山口県宇部市
大字川上

２車線 ４車線
山口県下関市

吉田



（ト）中央帯の標準幅員

―

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

９９８ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成年月日 平成 １３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陽自動車道　　　１，４２９百万円の内数）

一般国道２号 山口県山陽小野田市 立体接続 埴生インターチェンジ

立体接続 宇部ジャンクション

備　　　考

別　　紙　　１

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

県道山口宇部線 山口県宇部市

宇部インターチェンジ

県道小野田山陽線 山口県山陽小野田市 立体接続 小野田インターチェンジ

立体接続 下関ジャンクション

一般国道４９０号 山口県宇部市 立体接続

中国縦貫自動車道 山口県下関市



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４１

中国横断自動車道岡山米子線（岡山県岡山市高松田中から岡山県真庭市宮地まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

中国横断自動車道　　岡山米子線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 岡山県岡山市高松田中 から

岡山県真庭市宮地 まで

（ロ）延　　　　長 ４０．９ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

設　計　区　間

岡山県岡山市
高松田中

８０ ４０．９
岡山県真庭市

宮地

別　　紙　　１

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ　並びに　２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

※　上段　：　暫定２車線施工
※　下段　：　完成４車線施工

― ― ―

１．２５×２ ２．５０ ―

― ―
―

１．５０

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

０．７５

―
１．２５

― ―

２．２５

― ― ―

０．７５

４車線
岡山県真庭市

宮地

３．５０ ― ―

岡山県加賀郡
吉備中央町西

２車線

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

―

１．７５×２ ３．５０

１．７５×２

１．２５×２ ２．５０

１．００ ２．７５１．７５

―

１．００
橋梁高架部分（長大橋）

１．２５×２ ２．５０
―

トンネル部分
― ―

―
橋梁高架部分（中小橋）

側帯幅
０．５０ｍ
含む

岡山県岡山市
高松田中

４車線 ４車線
岡山県加賀郡
吉備中央町西

土工部分

摘 要
計

構造による区分
往復分離しない区間

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，６２５ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ６３ 年 ５ 月 ２４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国横断自動車道　　　４，８８３百万円の内数）

賀陽インターチェンジ

備　　　考

別　　紙　　１

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

有漢インターチェンジ

吉備中央町

一般国道４８４号

県道高梁旭線 岡山県高梁市 立体接続

岡山県加賀郡 立体接続

北房ジャンクション中国縦貫自動車道 岡山県真庭市 立体接続



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４２

中国横断自動車道岡山米子線（岡山県岡山市高松田中から岡山県総社市総社まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

中国横断自動車道　　岡山米子線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 岡山県岡山市高松田中 から

岡山県総社市総社 まで

（ロ）延　　　　長 ３．５ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

設　計　区　間

岡山県岡山市
高松田中

８０ ３．５
岡山県総社市

総社

別　　紙　　１

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

―

― ― ―
橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
１．２５×２ ２．５０

――

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

― ―

トンネル部分
―

１．７５×２ ３．５０ ―

― ―

― ― ― ―

側帯幅
０．５０ｍ
含む

岡山県岡山市
高松田中

４車線化 ―
岡山県総社市

総社

土工部分

摘 要
計

構造による区分
往復分離しない区間

設　計　区　間 摘　　要

側帯幅
０．５０ｍ
含む

別　　紙　　１



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

なし

（４）工事予算

７５ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １３ 年 ３ 月 １０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 １７ 年 １０ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

８ 億円（うち、債務引受基準額 ７ 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国横断自動車道　　　４，８８３百万円の内数）

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４３

中国横断自動車道岡山米子線（岡山県真庭市中河内から岡山県真庭市西茅部まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

中国横断自動車道　　岡山米子線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 岡山県真庭市中河内 から

岡山県真庭市西茅部 まで

（ロ）延　　　　長 ３０．２ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

岡山県真庭市
中河内

８０ ３０．２
岡山県真庭市
西茅部



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ　並びに　２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

※ 上　段 岡山県真庭市中河内　から　岡山県真庭市樫西　まで
中上段 岡山県真庭市樫西　から　岡山県真庭市粟谷　まで
中下段 岡山県真庭市粟谷　から　岡山県真庭市藤森　まで
下　段 岡山県真庭市藤森　から　岡山県真庭市西茅部　まで

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要

側帯幅
０．５０ｍ
含む

岡山県真庭市
中河内

４車線 ４車線
岡山県真庭市
西茅部

土工部分（切土部分）
※

摘 要
計

構造による区分
往復分離しない区間

１．７５×２

１．００

― ０．７５ ０．７５ １．５０

１．００ ４．００

トンネル部分
―

３．００×２ ６．００ ３．００

土工部分（盛土部分）

２．２５

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

１．２５

１．７５ １．００ ２．７５
橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
１．２５×２ ２．５０

３．５０

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

２．２５×２ ４．５０ ２．２５ １．００ ３．２５

２．７５×２ ５．５０ ２．７５ １．００ ３．７５

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

（堆雪巾　０．０ｍ）
（堆雪巾　０．５ｍ）
（堆雪巾　１．０ｍ）
（堆雪巾　２．０ｍ）



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，５４２ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ５４ 年 ３ 月 １８ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国横断自動車道　　　４，８８３百万円の内数）

湯原インターチェンジ

一般国道１８１号

一般国道３１３号 岡山県真庭市 立体接続

岡山県真庭市 立体接続 久世インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１

落合ジャンクション中国縦貫自動車道 岡山県真庭市 立体接続



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４４

中国横断自動車道岡山米子線（岡山県真庭市社から岡山県真庭市豊栄まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

中国横断自動車道　　岡山米子線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 岡山県真庭市社 から

岡山県真庭市豊栄 まで

（ロ）延　　　　長 ３．７ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

岡山県真庭市
社

８０ ３．７
岡山県真庭市
豊栄



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

※　上段　：　堆雪幅１．０ｍ（切土部分）
※　下段　：　堆雪幅０．０ｍ（盛土部分）

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要

側帯幅
０．５０ｍ
含む

岡山県真庭市
社

４車線化 ―
岡山県真庭市
豊栄

土工部分
※

摘 要
計

構造による区分
往復分離しない区間

― ０．７５ ０．７５ １．５０

１．００ ２．７５

トンネル部分
―

１．７５×２ ３．５０ １．７５

１．００ ２．２５

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
１．２５×２ ２．５０

――

１．２５

― ― ―

３．２５２．２５×２ ４．５０ ２．２５ １．００



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

なし

（４）工事予算

６６ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １３ 年 ３ 月 ２４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 １７ 年 １０ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

１２ 億円（うち、債務引受基準額 １１ 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国横断自動車道　　　４，８８３百万円の内数）

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

中国横断自動車道岡山米子線（岡山県真庭市西茅部から鳥取県米子市赤井手まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－４５



１．工事の内容

（１）　路線名

中国横断自動車道　　岡山米子線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 岡山県真庭市西茅部 から

鳥取県米子市赤井手 まで

（ロ）延　　　　長 ３６．３ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

岡山県真庭市
西茅部

８０ ３６．３
鳥取県米子市
赤井手



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

※１ １段目 堆雪幅　０．０ｍ・０．０ｍ
２段目 堆雪幅　０．５ｍ・０．５ｍ
３段目 堆雪幅　０．５ｍ・１．５ｍ
４段目 堆雪幅　１．０ｍ・１．０ｍ
５段目 堆雪幅　１．５ｍ・２．５ｍ

※２ 上段 江府ＩＣ～米子ＩＣ
下段 蒜山ＩＣ～江府ＩＣ

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要

側帯幅
０．５０ｍ
含む

岡山県真庭市
西茅部

２車線 ４車線
鳥取県米子市
赤井手

土工部分（切土部分）
※１

摘 要
計

構造による区分

―

１．７５＋１．２５

―

―

土工部分（盛土部分）

―

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

往復分離しない区間

――

３．５０

橋梁高架部分（長大橋）
※２ １．７５×２ ３．５０

３．００

―

橋梁高架部分（中小橋）

トンネル部分
―

３．００＋３．００ ６．００

０．７５ ０．７５

２．７５

１．５０

４．００ ２．２５

２．７５＋１．７５ ４．５０ ― ―

１．７５×２

４．５０

２．２５＋１．７５ ４．００ ２．２５ ３．２５ ５．５０

２．２５＋１．７５ ２．２５

― ―

―

１．７５×２ ３．５０ １．７５

１．７５＋１．２５ ３．００ ２．２５
―

１．００

１．２５ １．００
―

― ―

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

９０２ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４８ 年 １０ 月 １９ 日

②工事の完成年月日 平成 ５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国横断自動車道　　　４，８８３百万円の内数）

一般国道１８１号 鳥取県日野郡 立体接続 江府インターチェンジ

一般国道９号 鳥取県米子市 平面接続 米子インターチェンジ

一般国道４８２号

備　　　考

岡山県真庭市 立体接続 蒜山インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

県道倉吉江府溝口線 鳥取県西伯郡 立体接続 溝口インターチェンジ

江府町

伯耆町

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４６

中国横断自動車道尾道松江線（島根県雲南市三刀屋町下熊谷から島根県松江市田和山町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

中国横断自動車道　　尾道松江線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 島根県雲南市三刀屋町下熊谷 から

島根県松江市田和山町 まで

（ロ）延　　　　長 ２６．５ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

島根県松江市
田和山町

設　計　区　間

島根県雲南市
三刀屋町下熊谷

１００ ２６．５



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

１．２５×２ ２．５０ ―― ―

側帯幅
０．７５ｍ
含む

――

―
橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
１．２５×２ ２．５０

―

往復分離しない区間

右　側左　側 計 左　側

―

トンネル部分

島根県雲南市
三刀屋町下熊谷

２車線 ４車線
島根県松江市
田和山町

土工部分

摘 要
計

―

往復分離する区間

１．７５×２ ３．５０

側帯幅
０．７５ｍ
含む――

別　　紙　　１

―

構造による区分

側帯幅
０．７５ｍ
含む

側帯幅
０．７５ｍ
含む

― ―

設　計　区　間 摘　　要



（ト）中央帯の標準幅員

―

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

鳥取益田線

（４）工事予算

１，０２０ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２６ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国横断自動車道　　　４，８８３百万円の内数）

備　　　考

三刀屋木次インターチェンジ島根県雲南市県道三刀屋木次インター線

宍道インターチェンジ

一般国道９号 島根県松江市 立体接続 松江玉造インターチェンジ

別　　紙　　１

立体接続

県道宍道インター線 島根県松江市 立体接続

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

島根県松江市 立体接続 宍道ジャンクション

一般国道９号 島根県松江市 平面接続 本線

山陰自動車道　



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４７

中国横断自動車道広島浜田線（広島県広島市安佐南区沼田町大字伴から広島県広島市安佐北区安佐町大字飯室まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

中国横断自動車道　　広島浜田線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 広島県広島市安佐南区沼田町大字伴 から

広島県広島市安佐北区安佐町大字飯室 まで

（ロ）延　　　　長 １３．８ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

設　計　区　間

広島県広島市
安佐南区沼田町大字伴

８０ １３．８
広島県広島市

安佐北区安佐町大字飯室

別　　紙　　１

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

１．２５

１．７５ １．００ ２．７５

１．００ ２．２５
橋梁高架部分（長大橋）

１．２５×２ ２．５０

３．５０
橋梁高架部分（中小橋）

０．７５

１．００

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

３．５０ １．７５

― ０．７５

２．７５

側帯幅
０．５０ｍ
含む

土工部分

トンネル部分
―

１．７５×２

広島県広島市
安佐南区沼田町大字伴

４車線 ４車線
広島県広島市

安佐北区安佐町大字飯室

摘 要
計

構造による区分
往復分離しない区間

設　計　区　間 摘　　要

別　　紙　　１

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

１．５０

１．７５×２



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

吹田山口線

（４）工事予算

５９３ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ５４ 年 ３ 月 １８ 日

②工事の完成年月日 平成 １４ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国横断自動車道　　　４，８８３百万円の内数）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

別　　紙　　１

市道安佐南四区４８６号線 広島県広島市 立体接続 広島西風新都インターチェンジ

備　　　考

山陽自動車道 立体接続 広島ジャンクション広島県広島市



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－４８

中国横断自動車道広島浜田線（広島県山県郡北広島町有田から島根県那賀郡旭町大字丸原まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

中国横断自動車道　　広島浜田線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 広島県山県郡北広島町有田 から

島根県那賀郡旭町大字丸原 まで

（ロ）延　　　　長 ３８．８ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

島根県那賀郡
旭町大字丸原

摘　　要設　計　区　間

広島県山県郡
北広島町有田

８０ ３８．８



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要
広島県山県郡
北広島町有田

２車線 ４車線
島根県那賀郡
旭町大字丸原



（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

※　（ ）は、暫定施工を示す
※１ 暫定施工 上段（堆雪幅０．０ｍ・１．０ｍ） 広島県山県郡北広島町有田　から　広島県山県郡北広島町蔵迫　まで

中断（堆雪幅０．０ｍ・１．５ｍ） 広島県山県郡北広島町蔵迫　から　島根県邑智郡邑南町市木　まで
下段（堆雪幅０．５ｍ・０．０ｍ） 島根県邑智郡邑南町市木　から　島根県那賀郡旭町大字丸原　まで

完成施工 上段（堆雪幅０．５ｍ・１．０ｍ） 広島県山県郡北広島町有田　から　広島県山県郡北広島町蔵迫　まで
中断（堆雪幅１．０ｍ・１．５ｍ） 広島県山県郡北広島町蔵迫　から　島根県邑智郡邑南町市木　まで
下段（堆雪幅０．５ｍ・１．５ｍ） 島根県邑智郡邑南町市木　から　島根県那賀郡旭町大字丸原　まで

※２ 暫定施工 上段（堆雪幅０．０ｍ・０．０ｍ） 広島県山県郡北広島町有田　から　広島県山県郡北広島町蔵迫　まで
下段（堆雪幅０．５ｍ・０．５ｍ） 島根県邑智郡邑南町市木　から　島根県那賀郡旭町大字丸原　まで

（ト）中央帯の標準幅員

―

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

構造による区分
往復分離しない区間

側帯幅
０．５０ｍ
含む

土工部分（切土部分）
※１

摘 要
計

別　　紙　　１

１．００

０．７５ １．５０

１．７５×２

３．２５，４．００

トンネル部分
―

２．２５＋３．００ ５．２５ ２．２５，３．００

― ０．７５

土工部分（盛土部分）

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
※２

１．２５＋１．２５ ２．５０

３．５０

（１．７５＋１．７５） （３．５０）
１．２５

１．７５ １．００ ２．７５

― ― ―
１．００ ２．２５

―

（１．７５＋３．００） （４．７５） ― ― ―

（１．７５＋２．７５） （４．５０） ― ―

―

２．２５＋２．７５ ５．００ ２．２５，２．７５ １．００ ３．２５，３．７５

（２．２５＋１．７５） （４．００） ― ―

２．７５＋３．００ ５．７５ ２．７５，３．００ １．００ ３．７５，４．００

１．００ ２．７５

（１．２５＋１．２５） （２．５０） ― ― ―

１．７５×２ ３．５０ １．７５



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

７３６ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ５４ 年 ３ 月 １８ 日

②工事の完成年月日 平成 ４ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国横断自動車道　　　４，８８３百万円の内数）

瑞穂インターチェンジ

北広島町

一般国道２６１号

県道浜田八重可部線 島根県邑智郡 立体接続

広島県山県郡 立体接続 大朝インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置

千代田ジャンクション

別　　紙　　１

邑南町

接続の方法 備　　　考

北広島町

中国縦貫自動車道 広島県山県郡 立体接続



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－４９

中国横断自動車道広島浜田線（島根県那賀郡旭町大字丸原から島根県浜田市長沢町まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

中国横断自動車道　　広島浜田線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 島根県那賀郡旭町大字丸原 から

島根県浜田市長沢町 まで

（ロ）延　　　　長 １７．８ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間

島根県那賀郡
旭町大字丸原

８０ １７．８
島根県浜田市
長沢町



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

※　上段　堆雪幅　０．０ｍ・０．０ｍ
※　下段　堆雪幅　０．５ｍ・０．０ｍ

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．５０ｍ
含む

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　　要

側帯幅
０．５０ｍ
含む

島根県那賀郡
旭町大字丸原

２車線 ４車線
島根県浜田市
長沢町

土工部分（切土部）
※

摘 要
計

構造による区分
往復分離しない区間

― ― ―

― ――

― ―

トンネル部分
０．７５×２

２．２５＋１．７５ ４．００ ―

土工部分（盛土部）

１．５０

往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側

― ―
橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）
１．７５＋１．２５ ３．００

３．００１．７５＋１．２５ ―

―１．７５＋１．７５ ３．５０ ― ―

１．７５×２ ３．５０ ― ― ―



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 ０．５ メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（江津道路）

（４）工事予算

３０１ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４８ 年 １０ 月 １９ 日

②工事の完成年月日 平成 １６ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中国横断自動車道　　　４，８８３百万円の内数）

一般国道９号 島根県浜田市 立体接続 浜田ジャンクション

一般国道９号 島根県浜田市 平面接続 浜田インターチェンジ

旭町

県道浜田八重可部線 島根県那賀郡

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

立体接続 旭インターチェンジ

備　　　考

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－５０

山陰自動車道鳥取益田線（島根県松江市宍道町伊志見から島根県出雲市知井宮町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

山陰自動車道　　鳥取益田線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 島根県松江市宍道町伊志見 から

島根県出雲市知井宮町 まで

（ロ）延　　　　長 １８．１ キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

１００ １８．１
島根県出雲市
知井宮町

島根県松江市
宍道町伊志見

設　計　区　間

別　　紙　　１

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）車線数

工事施工 用地買収

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

（単位：メートル）

１．２５×２ ２．５０

３．５０

―

―

― ――

― ― ―

―

トンネル部分
１．２５×２

１．７５×２

――

計
構造による区分

往復分離しない区間

左　側 計 左　側 右　側

往復分離する区間

島根県松江市
宍道町伊志見

２車線 ４車線
島根県出雲市
知井宮町

設　計　区　間

１．７５×２ ３．５０

２．５０

土工部分

橋梁高架部分（中小橋）

橋梁高架部分（長大橋）

摘　　要

側帯幅
０．７５ｍ
含む

摘 要

別　　紙　　１

側帯幅
０．５０ｍ
含む

側帯幅
０．７５ｍ
含む

側帯幅
０．７５ｍ
含む

―



（ト）中央帯の標準幅員

―

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

尾道松江線

（４）工事予算

８８３ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １４ 年 ３ 月 ２０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

― 億円（うち、債務引受基準額 ― 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　山陰自動車道　　　１２，５５１百万円の内数）

別　　紙　　１

立体接続 斐川インターチェンジ（仮称）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

県道斐川上島線 島根県簸川郡

県道西出雲停車場線 島根県出雲市 平面接続 出雲インターチェンジ（仮称）

斐川町

宍道ジャンクション

備　　　考

中国横断自動車道 島根県松江市 立体接続



 別紙１-

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

５１

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

四国縦貫自動車道（徳島県徳島市川内町鈴江北から徳島県美馬市脇町字拝原まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

徳島県徳島市川内町
鈴江北

延　　長

徳島県美馬市脇町字
拝原

８０ ４１．２

徳島県徳島市川内町鈴江北

４１．２

徳島県美馬市脇町字拝原

四国縦貫自動車道

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(  ) 暫定施工 (単位：メートル）

（2.25）

〃
（1.75）

1.25

1.25
（1.00）

（1.75）

（4.25）

（1.00） （1.00）

(2.50+1.75) （4.25） （2.50） （1.75）

橋梁高架部分
（中小橋）

左　側 計左　側

徳島県徳島市
川内町鈴江北

摘 要

車線

構造による区分

別　　紙　　１

３．５０

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン

工事施工

４

往復分離する区間

用地買収

往復分離しない区間

暫定施
工徳島県美馬市

脇町字拝原

２

設　計　区　間

車線

（長大橋）

5.00
（2.25） （1.25）
3.5 1.75

2.50×2
(1.25+1.0)

右　側計

2.50

土工（掘割）部
分

1.00

1.25

トンネル部分

2.50×2

1.00

2.50

－
橋梁高架部分

5

－
(1.75×2) （3.50）

側帯
幅0.5
ｍ含む

〃
3.00

〃
2.00

3.75

3.75

（2.00）

（3.50）

1.75×2



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１１号 徳島インターチェンジ

県道徳島引田線 藍住インターチェンジ

一般国道３１８号 土成インターチェンジ

一般国道１９３号 脇町インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国縦貫自動車道　　９８１百万円の内数）

立体接続
脇町

３ ３１

― ―

２，０５０

昭和 ４８ １１ １５

平成 ８

立体接続

徳島県徳島市 平面接続

他の道路の

路線名

接続の位置

徳島県美馬市

備　　　考

立体接続徳島県阿波市

－

接続の方法

徳島県板野郡

藍住町
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 別紙１-

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

５２

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

四国縦貫自動車道（徳島県美馬市脇町字拝原から徳島県美馬市美馬町字下突出まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

徳島県美馬市
脇町字拝原

８０ １１．５
徳島県美馬市
美馬町字下突出

徳島県美馬市脇町字拝原

１１．５

徳島県美馬市美馬町字下突出

四国縦貫自動車道
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（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

車線

往復分離しない区間

徳島県美馬市
脇町字拝原

用地買収

３．５０

摘 要
構造による区分

計左　側

暫定施
工

４
徳島県美馬市
美馬町字下突出

３．５０

－

２ 車線

左　側

往復分離する区間

右　側計

橋梁高架部分

側帯幅
0.5ｍ含
む

（長大橋）

１．７５×２（中小橋）

２．５０ －１．２５×２

－ －

トンネル部分

１．７５×２

－

－

－

３．５０

－

土工（掘割）部
分

－

－

側帯幅
0.5ｍ含
む

側帯幅
0.5ｍ含
む－

－

－

－

橋梁高架部分

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン及びＢ活荷重

設　計　区　間 工事施工
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（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道４３８号 美馬インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国縦貫自動車道　　９８１百万円の内数）

徳島県美馬市

― ―

２４

３１平成 １０ ３

６３ ５昭和

４７６

他の道路の

路線名

美馬町

接続の位置 備　　　考

別　　紙　　１

－

接続の方法

立体接続



 別紙１-

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

５３

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

四国縦貫自動車道（徳島県美馬市美馬町字下突出から愛媛県四国中央市柴生町字河下田山まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

徳島県美馬市美馬町字下突出

４２．６

四国縦貫自動車道
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愛媛県四国中央市柴生町字河下田山

愛媛県四国中央市
柴生町字河下田山

８０ ４２．６

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

徳島県美馬市
美馬町字下突出

延　　長設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯幅
0.5ｍ含
む

側帯幅
0.5ｍ含
む－

側帯幅
0.5ｍ含
む－

－

－

（長大橋）

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

２．５０

１．７５×２

－１．２５×２

橋梁高架部分

土工（掘割）部
分

トンネル部分

３．５０１．７５×２

Ｂ活荷重
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工事施工

４

用地買収

暫定施
工

車線

構造による区分

愛媛県四国中央市
柴生町河下田山

２

往復分離する区間往復分離しない区間

車線

右　側計

－

側帯幅
0.5ｍ含
む

－２．５０

左　側 計左　側

徳島県美馬市
美馬町字下突出

摘 要

３．５０

設　計　区　間

－

－－

－

－１．２５×２



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道３２号 井川池田インターチェンジ

川之江東ジャンクション

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国縦貫自動車道　　９８１百万円の内数）

愛媛県四国中央市

－

接続の方法

路線名

井川町

接続の位置他の道路の

立体接続

立体接続

備　　　考

徳島県三好郡

四国横断自動車道

阿南中村線

３ ３１

― ―

１２平成

２，２１０

平成

別　　紙　　１

２ １２ １０



 別紙１－

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

５４

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

四国縦貫自動車道（愛媛県四国中央市金生町下分から愛媛県四国中央市下柏町まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

愛媛県四国中央市金生町下分

３．２

愛媛県四国中央市下柏町

四国縦貫自動車道

３．２１００

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

愛媛県四国中央市
金生町下分

設　計　区　間

愛媛県四国中央市
下柏町

設計速度
摘　　要

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
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（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

摘 要

側帯巾
員0.75
ｍ含む－

２．５０×２

３．５０

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン

－

－

－
側帯巾
員0.75
ｍ含む

側帯巾
員0.75
ｍ含む

側帯巾
員0.75
ｍ含む

トンネル部分

橋梁高架部分

橋梁高架部分

（中小橋）

３．５０

５．００

１．７５×２

２．５０×２

－ －

－５．００

－

車線

－（長大橋）

－

－

－

土工（掘割）部
分

－

－

左　側

構造による区分

右　側

用地買収

４ 車線

計

工事施工

計

愛媛県四国中央市
下柏町

往復分離しない区間

愛媛県四国中央市
金生町下分
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４

往復分離する区間

左　側

設　計　区　間



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

川之江ジャンクション

一般国道１１号 三島川之江インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国縦貫自動車道　　９８１百万円の内数）

四国横断自動車道

阿南中村線

路線名

接続の位置

愛媛県
四国中央市

４．５０
０．７５
０．７５

接続の方法 備　　　考

昭和 ６３ ３

昭和

愛媛県
四国中央市

立体接続

立体接続

４．５０

―

６

１８７

他の道路の

―

３１

２０４７
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 別紙１－

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

５５

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

四国縦貫自動車道（愛媛県四国中央市下柏町から愛媛県四国中央市野田まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

愛媛県四国中央市下柏町

１１．０

愛媛県四国中央市野田

四国縦貫自動車道
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愛媛県四国中央市
下柏町

１００

設計速度

愛媛県四国中央市
野田

摘　　要

１１．０

設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

３．５０

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン

設　計　区　間
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側帯幅
0.75ｍ
含む

側帯幅
0.75ｍ
含む３．００

側帯幅
0.75ｍ
含む２．００

３．７５

３．７５
土工（掘割）部

分

１．２５３．５０ １．７５

トンネル部分

２．５０×２

１．００

２．５０

－

５．００

－

計

２．５０ １．２５５．００

１．００

１．２５

側帯幅
0.75ｍ
含む

（長大橋）

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２

橋梁高架部分

１．７５×２

車線

往復分離しない区間

愛媛県四国中央市
野田

４ 車線

工事施工

４

摘 要
構造による区分

愛媛県四国中央市
下柏町

往復分離する区間

用地買収

右　側左　側 計左　側



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１１号 土居インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国縦貫自動車道　　９８１百万円の内数）

４．５０
０．７５
０．７５

接続の方法 備　　　考
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４９９

他の道路の

路線名

接続の位置

愛媛県
四国中央市

６０ ３

昭和

立体接続

４８ １０

４．５０

― ―

１９

３１昭和



 別紙１－

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

５６

四国縦貫自動車道（愛媛県四国中央市野田から愛媛県西条市飯岡まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

愛媛県四国中央市野田

２２．２

愛媛県西条市飯岡

四国縦貫自動車道
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２２．２

摘　　要設　計　区　間

愛媛県西条市飯岡

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

愛媛県四国中央市
野田

１００



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

３．５０

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン

３．７５

３．００

２．５０×２

１．００

２．５０５．００

側帯幅
0.75ｍ
含む

側帯幅
0.75ｍ
含む

側帯幅
0.75ｍ
含む

設　計　区　間 工事施工

２．００

３．７５

橋梁高架部分

１．２５

トンネル部分

用地買収

４

別　　紙　　１

摘 要

車線

往復分離しない区間

計

愛媛県西条市飯岡

左　側 右　側

１．７５

側帯幅
0.75ｍ
含む

１．００

１．２５

１．２５２．５０２．５０×２ ５．００

－－

土工（掘割）部
分

橋梁高架部分

（中小橋）

１．７５×２

車線

計左　側

愛媛県四国中央市
野田

構造による区分

４

往復分離する区間

３．５０（長大橋）



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

新居浜インターチェンジ

一般国道１１号 いよ西条インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国縦貫自動車道　　９８１百万円の内数）

愛媛県
新居浜市

別　　紙　　１

備　　　考

０．７５
０．７５

接続の方法

３

３

４．５０

平成 ３

５４

接続の位置

愛媛県
西条市

県道　新居浜
　　　　　別子山線

他の道路の

路線名

８５０

１８昭和

立体接続

立体接続

４．５０

― ―

３１



 別紙１-

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

５７

四国縦貫自動車道（愛媛県西条市飯岡から愛媛県東温市南方まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

愛媛県西条市飯岡

延　　長設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

愛媛県東温市南方
８０ ３６．８

別　　紙　　１

愛媛県西条市飯岡

３６．８

愛媛県東温市南方

四国縦貫自動車道



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯幅
0.5ｍ含
む

１．００

１．００

２．５０×２ １．７５

橋梁高架部分
（中小橋）

左　側 右　側計

土工（掘割）部
分

０．７５

１．００

トンネル部分

計左　側

愛媛県西条市飯岡
車線

構造による区分

工事施工

４

往復分離する区間

用地買収

別　　紙　　１

３．５０

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン及びB活荷重

往復分離しない区間

愛媛県東温市南方
４

設　計　区　間

車線

摘 要

（長大橋）

５．００

３．５０ １．７５

２．５０×２ ２．５０

１．７５×２

０．７５
橋梁高架部分

５．００

１，５００．７５×２

側帯幅
0.5ｍ含
む

側帯幅
0.5ｍ含
む２．７５

側帯幅
0.5ｍ含
む１．５０

３．５０

２．７５



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１１号 いよ小松インターチェンジ

一般国道１９６号 いよ小松ジャンクション

（今治小松道路）

一般国道１１号 川内インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（うち、債務引受基準額 百万円)

（※平成１７年下半期工事費　四国縦貫自動車道　　９８１百万円の内数）

―

３ ３１平成 １６

昭和 ６０ ３ ５

２，１８９

立体接続

３．００

愛媛県
西条市

愛媛県
東温市

立体接続

別　　紙　　１

他の道路の

路線名

接続の位置

０．５０
０．５０

３．００

接続の方法 備　　　考

―

愛媛県
西条市

立体接続



 別紙１-

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

５８

四国縦貫自動車道（愛媛県東温市南方から愛媛県伊予市大字稲荷まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

愛媛県東温市南方

延　　長

愛媛県伊予市大字稲荷
１００ ２１．９

愛媛県東温市南方

２１．９

愛媛県伊予市大字稲荷

四国縦貫自動車道

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

別　　紙　　１

側帯巾員0.75含

側帯巾員0.50含

側帯巾員0.75含

摘 要

側帯巾員0.75含

側帯巾員0.50含

2.50 － － －

－ － －

2.50×2 5.00 2.50 1.25 3.75

－

－ － －

　

3.50

2.50×2 5.00

往復分離する区間

2.50 1.25 3.75

左側 右側 計

往復分離しない区間

1.75×2

1.25×2

1.75×2

1.75×2

－

左　側 計

愛媛県松山市井門町
２

愛媛県伊予市大字稲荷

構造による区分

－ －

1.25 3.00

側帯巾員0.50含

1.75

愛媛県松山市井門町
４

３．５０

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン及びB活荷重

設　計　区　間

車線

工事施工

４

用地買収

愛媛県東温市南方
車線

橋梁高架部分

（中小橋） 3.50 －

3.50

車線 ４ 車線

（長大橋）

土工（掘割）部
分

トンネル部分

橋梁高架部分



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道３３号 松山インターチェンジ

一般国道５６号 伊予インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国縦貫自動車道　　９８１百万円の内数）

別　　紙　　１

接続の位置

愛媛県
松山市

愛媛県
伊予市

３ ３１

― ―

１，３５６

昭和 ６３ ２ ６

平成 １６

立体接続

立体接続

４．５０

備　　　考

０．７５
０．７５

４．５０

接続の方法他の道路の

路線名



 別紙１-

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

５９

四国縦貫自動車道（愛媛県伊予市大字稲荷から愛媛県大洲市東大洲まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

愛媛県伊予市大字稲荷

延　　長設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

愛媛県大洲市東大洲
８０ ３１．８

四国縦貫自動車道

愛媛県伊予市大字稲荷

３１．８

愛媛県大洲市東大洲



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯0.5を含む

摘 要

側帯0.5を含む

－ －

－

別　　紙　　１

側帯0.5を含む－2.50 －

－ － －

左側 右側 計左　側 計

構造による区分 往復分離する区間往復分離しない区間

橋梁高架部分
（中小橋）

（長大橋）

土工（掘割）部
分

トンネル部分

橋梁高架部分
3.50 －

1.75×2

1.25×2

3.50

－ －

側帯0.5を含む

愛媛県伊予市大字稲荷
２ 車線

３．５０

B活荷重

設　計　区　間

暫定施工車線

工事施工

４

用地買収

愛媛県大洲市東大洲

1.25×2

1.75×2

2.50 －



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道５６号 内子五十崎インターチェンジ

一般国道５６号 大洲インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国縦貫自動車道　　９８１百万円の内数）

愛媛県
大洲市

１６

－

他の道路の

路線名

― ―

１，２７８

平成 ２ １２

平成 ３ ３１

２７

内子町

立体接続

別　　紙　　１

平面接続

愛媛県喜多郡

接続の方法 備　　　考接続の位置



 別紙１-

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

６０

四国横断自動車道阿南中村線

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額
（徳島県小松島市前原町から徳島県鳴門市大津町大代まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

徳島県鳴門市大津町大代

徳島県小松島市前原町

徳島県小松島市前原町

２２．９

徳島県鳴門市大津町大代

別　　紙　　１

四国横断自動車道　阿南中村線

２２．９



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

右　側

―

―

3.50

―

―

3.50

5.00

往復分離する区間

４

計左　側 左　側

２
徳島県小松島市前原町

構造による区分

工事施工

車線

1.75×2

2.50×2 ―

設　計　区　間

往復分離しない区間

徳島県鳴門市大津町大代

―

橋梁高架部分

別　　紙　　１

暫定施工車線

トンネル部分

橋梁高架部分

1.25×2 2.50

1.75×2（中小橋）

―

側帯幅
0.75ｍ
含む―

―

側帯幅
0.75ｍ
含む―

側帯幅
0.75ｍ
含む―

側帯幅
0.75ｍ
含む―

用地買収

摘 要
計

３．５０

土工（掘割）部
分

ＴＬ－２５トン及びＢ活荷重

1.25×2 2.50（長大橋）



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

接続の位置

一般国道５５号 小松島インターチェンジ（仮称）

徳島東インターチェンジ（仮称）

徳島ジャンクション（仮称）

鳴門ジャンクション（仮称）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国横断自動車道　　３６，３４８百万円の内数）

平面接続

―

別　　紙　　１

―

８

徳島県
鳴門市

四国横断自動車道
阿南中村線

３１

備　　　考

３

平成 １１ １

平成 ２６

徳島県
徳島市

県道徳島東インター線

他の道路の路線名

徳島県
小松島市

徳島県
徳島市

２，８６８

－

平面接続

平面接続

四国横断自動車道
阿南中村線

立体接続

接続の方法



 別紙１-

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

６１

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

四国横断自動車道阿南中村線（徳島県鳴門市撫養町木津から香川県さぬき市津田町鶴羽まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

徳島県鳴門市
撫養町木津

延　　長設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

香川県さぬき市
津田町鶴羽

１００ ３６．２

徳島県鳴門市撫養町木津

３６．２

香川県さぬき市津田町鶴羽

別　　紙　　１

四国横断自動車道　阿南中村線



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

側帯0.5を含む

別　　紙　　１

4.25

右側 計

－

構造による区分

－ － －

側帯0.5を含む

側帯0.5を含む

橋梁高架部分

橋梁高架部分

往復分離する区間往復分離しない区間

（中小橋）

左　側 計 左側

土工（掘割）部
分

トンネル部分

－

（長大橋） 1.25×2

摘 要

－ －

－ －

側帯0.5を含む

工事施工

４

用地買収

2.50 － － －

２

3.50

香川県さぬき市
津田町鶴羽

徳島県鳴門市
撫養町木津

車線

３．５０

TL－２５トン及びB活荷重

設　計　区　間

暫定施工車線

1.75×2

2.50+1.75

1.25×2 2.50



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１１号 鳴門インターチェンジ

一般国道２８号 本線

県道板野インター線 板野インターチェンジ

引田インターチェンジ

白鳥大内インターチェンジ

一般国道１１号 津田東インターチェンジ

一般国道１１号 本線
（高松東道路）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)
　 　 　

（※平成１７年下半期工事費　四国横断自動車道　　３６，３４８百万円の内数）

香川県さぬき
市

平面接続

香川県東かが
わ市

立体接続

香川県さぬき
市

立体接続

徳島県板野郡
板野町

立体接続

県道白鳥引田線 香川県東かが
わ市

立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

４

平成 ２２

１，６１２

平成 ５ １２

― ―

３ ３１

平面接続

立体接続

－

別　　紙　　１

徳島県鳴門市

徳島県鳴門市

県道大内白鳥インター線

（神戸淡路鳴門自動車道）

路線名



 別紙１－

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

６２

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

四国横断自動車道阿南中村線（香川県高松市前田東町から香川県高松市勅使町まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長

１０．８

設計速度

香川県高松市勅使町

香川県高松市前田東町
８０

香川県高松市前田東町

１０．８

香川県高松市勅使町

四国横断自動車道阿南中村線

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

左　側 計
摘 要

構造による区分

左　側

香川県高松市前田東町

右　側計

車線

往復分離しない区間

香川県高松市勅使町
４ 車線

工事施工

４

往復分離する区間

橋梁高架部分

（中小橋）

３．５０ －（長大橋）

－ －

１．７５×２

土工（掘割）部
分

－

－

トンネル部分

－

－

－

－

－

－

橋梁高架部分

－－

側帯0.5
を含む－

－

－

－

－

３．５０

ＴＬ－２５トン（B活荷重）

設　計　区　間

別　　紙　　１

用地買収



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１１号 本線

（高松東道路）

一般国道１１号 高松東インターチェンジ

県道中徳三谷高松線 高松中央インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国横断自動車道　　３６，３４８百万円の内数）

平面接続

高松市

― ―

４

３

１，２０９

高松市

立体接続

香川県

３．００ ０．５０
０．５０

接続の方法

別　　紙　　１

他の道路の

路線名

５ １２

３１

平成

立体接続

平成 １５

接続の位置

香川県

高松市

３．００

香川県

備　　　考



 別紙１－

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

６３

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

四国横断自動車道阿南中村線（香川県高松市勅使町から香川県善通寺市金蔵寺町まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

から
まで
から
まで

（ロ）設計速度

から
まで
から
まで

香川県高松市勅使町
香川県高松市中間町

設　計　区　間

設　計　区　間

１００

２．５

香川県高松市中間町
香川県善通寺市金蔵寺町

設計速度

２４．２

道路区分

第１種第３級（道路構造令）

第１種第２級（道路構造令）

香川県高松市勅使町
香川県高松市中間町
香川県高松市中間町
香川県善通寺市金蔵寺町

８０

２１．７

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

延　　長

四国横断自動車道阿南中村線

香川県高松市勅使町

別　　紙　　１

香川県善通寺市金蔵寺町



（ハ）設計自動車荷重

から
まで
から
まで

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

別　　紙　　１

４

摘 要
計

３．５０

左　側

設計区間

工事施工 用地買収

設計自動車荷重
香川県高松市勅使町
香川県高松市中間町

香川県善通寺市金蔵寺町
TL２０及びTT４３

２５ｔｆ（B活荷重）

設　計　区　間

構造による区分

車線

右　側計左　側

香川県高松市勅使町

香川県善通寺市金蔵寺町
４

往復分離する区間

車線

トンネル部分

2.50×2

1.00

2.505.00

3.75

側帯巾
員0.75
を含む2.50×2

1.75 3.00

5.00 2.50 1.25

橋梁高架部分

3.50 1.25

側帯巾
員0.75
を含む

（中小橋）

（長大橋） 1.75×2

3.75

橋梁高架部分

側帯巾
員0.75
を含む

側帯巾
員0.75
を含む2.00－－

香川県高松市中間町

往復分離しない区間

土工（掘割）部
分

1.00

1.25



（ト）中央帯の標準幅員

から
まで
から
まで

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１１号線 高松壇紙インターチェンジ

県道三木国分寺線 高松西インターチェンジ

四国横断自動車道 坂出ジャンクション

阿南中村線

一般国道１１号線 坂出インターチェンジ

一般国道３０号 本線

（瀬戸中央自動車道）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日
（高松市～善通寺市）

年 月 日
（高松市勅使町～高松市中間町）

②工事の完成年月日 年 月 日
（高松市～善通寺市）

年 月 日
（高松市勅使町～高松市中間町）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国横断自動車道　　３６，３４８百万円の内数）

接続の位置

平面接続

香川県坂出市

立体接続

４５ １２

香川県坂出市

平成 １５ ３ ３１

３１

立体接続

香川県高松市

― ―

１８

立体接続

平成

１，６５８

香川県善通寺市金蔵寺町

3．0メートル（側帯0．50×2メートルを含む：土工部）

3．0メートル（側帯0．50×2メートルを含む：橋梁部）

4．5メートル（側帯0．75×2メートルを含む：土工部）

５ ３

１２

平成

５９昭和

設計区間
香川県高松市勅使町
香川県高松市中間町

中央帯の標準幅員

別　　紙　　１

香川県高松市中間町

立体接続

香川県坂出市

4．5メートル（側帯0．75×2メートルを含む：土工部）

備　　　考接続の方法他の道路の

路線名

香川県高松市



 別紙１－

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

６４

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

四国横断自動車道阿南中村線（香川県善通寺市金蔵寺町から愛媛県四国中央市金生町下分）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分

香川県善通寺市金蔵寺町 から
愛媛県四国中央市金生町下分 まで

（ロ）設計速度

香川県善通寺市金蔵寺町 から
愛媛県四国中央市金生町下分 まで

第１種第２級（道路構造令）

１００ ３５．２

設　計　区　間

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

３５．２

道路区分

愛媛県四国中央市金生町下分

香川県善通寺市金蔵寺町

四国横断自動車道阿南中村線

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

TL２０及びTT４３

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要
香川県善通寺市金蔵寺町

から
愛媛県四国中央市金生町下分

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

３．５０

工事施工 用地買収

４ 車線 車線

別　　紙　　１

設　計　区　間

摘 要
右　側

４

計
側帯巾
員0.75
を含む3.75

左　側

1.00

2.50 1.25

構造による区分

左　側 計

往復分離しない区間 往復分離する区間

（中小橋）

3.50

土工（掘割）部
分

トンネル部分

2.50×2

－

5.00

－

5.00 2.50

橋梁高架部分

1.75（長大橋）

2.50×2 1.25

側帯巾
員0.75
を含む2.00

3.75

側帯巾
員0.75
を含む

1.00

1.75×2 1.25

側帯巾
員0.75
を含む3.00

橋梁高架部分



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道３１９号線 香川県善通寺市 立体接続 善通寺インターチェンジ

一般国道１１号線 香川県三豊郡三野町 立体接続 三豊鳥坂インターチェンジ（仮称）

一般国道１１号線 香川県三豊郡豊中町 立体接続 さぬき豊中インターチェンジ

一般国道１１号線 香川県三豊郡大野原町 立体接続 大野原インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国横断自動車道　　３６，３４８百万円の内数）

備　　　考接続の方法

３１

昭和

― ―

２０４７

１，４８２

昭和 ６３ ３

６

他の道路の

路線名
接続の位置

４．５０ ０．７５

別　　紙　　１

４．５０ ０．７５



別紙１－

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

６５

四国横断自動車道　阿南中村線　（三豊鳥坂ＩＣ（仮称）　新設　）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

から

まで

（３）工事方法

　　　他の道路との接続位置及び接続の方法

香川県三豊郡三野町

（仮称）

香川県三豊郡三野町

香川県三豊郡高瀬町

接続の位置

一般国道　１１号

他の道路の路線名施設の名称

三豊鳥坂インターチェンジ

備　　　考

四国横断自動車道　　阿南中村線

別　　紙　　１



（４）工事予算

億円

 

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　四国横断自動車道　３６，３４８百万円）

７

１０ １０

平成

３ ３１

２９１６ ６

平成

別　　紙　　１

１８



 別紙１-

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

６６

四国横断自動車道阿南中村線

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額
（愛媛県四国中央市金生町下分から高知県長岡郡大豊町川口まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

２９．１
高知県長岡郡
大豊町川口

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

愛媛県四国中央市
金生町下分

８０

愛媛県四国中央市金生町下分

２９．１

高知県長岡郡大豊町川口

四国横断自動車道　阿南中村線

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

左　側 計左　側

愛媛県四国中央市
金生町下分

摘 要
構造による区分

車線

往復分離しない区間

高知県長岡郡
大豊町川口

４ 車線 ４

往復分離する区間

橋梁高架部分

（中小橋）

1.75×2

0.75

1.75

－

3.50
土工（掘割）部

分

計

1.75

４車線化

トンネル部分

右　側

0.75

1.00

－

側帯幅
0.5ｍ含
む2.75

2.50 1.25

側帯幅
0.5ｍ含
む

（長大橋）

1.75×2

1.001.25×2

1.003.50

橋梁高架部分

側帯幅
0.5ｍ含
む2.25

側帯幅
0.5ｍ含
む1.50

2.75

３．５０

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン及びＢ活荷重

設　計　区　間 用地買収

別　　紙　　１

工事施工



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

四国縦貫自動車道 川之江ジャンクション

四国縦貫自動車道 川之江東ジャンクション

県道川之江大豊線 新宮インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国横断自動車道　　３６，３４８百万円の内数）

平面接続

四国中央市

愛媛県

３．００

― ―

１８５４ ３

３１

昭和

立体接続

平成 ２１ ３

平面接続

四国中央市

２，０６８

路線名

四国中央市

愛媛県

接続の位置

愛媛県

備　　　考

別　　紙　　１

０．５
０．５

３．００

接続の方法他の道路の



 別紙１-

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

６７

四国横断自動車道阿南中村線

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額
（高知県長岡郡大豊町川口から高知県南国市領石まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで
高知県南国市

領石

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

高知県長岡郡
大豊町川口

８０ ２１．０

高知県長岡郡大豊町川口

２１．０

高知県南国市領石

四国横断自動車道　阿南中村線

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

左　側 計左　側

高知県長岡郡
大豊町川口

摘 要
構造による区分

計

車線

往復分離しない区間

高知県南国市
領石

４ 車線 ４

往復分離する区間

３．５０

４車線化

トンネル部分

2.50 1.25

側帯
幅0.5
ｍ含む

（長大橋）

－

1.00

右　側

橋梁高架部分

土工（掘割）部
分

1.00（中小橋）

1.75×2

0.75

1.75

－

3.50

－

橋梁高架部分

1.75－

1.25×2

側帯
幅0.5
ｍ含む

側帯
幅0.5
ｍ含む2.25

側帯
幅0.5
ｍ含む1.50

2.75

2.75

0.75

1.00

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン及びＢ活荷重

設　計　区　間 用地買収

別　　紙　　１

工事施工



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道４３９号 大豊インターチェンジ

一般国道３２号 南国インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国横断自動車道　　３６，３４８百万円の内数）

立体接続

高知県長岡郡

３．００

― ―

１９４８

１，５２４

０．５
０．５

路線名

接続の位置

別　　紙　　１

３．００

接続の方法

３０

昭和

立体接続

平成 １７ ４

１０

備　　　考

高知県南国市

他の道路の

大豊町



 別紙１-

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

６８

四国横断自動車道阿南中村線

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額
（高知県南国市領石から高知県吾川郡いの町枝川まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

高知県南国市
領石

高知県吾川郡
いの町枝川

高知県南国市領石

１７．９

高知県吾川郡いの町枝川

四国横断自動車道　阿南中村線

別　　紙　　１

１７．９

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

3.50

2.50

1.25×2

3.50

3.50

2.50

1.75×2

0.75×2

3.50

1.50

1.75 1.00

0.75 0.75

－

1.25 1.00

設　計　区　間

高知県高知市一宮
２ 車線

高知県吾川郡
いの町枝川

車線車線 ４

車線４

2.75

1.50

右　側

側帯幅
0.5ｍ含
む－

－

４車線化

左　側 計左　側

高知県南国市
領石

摘 要
構造による区分往復分離しない区間

高知県高知市一宮
４

工事施工

往復分離する区間

用地買収

３．５０

ＴＬ－２０トン、ＴＴ－４３トン及びＢ活荷重

（長大橋）

1.75×2

1.75×2橋梁高架部分

（中小橋）

1.75

橋梁高架部分 1.25×2

計

－

土工（掘割）部
分

トンネル部分

1.75×2

－

－

1.00

－2.50 －1.25×2

側帯幅
0.5ｍ含
む

側帯幅
0.5ｍ含
む－

側帯幅
0.5ｍ含
む－

－

－

2.75

2.75

別　　紙　　１



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）
メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道５５号線 高知インターチェンジ

県道高知市北部環状線 高知インターチェンジ

一般国道３３号 伊野インターチェンジ

（高知西バイパス）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国横断自動車道　　３６，３４８百万円の内数）

３

立体接続

３．００

―

別　　紙　　１

―

１１６３

３１平成 ２１ ３

立体接続

昭和

１，１４７

他の道路の

路線名

いの町

接続の位置

（高知東部自動車道）

０．５

備　　　考

０．５

高知県吾川郡

３．００

接続の方法

高知県高知市

高知県高知市 立体接続



 別紙１-

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

６９

四国横断自動車道阿南中村線

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額
（高知県吾川郡いの町枝川から高知県須崎市須崎神田神母ノ内まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

高知県須崎市
須崎神田神母ノ内

高知県吾川郡いの町
枝川

２３．９

高知県吾川郡いの町枝川

２３．９

高知県須崎市須崎神田神母ノ内

四国横断自動車道　阿南中村線

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

3.50

2.50

1.75×2

1.25×2

－ －

－

－

－

左　側 計

－

－

摘 要
構造による区分

高知県須崎市
須崎神田神母ノ内

車線

往復分離しない区間

左　側

高知県吾川郡
いの町枝川

設　計　区　間

２ 車線

工事施工

４

往復分離する区間

用地買収

（中小橋）

右　側計

土工（掘割）部
分

トンネル部分

1.25×2

－ －3.50

2.50 － －

橋梁高架部分

側帯
幅0.5
ｍ含む

側帯
幅0.5
ｍ含む

側帯
幅0.5
ｍ含む
側帯
幅0.5
ｍ含む

－

1.75×2

橋梁高架部分

（長大橋）

３．５０

Ｂ活荷重

別　　紙　　１



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道５６号 土佐インターチェンジ

一般国道５６号 須崎東インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国横断自動車道　　３６，３４８百万円の内数）

平面接続

高知県土佐市

― ―

３１３ １

３１

平成

立体接続

平成 １５ ３

１，００４

他の道路の

路線名

高岡

接続の位置

高知県須崎市

吾井郷

備　　　考

－

接続の方法

別　　紙　　１



 別紙１-

（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

７０

四国横断自動車道内海大洲線

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額
（愛媛県西予市宇和町稲生から愛媛県大洲市北只まで）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

設計速度
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

愛媛県西予市
宇和町稲生

愛媛県大洲市北只

別　　紙　　１

１６．１

愛媛県西予市宇和町稲生

１６．１

愛媛県大洲市北只

四国横断自動車道　内海大洲線



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

　摘　要

から

まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

1.25×2

－

－

1.25×2 2.50

－

往復分離しない区間

3.501.75×2

４

往復分離する区間

愛媛県大洲市北只
２

計左　側

愛媛県西予市
宇和町稲生

摘 要
構造による区分

車線

ＴＬ－２５トン

別　　紙　　１

左　側

車線

工事施工

３．５０

設　計　区　間 用地買収

（中小橋）

右　側計

土工（掘割）部
分

－

－

トンネル部分

3.50 側帯
幅0.5
ｍ含む

（長大橋）

1.75×2橋梁高架部分

－－

2.50橋梁高架部分

－

側帯
幅0.5
ｍ含む

側帯
幅0.5
ｍ含む－

側帯
幅0.5
ｍ含む－

－

－



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

西予宇和インターチェンジ

一般国道５６号 大洲北只インターチェンジ

一般国道１９７号

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年下半期工事費　四国横断自動車道　　３６，３４８百万円の内数）

愛媛県大洲市 平面接続

－

愛媛県西予市

―

別　　紙　　１

―

４５

３

１２

３１

６２３

他の道路の

路線名

主要地方道宇和
野村線

接続の位置 接続の方法

平成 １７

平成

平面接続

備　　　考



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

九州縦貫自動車道　鹿児島線宮崎線

（福岡県北九州市門司区大字黒川から福岡県福岡市東区蒲田まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－７１



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州縦貫自動車道　　鹿児島線宮崎線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 福岡県北九州市門司区大字黒川 から

福岡県福岡市東区蒲田 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１

６８．３



（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

から

まで

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 メートル

別　　紙　　１

３．５０

福岡県福津市

１４．４
福岡県福岡市
東区蒲田

福岡県鞍手郡
若宮町

１００ ４９．１

福岡県福津市

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ ４．８

福岡県鞍手郡
若宮町

１００

福岡県北九州市
門司区大字黒川



（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

福岡県北九州市門司区大字黒川　から　福岡県北九州市八幡西区大字野面　まで (単位：メートル）

―

２．５０

１．００

２．５０

５．００

―

５．００

別　　紙　　１

１．７５

往復分離しない区間 往復分離する区間

３．７５

２．００

２．５０×２

左　側 計 左　側 右　側 計

３．７５

１．２５

１．００

１．２５

１．７５ ３．５０

摘 要

側帯幅
0.75ｍ含む

側帯幅
0.75ｍ含む

側帯幅
0.75ｍ含む

側帯幅
0.75ｍ含む

福岡県北九州市
門司区大字黒川

車線４
福岡県福岡市
東区蒲田

　摘　要設　計　区　間

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分

完成施工４ 車線

（中小橋）

橋梁高架部分

（長大橋）

２．５０×２

１．７５×２ ３．５０

工事施工 用地買収

構造による区分

（ⅰ）



福岡県北九州市八幡西区大字野面　から　福岡県福岡市東区蒲田　まで (単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

市道　北九州都市高速道路４号線及び 門司インターチェンジ

県道　黒川白野江東本町線

県道　新門司港大里線 新門司インターチェンジ

別　　紙　　１

接続の方法

立体接続

計

１．７５

０．７５

０．７５４．５０

摘 要
左　側 計 左　側 右　側

往復分離する区間

備　　　考
他の道路の

路線名

立体接続

接続の位置

福岡県北九州市

福岡県北九州市

３．００×２ ６．００ ２．５０ １．２５

― １．００

４．５０

３．７５

側帯幅
0.75ｍ含む３．７５

１．００ ２．００

側帯幅
0.75ｍ含む

（ⅱ）

構造による区分 往復分離しない区間

橋梁高架部分

トンネル部分

土工（掘割）部分

（中小橋） ３．００×２ ６．００

―

３．５０

橋梁高架部分

側帯幅
0.75ｍ含む（長大橋） ５．００ １．７５

２．５０

２．５０×２

側帯幅
0.75ｍ含む１．２５



一般国道　１０号 小倉東インターチェンジ

市道　北九州都市高速道路１号長野横代北町線

東九州自動車道 北九州ジャンクション（仮称）

一般国道　３２２号 小倉南インターチェンジ

一般国道２００号及び 八幡インターチェンジ

市道　北九州都市高速道路４号線

県道　直方鞍手線 筑豊インターチェンジ　（仮称）

県道　室木下有木若宮線 若宮インターチェンジ

一般国道３号及び 古賀インターチェンジ

県道　筑紫野古賀線

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州縦貫自動車道　　３６６百万円の内数）

３１

昭和

―

４３ ５ １

立体接続

平成 ２１ ３

福岡県鞍手郡 立体接続

若宮町

福岡県古賀市 立体接続

立体接続

福岡県北九州市

福岡県北九州市 立体接続

立体接続

福岡県北九州市 立体接続

接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１

２，３６１

―

他の道路の
接続の位置

路線名

鞍手町

福岡県北九州市

福岡県鞍手郡



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

九州縦貫自動車道　鹿児島線宮崎線

（福岡県福岡市東区浦田から熊本県熊本市御領まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－７２



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州縦貫自動車道　　鹿児島線宮崎線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 福岡県福岡市東区浦田 から

熊本県熊本市御領 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令) 福岡県福岡市東区浦田 から

福岡県太宰府市水城 まで

第 １ 種第 １ 級 (道路構造令) 福岡県太宰府市水城 から

福岡県久留米市東合川町字油手 まで

第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令) 福岡県久留米市東合川町字油手 から

熊本県熊本市御領 まで

別　　紙　　１

１０２．９



（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

から

まで

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ，TT－４３ｔ　及び　Ｂ活荷重

（二）車線の幅員 メートル

別　　紙　　１

熊本県熊本市
御領

福岡県太宰府市
水城

１２０ ２５．４
福岡県久留米市
東合川町字油手

福岡県久留米市
東合川町字油手

１００

福岡県福岡市
東区浦田

福岡県太宰府市
水城

１００ １１．７

３．５０

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

６５．８



（ホ）車線数

から

まで

から

まで

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

４

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側

車線
熊本県熊本市
御領

福岡県久留米市
東合川町字油手

４ 車線

６ 車線
福岡県久留米市
東合川町字油手

福岡県太宰府市
水城

６ 車線

―

―

３．２５×２

―

構造による区分

福岡県太宰府市
水城

４ 車線

計

―

―

―

―

――

６．５０

３．５０

摘 要
右　側

― ―

―

―

―（中小橋）

橋梁高架部分

（長大橋）

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分

設　計　区　間

福岡県福岡市
東区浦田

車線４

６．５０

　摘　要

３．２５×２

１．７５×２

工事施工 用地買収



（ト）中央帯の標準幅員

１級区間 メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

２級区間 メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　２０１号及び 福岡インターチェンジ

市道　福岡高速４号多の津蒲田線

一般国道　３号及び 太宰府インターチェンジ

市道福岡高速２号西月隈水城線

県道　筑紫野インター線 筑紫野インターチェンジ

九州横断自動車道 鳥栖ジャンクション

長崎大分線

一般国道　３号及び 鳥栖インターチェンジ

一般国道　３４号

一般国道　３２２号 福岡県久留米市 久留米インターチェンジ

県道　三潴上陽線 福岡県八女郡 広川インターチェンジ

広川町

別　　紙　　１

４．５０ ０．７５

４．５０

０．７５

０．７５

立体接続

立体接続

福岡県太宰府市 立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

接続の方法

立体接続福岡県福岡市

備　　　考

４．５０ ０．７５

他の道路の

路線名
接続の位置

４．５０

福岡県筑紫野市

佐賀県鳥栖市

佐賀県鳥栖市



一般国道　４４２号 八女インターチェンジ

県道　本吉小川線 瀬高インターチェンジ　（仮称）

県道　南関大牟田北線 熊本県玉名郡 南関インターチェンジ

南関町

県道　玉名山鹿線 熊本県玉名郡 菊水インターチェンジ

菊水町

一般国道　３号 熊本県鹿本郡 植木インターチェンジ

植木町

一般国道　５７号 熊本県熊本市 熊本インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州縦貫自動車道　　３６６百万円の内数）

立体接続

立体接続

立体接続

福岡県八女市 立体接続

立体接続

瀬高町

別　　紙　　１

立体接続

備　　　考
路線名

他の道路の
接続の位置 接続の方法

福岡県山門郡

３１

昭和

平成 ２１ ３

１，１３６

― ―

４１ ７ ２５



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

九州縦貫自動車道　鹿児島線宮崎線

（熊本県熊本市御領から熊本県宇城市松橋町浦川内まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－７３



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州縦貫自動車道　　鹿児島線宮崎線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 熊本県熊本市御領 から

熊本県宇城市松橋町浦川内 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

２３．９

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

熊本県宇城市
松橋町浦川内

１００

２３．９

熊本県熊本市
御領



（ハ）設計自動車荷重 ２０ｔ

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

３．００×２

２．５０×２

６．００ ―

―

―

―

計 左　側 右　側 計

―

―

―

側帯幅
0.75ｍ含む

―

―

―

完成施工

２．００

６．００

５．００ ― ―

摘 要

側帯幅
0.75ｍ含む

側帯幅
0.75ｍ含む

側帯幅
0.75ｍ含む

土工（掘割）部分

設　計　区　間

３．５０

熊本県熊本市
御領

車線４
熊本県宇城市
松橋町浦川内

４ 車線

トンネル部分

橋梁高架部分

　摘　要

構造による区分

（中小橋）

橋梁高架部分

（長大橋）

３．００×２

１．００×２

工事施工 用地買収



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

県道　熊本益城大津線 益城熊本空港インターチェンジ

一般国道　４４５号 御船インターチェンジ

一般国道　２１８号 松橋インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州縦貫自動車道　　３６６百万円の内数）

別　　紙　　１

２８４

立体接続

立体接続

備　　　考

―

０．７５

０．７５

益城町

他の道路の

路線名
接続の位置 接続の方法

立体接続

４．５０

４．５０

３１

昭和

８ ３

熊本県上益城郡

御船町

熊本県宇城市

熊本県上益城郡

―

４３ ４ １

平成



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

九州縦貫自動車道　鹿児島線宮崎線

（熊本県宇城市松橋町浦川内から熊本県八代市川田町西まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－７４



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州縦貫自動車道　　鹿児島線宮崎線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 熊本県宇城市松橋町浦川内 から

熊本県八代市川田町西 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

熊本県宇城市
松橋町浦川内

熊本県八代市
川田町西

１００ １８．４

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１８．４

摘　　要設　計　区　間
設計速度



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

―

―

―

―

３．００×２

―

―

―

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側 計

―

側帯幅
0.75ｍ含む

―

―

―

２．５０×２

６．００

―

（中小橋）

橋梁高架部分

（長大橋） ―

６．００

５．００

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分

熊本県八代市
川田町西

熊本県宇城市
松橋町浦川内

―

３．００×２

車線４４ 車線

摘 要

側帯幅
0.75ｍ含む

側帯幅
0.75ｍ含む

　摘　要設　計　区　間

３．５０

構造による区分

工事施工 用地買収

完成施工



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　３号 八代インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州縦貫自動車道　　３６６百万円の内数）

別　　紙　　１

４．５０ ０．７５

接続の方法

立体接続

備　　　考
他の道路の

路線名
接続の位置

熊本県八代市

０．７５４．５０

３１

昭和

―

４４ ４ １

―

昭和 ５５ ３

３１５



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－７５

九州縦貫自動車道  鹿児島線宮崎線

（熊本県八代市川田町西から宮崎県えびの市大字永山まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州縦貫自動車道　　鹿児島線宮崎線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 熊本県八代市川田町西 から

宮崎県えびの市大字永山 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

熊本県八代市
川田町西

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

延　　長

６０．８

設　計　区　間

宮崎県えびの市
大字永山

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

６０．８

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 TL－２０ｔ　及び　TT－４３ｔ　及び　Ｂ活荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

工事施工 用地買収

別　　紙　　１

構造による区分

―
トンネル部分

宮崎県えびの市
大字永山

１．７５×２

３．５０

熊本県八代市
川田町西

― ０．７５

１．００

（長大橋） １．００

４

２．５０

１．５０

２．７５

１．２５

３．５０

橋梁高架部分

１．２５×２

橋梁高架部分

３．５０ １．７５

０．７５

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計

車線４車線

　摘　要

２．７５

摘 要

土工（掘割）部分

設　計　区　間

１．００

右　側 計左　側

１．７５×２（中小橋） １．７５

２．２５



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道３号（南九州自動車道 八代ジャンクション

（八代日奈久道路））

県道　人吉インター線 人吉インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州縦貫自動車道　　３６６百万円の内数）

３１

３．００

路線名
接続の位置 接続の方法

―

４８

熊本県八代市

備　　　考

立体接続

３，７６５

０．５３．００

０．５

他の道路の

―

立体接続熊本県人吉市

平成 １７ ３

１０昭和 １９

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－７６

九州縦貫自動車道　鹿児島線

（宮崎県えびの市大字西長江浦から鹿児島県姶良郡加治木町反土まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州縦貫自動車道　　鹿児島線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 宮崎県えびの市大字西長江浦 から

鹿児島県姶良郡加治木町反土 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

４１．２

設計速度
摘　　要設　計　区　間

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

宮崎県えびの市
大字西長江浦

鹿児島県姶良郡
加治木町反土

８０ ４１．２



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

工事施工 用地買収

構造による区分

鹿児島県姶良郡
加治木町反土

４ 車線

　摘　要

完成施工

設　計　区　間

３．５０

宮崎県えびの市
大字西長江浦

車線４

（中小橋） １．７５×２

摘 要

側帯幅
0.5ｍ含む

側帯幅
0.5ｍ含む

１．７５

０．７５

橋梁高架部分

（長大橋）

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分

１．２５×２

３．５０

―

３．５０

２．５０

側帯幅
0.5ｍ含む

１．００

０．７５

―

２．７５

１．５０

―

― ―

側帯幅
0.5ｍ含む

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側 計

１．７５×２

―

―

―



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

九州縦貫自動車道　宮崎線 えびのジャンクション

県道　栗野加治木線 栗野インターチェンジ

県道　栗野加治木線 横川インターチェンジ

一般国道　５０４号 溝辺鹿児島空港インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州縦貫自動車道　　３６６百万円の内数）

別　　紙　　１

６１０

３．００

鹿児島県姶良郡

横川町

鹿児島県姶良郡

―

４６ ６ １

―

昭和 ５７ ３

３．００

３１

昭和

溝辺町

鹿児島県姶良郡 立体接続

立体接続

立体接続

湧水町

他の道路の

路線名
接続の位置 備　　　考

宮崎県えびの市 立体接続

０．５

０．５

接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－７７

九州縦貫自動車道　鹿児島線

（鹿児島県姶良郡加治木町反土から鹿児島県鹿児島市田上まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州縦貫自動車道　　鹿児島線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 鹿児島県姶良郡加治木町反土 から

鹿児島県鹿児島市田上 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

２８．６

摘　　要設　計　区　間

８０ ２８．６

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

鹿児島県姶良郡
加治木町反土

鹿児島県鹿児島市
田上



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　TT－４３ｔ　及び　B活荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

工事施工 用地買収

車線

構造による区分

鹿児島県鹿児島市
田上

４

鹿児島県姶良郡
加治木町反土

　摘　要設　計　区　間

３．５０

（長大橋）

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分

（中小橋）

橋梁高架部分

１．００

１．２５×２

３．５０

―

３．５０

２．５０

１．７５×２

１．７５

０．７５

１．７５ ２．７５

１．００ ２．２５

摘 要

側帯幅
0.5ｍ含む

側帯幅
0.5ｍ含む

側帯幅
0.5ｍ含む

側帯幅
0.5ｍ含む

１．００

０．７５―

２．７５

１．５０

車線４

１．２５

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側 計

１．７５×２



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１０号(隼人道路） 本線

県道　栗野加治木線 加治木インターチェンジ

九州縦貫自動車道 加治木ジャンクション

鹿児島線

県道　麓重富停車場線 姶良インターチェンジ

県道　鹿児島吉田線 薩摩吉田インターチェンジ

一般国道３号及び 鹿児島北インターチェンジ

県道　鹿児島北インター線

一般国道３号及び 鹿児島インターチェンジ

県道　指宿鹿児島インター線

（４）工事予算

億円

別　　紙　　１

０．５

０．５

鹿児島県姶良郡 立体接続

鹿児島県姶良郡 立体接続

平面接続

立体接続

立体接続

立体接続

平面接続鹿児島県鹿児島市

５８８

３．００

接続の方法

鹿児島県鹿児島市

鹿児島県鹿児島市

３．００

他の道路の

路線名
接続の位置

姶良町

鹿児島県姶良郡

加治木町

鹿児島県姶良郡

加治木町

加治木町

備　　　考



（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州縦貫自動車道　　３６６百万円の内数）

別　　紙　　１

―

４３ ４ １

―

平成 １４ ３ ３１

昭和



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－７８

九州縦貫自動車道　宮崎線

（宮崎県えびの市大字永山から宮崎県西諸県郡高原町大字西麓まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州縦貫自動車道　　宮崎線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 宮崎県えびの市大字永山 から

宮崎県西諸県郡高原町大字西麓 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

２８．５

宮崎県西諸県郡
高原町大字西麓

１００

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

宮崎県えびの市
大字永山

摘　　要

２８．５

設　計　区　間
設計速度



（ハ）設計自動車荷重 ２０　ｔ

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

構造による区分

（中小橋）

工事施工 用地買収

―
トンネル部分

橋梁高架部分

１．７５×２

　摘　要

橋梁高架部分

（長大橋）

１．７５×２

４ 車線

土工（掘割）部分

設　計　区　間

３．５０

宮崎県えびの市
大字永山

宮崎県西諸県郡
高原町大字西麓

３．５０

３．５０ ―

車線４

―

摘 要

０．７５

―

―

２．５０

―

―

―

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側 計

１．７５×２

３．５０ １．７５

―

―

―



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　２６８号 えびのインターチェンジ

えびのジャンクション

県道　小林えびの高原牧園線 小林インターチェンジ

一般国道　２２１号 高原インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州縦貫自動車道　　３６６百万円の内数）

別　　紙　　１

２４３

宮崎県小林市

宮崎県西諸県郡

宮崎県えびの市

― ―

４３ ４ １

昭和 ３１

昭和

高原町

５１ ３

接続の方法

立体接続

立体接続

立体接続

立体接続

他の道路の

路線名
接続の位置 備　　　考

３．５０

宮崎県えびの市九州縦貫自動車道　鹿児島線

０．７５

０．７５３．５０



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

九州縦貫自動車道　宮崎線

（宮崎県西諸県郡高原町大字西麓から宮崎県宮崎市大字本郷北方まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－７９



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州縦貫自動車道　　宮崎線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 宮崎県西諸県郡高原町大字西麓 から

宮崎県宮崎市大字本郷北方 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

５４．０

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

宮崎県西諸県郡
高原町大字西麓

宮崎県宮崎市
大字本郷北方

８０

５４．０



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

土工（掘割）部分

―

３．５０

１．７５

１．７５×２

側帯幅
0.5ｍ含む１．００２．５０ １．２５

計 左　側 右　側 計

側帯幅
0.25ｍ含む

２．７５

１．５０

１．００

３．５０

側帯幅
0.5ｍ含む

往復分離しない区間
摘 要

側帯幅
0.5ｍ含む

車線４

０．７５

１．００ ２．７５

設　計　区　間

４ 車線

橋梁高架部分

１．７５×２

０．７５

宮崎県西諸県郡
高原町大字西麓

宮崎県宮崎市
大字本郷北方

トンネル部分
―

３．５０

往復分離する区間

左　側

　摘　要

構造による区分

（中小橋）

橋梁高架部分

（長大橋） １．２５×２

１．７５

工事施工 用地買収

２．２５



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　１０号 都城インターチェンジ

県道　日南高岡線 田野インターチェンジ

東九州自動車道 宮崎県宮崎郡清武町 清武ジャンクション

一般国道　２２０号及び 宮崎インターチェンジ

県道　宮崎ｲﾝﾀｰ佐土原線

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州縦貫自動車道　　３６６百万円の内数）

立体接続

別　　紙　　１

０．５

備　　　考

０．５

接続の位置

昭和 ３１

昭和

５６

立体接続

３．００

接続の方法

立体接続

平面接続

他の道路の

路線名

８

宮崎県宮崎郡

田野町

宮崎県宮崎市

宮崎県都城市

９９３

３．００

― ―

４６ ６ １



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

九州横断自動車道　長崎大分線

（長崎県長崎市早坂町から長崎県長崎市中里町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－８０



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州横断自動車道　　長崎大分線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 長崎県長崎市早坂町 から

長崎県長崎市中里町 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

１１．３

長崎県長崎市
早坂町

長崎県長崎市
中里町

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

摘　　要

１１．３



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

１．７５×２

１．２５×２

左　側

車線４

１．７５×２

１．２５×２

計

側帯幅
0.5mを含む―

摘 要

側帯幅
0.5mを含む

側帯幅
0.5mを含む

側帯幅
0.5mを含む

２

計

３．５０

トンネル部分

橋梁高架部分

―

右　側

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
土工（掘割）部分

２．５０

左　側

往復分離しない区間

　摘　要

車線

往復分離する区間

暫定施工

構造による区分

設　計　区　間

３．５０

長崎県長崎市
早坂町

長崎県長崎市
中里町

（中小橋）

橋梁高架部分

（長大橋）

３．５０

２．５０

工事施工 用地買収



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

県道　長崎インター線 長崎インターチェンジ

一般国道　３４号 長崎芒塚インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州横断自動車道　　１，１０１百万円の内数）

別　　紙　　１

立体接続

接続の方法

平面接続

長崎県長崎市

備　　　考
他の道路の

路線名
接続の位置

―

３１

平成

１６ ３平成

長崎県長崎市

６１５

― ―

５ １２ ４



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

九州横断自動車道　長崎大分線

（長崎県長崎市中里町から長崎県大村市池田まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－８１



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州横断自動車道　長崎大分線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 長崎県長崎市中里町 から

長崎県大村市池田 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

１７．０

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

長崎県長崎市
中里町

長崎県大村市
池田

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

１７．０

延　　長



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

１．２５

２．５０×２

１．７５×２

（中小橋）

橋梁高架部分

（長大橋） ３．５０

２．５０

１．７５

左　側 計 左　側 右　側

１．００×２

３．７５
土工（掘割）部分

設　計　区　間

２．００

５．００

５．００ １．２５

１．２５

１．００１．００

車線

往復分離しない区間

長崎県大村市
池田

３．００

摘 要

２．００

３．７５

トンネル部分

２．５０

橋梁高架部分

３．５０

長崎県長崎市
中里町

構造による区分

２．５０×２

４ 車線 ４

往復分離する区間

計

　摘　要工事施工 用地買収



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　３４号 長崎多良見インターチェンジ

一般国道　３４号 諫早インターチェンジ

一般国道　４４４号 大村インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州横断自動車道　　１，１０１百万円の内数）

別　　紙　　１

６０３

立体接続

立体接続

長崎県諫早市

長崎県大村市

―

他の道路の

路線名

４．５０

長崎県諫早市

０．７５

備　　　考接続の位置

０．７５

接続の方法

立体接続長崎県長崎市及び　

４．５０

３１

昭和

５８ ３

―

４７ ６ ２０

昭和



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

九州横断自動車道　長崎大分線

（長崎県大村市池田から佐賀県藤津郡嬉野町大字下宿まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－８２



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州横断自動車道　　長崎大分線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 長崎県大村市池田 から

佐賀県藤津郡嬉野町大字下宿 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令) 長崎県大村市池田 から

長崎県東彼杵郡東彼杵町大字彼杵宿郷 まで

第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令) 長崎県東彼杵郡東彼杵町大字彼杵宿郷 から

佐賀県藤津郡嬉野町大字下宿 まで

別　　紙　　１

２３．３



（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

別　　紙　　１

長崎県東彼杵郡
東彼杵町大字彼杵宿郷

８０ ９．８
佐賀県藤津郡
嬉野町大字下宿

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
摘　　要

１３．５

３．５０

設　計　区　間

長崎県大村市
池田

佐賀県藤津郡
嬉野町大字下宿

４ 車線

　摘　要

車線４

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

長崎県大村市
池田

長崎県東彼杵郡
東彼杵町大字彼杵宿郷

１００

工事施工 用地買収



（へ）路肩の標準幅員

長崎県大村市池田　から　長崎県東彼杵郡東彼杵町大字彼杵宿郷　まで (単位：メートル）

長崎県東彼杵郡東彼杵町大字彼杵宿郷　から　佐賀県藤津郡嬉野町大字下宿　まで (単位：メートル）

別　　紙　　１

橋梁高架部分 側帯幅
0.5ｍ含む（長大橋） １．２５ ２．２５１．００１．２５×２ ２．５０

側帯幅
0.5ｍ含む（中小橋） １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分

側帯幅
0.25ｍ含む― ― ０．７５ ０．７５ １．５０

左　側 右　側 計

側帯幅
0.5ｍ含む１．７５ １．００ ２．７５

右　側 計

３．７５

―

１．２５

―

往復分離する区間
摘 要

摘 要

構造による区分 往復分離しない区間

土工（掘割）部分

トンネル部分

左　側 計

１．７５×２ ３．５０

（長大橋）

左　側

２．５０

―

２．５０

１．７５

２．５０×２

側帯幅
0.75ｍ含む

往復分離しない区間 往復分離する区間

側帯幅
0.75ｍ含む

―

５．００

３．５０

１．２５

１．２５

側帯幅
0.75ｍ含む

３．００

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分

―

３．７５

１．７５×２

５．００２．５０×２

左　側 計

（ⅱ）

（ⅰ）

構造による区分

（中小橋）

橋梁高架部分



（ト）中央帯の標準幅員

長崎県大村市池田　から　長崎県東彼杵郡東彼杵町大字彼杵宿郷　まで

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

長崎県東彼杵郡東彼杵町大字彼杵宿郷　から　佐賀県藤津郡嬉野町大字下宿　まで

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　３４号 東そのぎインターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州横断自動車道　　１，１０１百万円の内数）

０．５

別　　紙　　１

（ⅱ）

０．７５

０．７５

（ⅰ）

４．５０

４．５０

０．５３．００

備　　　考

３１

昭和

立体接続

接続の方法
路線名

接続の位置

３．００

平成

長崎県東彼杵郡

１０ ３

東彼杵町

他の道路の

９９８

― ―

５４ ３ １８



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－８３

九州横断自動車道　長崎大分線

（佐賀県藤津郡嬉野町大字下宿から佐賀県杵島郡北方町大字大崎まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州横断自動車道　　長崎大分線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 佐賀県藤津郡嬉野町大字下宿 から

佐賀県杵島郡北方町大字大崎 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令) 佐賀県藤津郡嬉野町大字下宿 から

佐賀県武雄市西川登町大字小田志 まで

第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令) 佐賀県武雄市西川登町大字小田志 から

佐賀県杵島郡北方町大字大崎 まで

別　　紙　　１

１５．８



（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　TT－４３ｔ

（二）車線の幅員 メートル

別　　紙　　１

３．５０

設　計　区　間

１．０

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

佐賀県武雄市
西川登町大字小田志

１００ １４．８
佐賀県杵島郡
北方町大字大崎

８０

佐賀県藤津郡
嬉野町大字下宿

佐賀県武雄市
西川登町大字小田志

設計速度



（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

佐賀県藤津郡嬉野町大字下宿　から　佐賀県武雄市西川登町大字小田志　まで (単位：メートル）

別　　紙　　１

設　計　区　間

（中小橋）

橋梁高架部分

―

工事施工 用地買収 　摘　要

トンネル部分

橋梁高架部分

―

（長大橋）

―

―

―

側帯幅
0.5ｍ含む２．２５１．００

―

―――

佐賀県藤津郡
嬉野町大字下宿

佐賀県杵島郡
北方町大字大崎

１．７５×２

構造による区分
往復分離しない区間

左　側 計

土工（掘割）部分
側帯幅
0.5ｍ含む

摘 要

車線４４ 車線

計

２．７５３．５０

（ⅰ）

往復分離する区間

１．００１．７５

右　側左　側

―

１．２５

―

―



佐賀県武雄市西川登町大字小田志　から　佐賀県杵島郡北方町大字大崎　まで (単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

佐賀県藤津郡嬉野町大字下宿　から　佐賀県武雄市西川登町大字小田志　まで

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

佐賀県武雄市西川登町大字小田志　から　佐賀県杵島郡北方町大字大崎　まで

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

別　　紙　　１

４．５０ ０．７５

０．５

（ⅱ）

４．５０ ０．７５

３．００

（ⅰ）

３．００ ０．５

右　側左　側計

トンネル部分

橋梁高架部分

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

左　側

（ⅱ）

摘 要構造による区分
往復分離しない区間 往復分離する区間

計

側帯幅
0.75ｍ含む２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

側帯幅
0.50ｍ含む― ― １．００ １．００ ２．００

（中小橋） ― ― ― ― ―

側帯幅
0.75ｍ含む（長大橋） １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

県道　佐世保嬉野線 嬉野インターチェンジ

一般国道　４９７号 武雄ジャンクション

西九州自動車道（武雄佐世保道路）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州横断自動車道　　１，１０１百万円の内数）

佐賀県藤津郡 立体接続

― ―

平成 ２ ３ ３１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

別　　紙　　１

嬉野町

佐賀県武雄市 立体接続

５１４

昭和 ４８ １１ １５



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－８４

九州横断自動車道　長崎大分線

（佐賀県杵島郡北方町大字大崎から佐賀県鳥栖市永吉町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州横断自動車道　長崎大分線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 佐賀県杵島郡北方町大字大崎 から

佐賀県鳥栖市永吉町（縦貫道の交点） まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

佐賀県杵島郡
北方町大字大崎

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

５２．８

佐賀県鳥栖市
永吉町

１００

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

５２．８



（ハ）設計自動車荷重 TL－２０ｔ　及び　TT－４３ｔ

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

２．５０×２

―

橋梁高架部分

　摘　要工事施工 用地買収

土工（掘割）部分

車線４
佐賀県鳥栖市
永吉町

１．２５

右　側

５．００

構造による区分
摘 要

側帯幅
0.75ｍ含む

トンネル部分

１．７５×２ ３．００

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ２．５０５．００

― ２．００

計

側帯幅
0.5ｍ含む

２．５０

１．００ １．００

４ 車線

３．５０

佐賀県杵島郡
北方町大字大崎

設　計　区　間

側帯幅
0.75ｍ含む

３．７５１．２５

側帯幅
0.75ｍ含む

（長大橋） ３．５０ １．２５１．７５

３．７５

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　３４号 武雄北方インターチェンジ

一般国道　２０３号 多久インターチェンジ

一般国道　２６３号 佐賀大和インターチェンジ

一般国道　３８５号 東脊振インターチェンジ

九州縦貫自動車道 鳥栖ジャンクション

鹿児島線宮崎線

（４）工事予算

億円

別　　紙　　１

大和町

佐賀県佐賀郡

佐賀県武雄市及び

路線名
備　　　考接続の位置

０．７５

０．７５

佐賀県多久市

接続の方法

立体接続

１，４８４

４．５０

佐賀県神埼郡 立体接続

東脊振村

４．５０

佐賀県杵島郡北方町

他の道路の

立体接続

立体接続

佐賀県鳥栖市 立体接続



（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州横断自動車道　　１，１０１百万円の内数）

別　　紙　　１

――

昭和

昭和 ６２ ３ ３１

４７ ６ ２０



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

（佐賀県鳥栖市永吉町から大分県日田市大字渡里まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－８５

九州横断自動車道　長崎大分線



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州横断自動車道　　長崎大分線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 佐賀県鳥栖市永吉町 から

大分県日田市大字渡里 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令) 佐賀県鳥栖市永吉町 から

福岡県朝倉郡杷木町大字寒水 まで

第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令) 福岡県朝倉郡杷木町大字寒水 から

大分県日田市大字渡里 まで

別　　紙　　１

４１．５



（ロ）設計速度

から

まで

から

まで

（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

別　　紙　　１

大分県日田市
大字渡里

４ 車線

福岡県朝倉郡
杷木町大字寒水

佐賀県鳥栖市
永吉町

設　計　区　間

３．５０

大分県日田市
大字渡里

佐賀県鳥栖市
永吉町

福岡県朝倉郡
杷木町大字寒水

１００

　摘　要

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

２７．５

車線４

工事施工 用地買収

８０ １４．０



（へ）路肩の標準幅員

佐賀県鳥栖市永吉町　から　福岡県朝倉郡杷木町大字寒水　まで (単位：メートル）

福岡県朝倉郡杷木町大字寒水　から　大分県日田市大字渡里　まで (単位：メートル）

別　　紙　　１

橋梁高架部分 側帯幅
0.5ｍ含む（長大橋） １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分 側帯幅
0.5ｍ含む（中小橋） ２．５０×２ ５．００ ― ― ―

トンネル部分
側帯幅
0.5ｍ含む― ― ０．７５ ０．７５ １．５０

側帯幅
0.5ｍ含む２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

（ⅰ）

側帯幅
0.75ｍ含む

１．２５

１．００

１．２５

（ⅱ）

往復分離しない区間 往復分離する区間

５．００

３．７５

２．００

３．７５

左　側 右　側

構造による区分

２．５０

１．００

２．５０

１．７５

２．５０×２

１．７５×２

右　側 計

側帯幅
0.75ｍ含む

側帯幅
0.75ｍ含む

摘 要
左　側 計 左　側

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

往復分離しない区間

左　側 計

２．５０×２

計

トンネル部分
―

５．００

―

摘 要

側帯幅
0.75ｍ含む

土工（掘割）部分

往復分離する区間

（長大橋） ３．５０ １．２５ ３．００

構造による区分

（中小橋）

橋梁高架部分



（ト）中央帯の標準幅員

佐賀県鳥栖市永吉町　から　福岡県朝倉郡杷木町大字寒水　まで

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

福岡県朝倉郡杷木町大字寒水　から　大分県日田市大字渡里　まで

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

県道　久留米筑紫野線 筑後小郡インターチェンジ

県道　東田頓田線 甘木インターチェンジ

県道　甘木朝倉田主丸線 朝倉インターチェンジ

一般国道　３８６号 杷木インターチェンジ

一般国道　２１２号 日田インターチェンジ

別　　紙　　１

４．５０

立体接続

接続の方法
他の道路の

４．５０

朝倉町

（ⅰ）

大分県日田市

立体接続

立体接続

備　　　考
路線名

接続の位置

福岡県朝倉郡

０．７５

０．７５

０．５

福岡県甘木市

（ⅱ）

３．００

福岡県小郡市

０．５３．００

福岡県朝倉郡 立体接続

杷木町

立体接続



（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州横断自動車道　　１，１０１百万円の内数）

別　　紙　　１

３１

昭和

平成

―

４８ １０ １９

１１ ３

１，５０２

―



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

九州横断自動車道　長崎大分線

（大分県日田市大字渡里から大分県玖珠郡玖珠町大字帆足まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－８６



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州横断自動車道　　長崎大分線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 大分県日田市大字渡里 から

大分県玖珠郡玖珠町大字帆足 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

大分県日田市
大字渡里

大分県玖珠郡
玖珠町大字帆足

８０ ２４．７

２４．７



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

１．００

１．７５

０．７５

１．７５

１．２５

１．７５×２

１．２５×２

３．５０

トンネル部分

橋梁高架部分

３．５０

側帯幅
0.5mを含む

１．００

車線

２．７５

往復分離する区間

１．５０

２．７５

４ 車線

２．２５

側帯幅
0.5mを含む

側帯幅
0.5mを含む

１．７５×２

側帯幅
0.5mを含む

土工（掘割）部分

設　計　区　間

４

―

１．００

０．７５―

構造による区分 往復分離しない区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

３．５０

大分県日田市
大字渡里

大分県玖珠郡
玖珠町大字帆足

　摘　要

（中小橋）

橋梁高架部分

（長大橋） ２．５０

工事施工 用地買収



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

県道　玖珠天瀬線 天瀬高塚インターチェンジ

一般国道　３８７号 玖珠インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州横断自動車道　　１，１０１百万円の内数）

別　　紙　　１

９２７

大分県玖珠郡

０．５

０．５

立体接続

立体接続

―

３．５０

玖珠町

備　　　考接続の方法
他の道路の

路線名
接続の位置

大分県玖珠郡

３．５０

３１

平成

１２ ３

―

５４ ３ １８

平成

玖珠町



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－８７

九州横断自動車道　長崎大分線

（大分県玖珠郡玖珠町大字帆足から大分県大分郡湯布院町大字川北まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州横断自動車道　長崎大分線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 大分県玖珠郡玖珠町大字帆足 から

大分県大分郡湯布院町大字川北 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

２１．８

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

大分県玖珠郡
玖珠町大字帆足

大分県大分郡
湯布院町大字川北

８０

摘　　要

２１．８



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　TT－４３ｔ　及び　Ｂ活荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

構造による区分

（中小橋）

橋梁高架部分

トンネル部分

３．５０

２．５０

１．７５×２

工事施工 用地買収 　摘　要

土工（掘割）部分

設　計　区　間

大分県玖珠郡
玖珠町大字帆足

大分県大分郡
湯布院町大字川北

３．５０

左　側 計

―

３．５０

１．７５

０．７５

１．００

摘 要

１．００

４ 車線

１．７５

１．２５

左　側 右　側

１．７５

―

計

２．７５

１．５０

２．７５

２．５０

１．００

往復分離しない区間 往復分離する区間

３．５０

車線４

２．２５

３．５０

２．５０

１．７５

１．２５

１．７５

０．７５

１．２５１．２５２．５０

３．５０

１．７５

１．２５

１．７５×２

１．２５×２

３．５０

（長大橋）

１．２５×２

１．７５×２

―

―

橋梁高架部分 １．７５×２



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

県道　飯田高原中村線 九重インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州横断自動車道　　１，１０１百万円の内数）

別　　紙　　１

平成

他の道路の

８１６

―

６０ ３ ５

３

九重町

３．００

３１

昭和

備　　　考接続の方法接続の位置

３．００

路線名

―

大分県玖珠郡

１７

立体接続

０．５

０．５



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

九州横断自動車道　長崎大分線

（大分県大分郡湯布院町大字川北から大分県大分市大字荏隈まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－８８



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州横断自動車道　　長崎大分線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 大分県大分郡湯布院町大字川北 から

大分県大分市大字荏隈 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要

４２．０
大分県大分市
大字荏隈

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１

８０

設　計　区　間
延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

大分県大分郡
湯布院町大字川北

４２．０



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ　及び　Ｂ活荷重

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

から

まで

大分県大分郡
湯布院町大字川北

大分県速見郡
日出町大字南畑

車線
大分県大分市
大字荏隈

大分県速見郡
日出町大字南畑

４

４

別　　紙　　１

設　計　区　間

３．５０

４車線

工事施工 用地買収 　摘　要

４ 車線 車線



（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

１．００ ２．７５

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

橋梁高架部分

― ― ０．７５ ０．７５ １．５０

２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

往復分離しない区間

土工（掘割）部分

別　　紙　　１

往復分離する区間

０．５

構造による区分

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ １．７５

３．００

３．００

０．５

トンネル部分



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　２１０号 湯布院インターチェンジ

九州横断自動車道 日出ジャンクション

長崎大分線

一般国道 １０号（宇佐別府道路 速見インターチェンジ

及び日出バイパス）

県道　別府一の宮線 別府インターチェンジ

県道　大分臼杵線 大分インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州横断自動車道　　１，１０１百万円の内数）

１，７５５

― ―

大分県大分市 立体接続

昭和 ４８ １０ １９

平成 １５ ３ ３１

立体接続

接続の方法 備　　　考
路線名

他の道路の
接続の位置

日出町

大分県別府市

大分県速見郡 立体接続

大分県速見郡 立体接続

別　　紙　　１

日出町

大分県大分郡 立体接続

湯布院町



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－８９

九州横断自動車道　長崎大分線

（大分県大分市大字荏隈から大分県大分市大字片島まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

九州横断自動車道　　長崎大分線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 大分県大分市大字荏隈 から

大分県大分市大字片島 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

７．８

大分県大分市
大字荏隈

大分県大分市
大字片島

８０

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

７．８



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３ｔ

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

左　側

橋梁高架部分

大分県大分市
大字片島

２．５０×２

工事施工 用地買収設　計　区　間

大分県大分市
大字荏隈

構造による区分

（中小橋）

橋梁高架部分

トンネル部分

　摘　要

土工（掘割）部分

―

計 左　側 右　側

―

――

４ 車線

―

４

―

側帯幅
0.5ｍ含む

５．００

３．５０

―

――

側帯幅
0.5ｍ含む

摘 要

―

側帯幅
0.5ｍ含む

計

―

（長大橋）

往復分離しない区間 往復分離する区間

３．５０

車線

―

―

―

―

２．５０×２

１．７５×２

５．００



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　２１０号 大分光吉インターチェンジ

県道　下世利寒田線

一般国道　１０号 大分米良インターチェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　九州横断自動車道　　１，１０１百万円の内数）

別　　紙　　１

―

２ ５ １５

平成 ３

大分県大分市

他の道路の

３．００

３１

平成

大分県大分市

２０

３．００

立体接続

備　　　考接続の方法

０．５

０．５

立体接続

接続の位置

６８３

―

路線名



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－９０

東九州自動車道

（福岡県北九州市小倉南区大字堀越から福岡県京都郡苅田町大字雨窪まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東九州自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

８．２

福岡県北九州市小倉南区大字堀越

別　　紙　　１

福岡県京都郡苅田町大字雨窪

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

福岡県北九州市
小倉南区大字堀越

福岡県京都郡
苅田町大字雨窪

１００ ８．２



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

構造による区分

福岡県京都郡
苅田町大字雨窪

橋梁高架部分

５．００

―

２．５０

（中小橋）

１．００

２．５０５．００

４ 車線 ４

往復分離する区間
摘 要

左　側計 右　側

１．２５

１．００

１．２５

　摘　要設　計　区　間

３．５０

福岡県北九州市
小倉南区大字堀越

用地買収

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

２．５０×２

―

２．５０×２

１．７５×２

土工（掘割）部分

トンネル部分

側帯幅
0.75ｍ

側帯幅
0.75ｍ

側帯幅
0.75ｍ

３．７５

２．００

３．７５

３．００１．２５１．７５３．５

側帯幅
0.75ｍ



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

九州縦貫自動車道 北九州ジャンクション

鹿児島線宮崎線 （仮称）

県道　新門司苅田線 苅田北九州空港インターチェンジ

（仮称）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東九州自動車道　４５，９６０百万円の内数）

別　　紙　　１

平成

接続の位置

８９

１０ １

２８２１８

９８

２０

４．５０

６５９

平成

４．５０

備　　　考

立体接続

他の道路の

路線名

福岡県京都郡苅田町

福岡県北九州市

接続の方法

立体接続

０．７５

０．７５



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－９１

東九州自動車道

（福岡県京都郡苅田町大字雨窪から福岡県行橋市大字上検地まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東九州自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 福岡県京都郡苅田町大字雨窪 から

福岡県行橋市大字上検地 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８．６

設　計　区　間

８．６

延　　長

福岡県行橋市
大字上検地

１００

福岡県京都郡
苅田町大字雨窪



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

（単位：メートル）

別　　紙　　１

計

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側

工事施工 用地買収

側帯幅
0.5ｍ含む１．２５×２

３．５０ ― ―

― ―

―

３．５０　

車線

　摘　要

車線
福岡県行橋市
大字上検地

４２

側帯幅
0.5ｍ含む（中小橋） １．７５×２ ３．５０ ― ― ―

橋梁高架部分

側帯幅
0.5ｍ含む（長大橋） １．２５×２ ２．５０ ― ― ―

橋梁高架部分

土工（掘割）部分

設　計　区　間

福岡県京都郡
苅田町大字雨窪

２．５０ ―

側帯幅
0.5ｍ含む１．７５×２

トンネル部分



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　２０１号 行橋インターチェンジ　（仮称）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東九州自動車道　　４５，９６０百万円の内数）

別　　紙　　１

― ―

平成 ２４ ３ ３１

接続の方法

立体接続

接続の位置 備　　　考

福岡県行橋市

２０１平成 １０

他の道路の

５２６

―

路線名



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－９２

東九州自動車道

（福岡県行橋市大字上検地から福岡県京都郡豊津町大字下原まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東九州自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 福岡県行橋市大字上検地 から

福岡県京都郡豊津町大字下原 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

７．９

設　計　区　間

福岡県行橋市
大字上検地

福岡県京都郡
豊津町大字下原

１００ ７．９



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

構造による区分

福岡県京都郡
豊津町大字下原

（長大橋）

工事施工 用地買収

２ 車線

　摘　要

暫定施工

（中小橋）

橋梁高架部分

設　計　区　間

３．５０

福岡県行橋市
大字上検地

車線４

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分

３．５０１．７５×２

―

―

―

―

側帯幅
0.5ｍ含む

―

側帯幅
0.5ｍ含む

側帯幅
0.5ｍ含む

―

―

―

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側 右　側 計

―

摘 要

１．２５×２

３．５０

―

２．５０

１．７５×２

―

―

―

―

―



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　１０号 豊津インターチェンジ　

一般国道　１０号 本線

（椎田道路）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東九州自動車道　　４５，９６０百万円の内数）

別　　紙　　１

４６７

―

平成 ３

福岡県京都郡

―

１１ １ ８

２５

―

３１

平成

豊津町

他の道路の

路線名
接続の位置 備　　　考

福岡県京都郡 平面接続

豊津町

接続の方法

立体接続



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

東九州自動車道

（大分県大分市大字片島から大分県津久見市大字上青江まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－９３



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東九州自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 大分県大分市大字片島 から

大分県津久見市大字上青江 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

２７．２

摘　　要
延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

２７．２

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

大分県大分市
大字片島

大分県津久見市
大字上青江

１００

設　計　区　間



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

から

まで

別　　紙　　１

３．５０

車線４

設　計　区　間

４ 車線

用地買収

車線

車線

大分県大分市
大字片島

大分県大分市
大字宮河内

大分県大分市
大字宮河内

４

工事施工 　摘　要

大分県津久見市
大字上青江

２



（へ）路肩の標準幅員

大分県大分市大字片島　から　大分県大分市大字宮河内 (単位：メートル）

大分県大分市大字宮河内　から　大分県津久見市大字上青江 (単位：メートル）

別　　紙　　１

土工（掘割）部分

５．００

―

橋梁高架部分

２．５０×２

１．７５×２

トンネル部分

（ⅱ）

１．７５×２

往復分離しない区間構造による区分

２．５０

（中小橋）

橋梁高架部分

―

土工（掘割）部分

往復分離する区間

―

側帯幅
0.5mを含む

側帯幅
0.5mを含む

―

摘 要

―

右　側 計

―

―

側帯幅
0.5mを含む

―

― ―

―

計

―

―

左　側

橋梁高架部分

１．２５×２

摘 要

―

側帯幅
0.5mを含む３．５０ ― ― ―

側帯幅
0.5mを含む―

橋梁高架部分

―３．５０

（長大橋） １．２５×２

（中小橋） １．７５×２

２．５０

側帯幅
0.5mを含む

側帯幅
0.5mを含む― ―

― ――

―

往復分離する区間

計 左　側 右　側 計

―

（ⅰ）

左　側

構造による区分

左　側

トンネル部分

２．５０×２

往復分離しない区間

５．００

３．５０（長大橋）



（ト）中央帯の標準幅員

大分県大分市大字片島　から　大分県大分市大字宮河内

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

大分県大分市大字宮河内　から　大分県津久見市大字上青江

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　１９７号 大分宮河内インターチェンジ

一般国道　５０２号 臼杵インターチェンジ

一般国道　２１７号 津久見インターチェンジ

（４）工事予算

億円

別　　紙　　１

立体接続

立体接続

備　　　考

１，２８５

大分県臼杵市

大分県大分市

接続の方法

立体接続

０．７５

０．７５

路線名
接続の位置

大分県津久見市

他の道路の

４．５０

―

（ⅰ）

（ⅱ）

４．５０



（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東九州自動車道　　４５，９６０百万円の内数）

別　　紙　　１

１２

― ―

４

平成 １４ ３ ３１

平成 ５



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

東九州自動車道

（大分県津久見市大字上青江から大分県佐伯市大字上岡まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－９４



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東九州自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 大分県津久見市大字上青江 から

大分県佐伯市大字上岡 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

摘　　要

１３．０

別　　紙　　１

大分県佐伯市
大字上岡

１００

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

大分県津久見市
大字上青江

１３．０

設　計　区　間
設計速度



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

右　側 計

１．７５×２

１．２５×２

―

―

側帯幅
0.5ｍ含む

側帯幅
0.5ｍ含む

摘 要
往復分離しない区間 往復分離する区間

３．５０

左　側 計

３．５０

車線４

側帯幅
0.5ｍ含む

別　　紙　　１

―

―

左　側

―

―

―

―

― ―

―

土工（掘割）部分

トンネル部分

設　計　区　間

大分県津久見市
大字上青江

大分県佐伯市
大字上岡

２．５０

構造による区分

２

　摘　要

橋梁高架部分

側帯幅
0.5ｍ含む

暫定施工

３．５０ ―

車線

１．７５×２

（長大橋）

橋梁高架部分

２．５０１．２５×２

工事施工 用地買収

（中小橋）



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

県道　佐伯津久見線 佐伯インターチェンジ　（仮称）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東九州自動車道　　４５，９６０百万円の内数）

別　　紙　　１

備　　　考

大分県佐伯市

―

接続の方法

１０ １

８３６

１６

―

立体接続

他の道路の

路線名
接続の位置

―

平成

平成 ２１ ３ ３１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－９５

東九州自動車道

（大分県佐伯市大字上岡から大分県佐伯市蒲江大字森崎浦まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東九州自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 大分県佐伯市大字上岡 から

大分県佐伯市蒲江大字森崎浦 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

２０．３

設　計　区　間 摘　　要
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１

大分県佐伯市
大字上岡

大分県佐伯市
蒲江大字森崎浦

１００ ２０．３



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔf　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

土工（掘割）部分

（中小橋）

橋梁高架部分

１．７５×２

トンネル部分

橋梁高架部分

大分県佐伯市
大字上岡

―（長大橋） ２．５０１．２５×２

工事施工 用地買収 　摘　要

構造による区分

別　　紙　　１

設　計　区　間

３．５０

１．２５×２

―

計

暫定施工

摘 要

側帯幅
0.5ｍ含む

車線４
大分県佐伯市
蒲江大字森崎浦

左　側 右　側

３．５０

２ 車線

往復分離しない区間 往復分離する区間

１．７５×２

計 左　側

―

―

―

―

―

側帯幅
0.5ｍ含む

２．５０

３．５０

側帯幅
0.5ｍ含む

側帯幅
0.5ｍ含む

― ―

―

――



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　３８８号 蒲江インターチェンジ　（仮称）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東九州自動車道　　４５，９６０百万円の内数）

立体接続

８６９

３１

平成

２６ ３

１１ １

―

― ―

８

別　　紙　　１

平成

他の道路の
備　　　考

大分県佐伯市

路線名
接続の位置 接続の方法



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

東九州自動車道

（宮崎県東臼杵郡門川町大字加草から宮崎県児湯郡都農町大字川北まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－９６



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東九州自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 宮崎県東臼杵郡門川町大字加草 から

宮崎県児湯郡都農町大字川北 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

設　計　区　間

３４．０

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

宮崎県東臼杵郡
門川町大字加草

宮崎県児湯郡
都農町大字川北

１００

３４．０



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―

―

３．５０

３．５０

別　　紙　　１

―

１．２５

側帯幅
0.5ｍ含む

暫定施工車線４

トンネル部分
―

１．７５×２

１．２５×２

―

側帯幅
0.5ｍ含む――（長大橋）

往復分離しない区間 往復分離する区間

３．５０

側帯幅
0.5ｍ含む

摘 要

―

側帯幅
0.5ｍ含む

計

―

２．５０

左　側

構造による区分

車線

左　側 右　側

２

橋梁高架部分

設　計　区　間

宮崎県東臼杵郡
門川町大字加草

宮崎県児湯郡
都農町大字川北

１．７５×２

計

１．２５

―

　摘　要

土工（掘割）部分

（中小橋）

橋梁高架部分

―

２．５０

工事施工 用地買収



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　１０号（延岡南道路） 本線

一般国道　１０号 門川インターチェンジ　（仮称）

一般国道　３２７号 日向インターチェンジ　（仮称）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東九州自動車道　　４５，９６０百万円の内数）

立体接続

立体接続

宮崎県東臼杵郡 平面接続

門川町

路線名
接続の位置

別　　紙　　１

備　　　考接続の方法

―

３１

平成

宮崎県東臼杵郡

平成

―

宮崎県日向市

門川町

他の道路の

２６

―

１１ １ ８

３

１，４１０



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

東九州自動車道

（宮崎県児湯郡都農町大字川北から宮崎県西都市大字岡富まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－９７



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東九州自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 宮崎県児湯郡都農町大字川北 から

宮崎県西都市大字岡富 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

設計速度

１００

摘　　要

２４．９

別　　紙　　１

宮崎県児湯郡
都農町大字川北

宮崎県西都市
大字岡富

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設　計　区　間

２４．９



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔf　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

４

左　側 計

車線

設　計　区　間

３．５０

２

右　側

暫定施工車線

別　　紙　　１

往復分離しない区間構造による区分

宮崎県児湯郡
都農町大字川北

宮崎県西都市
大字岡富

摘 要

側帯幅
0.5ｍ含む

―

側帯幅
0.5ｍ含む

計左　側

―

―

――

―

―

１．７５×２（中小橋）

橋梁高架部分

（長大橋） ―１．２５×２

―

―

土工（掘割）部分

―

―

３．５０１．７５×２

側帯幅
0.5ｍ含む

トンネル部分

―

３．５０

２．５０

工事施工 用地買収 　摘　要

橋梁高架部分

往復分離する区間

―

―



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

県道　都農綾線 都農インターチェンジ　（仮称）

県道　石河内高城高鍋線 高鍋インターチェンジ　（仮称）

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東九州自動車道　　４５，９６０百万円の内数）

接続の方法

別　　紙　　１

―

３１

平成

立体接続

備　　　考

―

立体接続

―

平成

宮崎県児湯郡

高鍋町

宮崎県児湯郡

２４ ３

都農町

１０ １ １６

８７０

他の道路の

路線名
接続の位置



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－９８

東九州自動車道

（宮崎県西都市大字岡富から宮崎県宮崎郡清武町大字今泉まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東九州自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 宮崎県西都市大字岡富 から

宮崎県宮崎郡清武町大字今泉 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

２６．９

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

宮崎県西都市
大字岡富

宮崎県宮崎郡
清武町大字今泉

１００

摘　　要

２６．９

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　（Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

左　側

工事施工 用地買収 　摘　要設　計　区　間

構造による区分

１．７５×２

１．７５×２

（中小橋）

橋梁高架部分

往復分離しない区間

橋梁高架部分

２．５０

宮崎県西都市
大字岡富

左　側

１．２５×２

３．５０

―

―

―

（長大橋）

３．５０

側帯幅
0.5ｍ含む

側帯幅
0.5ｍ含む

――

摘 要

宮崎県宮崎郡
清武町大字今泉

土工（掘割）部分

トンネル部分

車線 ４

―

―

―

計

―

右　側 計

―

―

―

―

暫定施工

往復分離する区間

３．５０

車線２

― ―

側帯幅
0.5ｍ含む



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

県道　西都インター線 西都インターチェンジ

一般国道　１０号 宮崎西インターチェンジ

県道　清武インター線 清武インターチェンジ

九州縦貫自動車道 清武ジャンクション

宮崎線

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

別　　紙　　１

１３ ３１

平成

清武町

宮崎県宮崎郡 立体接続

清武町

５ １２ ４

９０４

宮崎県西都市

立体接続

３

路線名

他の道路の

―

宮崎県宮崎市

宮崎県宮崎郡

接続の位置

平成

立体接続

立体接続

備　　　考接続の方法



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東九州自動車道　　４５，９６０百万円の内数）

別　　紙　　１

― ―



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－９９

東九州自動車道

（鹿児島県曽於市末吉町深川から鹿児島県姶良郡隼人町真孝まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東九州自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 鹿児島県曽於市末吉町深川 から

鹿児島県姶良郡隼人町真孝 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

２７．３

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

鹿児島県曽於市
末吉町深川

鹿児島県姶良郡
隼人町真孝

１００ ２７．３



（ハ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

―
側帯幅
0.5mを含む

―

― ― ―

工事施工 用地買収

摘 要
右　側

―

―

　摘　要

３．５０

（中小橋）

構造による区分 往復分離する区間

左　側

橋梁高架部分

３．５０

１．２５×２

設　計　区　間

土工（掘割）部分

鹿児島県曽於市
末吉町深川

往復分離しない区間

左　側

４
鹿児島県姶良郡
隼人町真孝

２ 車線

（長大橋） ２．５０

暫定施工車線

トンネル部分

計

３．５０

―
１．２５×２

２．５０

橋梁高架部分

１．７５×２

側帯幅
0.5mを含む

側帯幅
0.5mを含む

側帯幅
0.5mを含む１．７５×２

―

計

― ― ―



（ト）中央帯の標準幅員

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　１０号 末吉財部インターチェンジ

一般国道　１０号 国分インターチェンジ

県道　隼人港線 隼人東インターチェンジ

一般国道１０号（隼人道路） 本線

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　東九州自動車道　　４５，９６０百万円の内数）

別　　紙　　１

鹿児島県姶良郡 平面接続

備　　　考

立体接続

立体接続

―

５ １２ ４

鹿児島県姶良郡

８９８

―

隼人町

１４ ３

鹿児島県曽於市

鹿児島県国分市

―

３１

平成

隼人町

平成

接続の方法

立体接続

他の道路の

路線名
接続の位置



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１００

関西国際空港線（大阪府泉佐野市上之郷から関西国際空港まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

関西国際空港線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 大阪府泉佐野市上之郷 から

関西国際空港 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

大阪府泉佐野市上之郷

関西国際空港

から
８０ ６．６

まで

６．６

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 TL－２０及びTT-４３

（二）車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

大阪府泉佐野市上之郷 から

関西国際空港 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

－ － － － －

－ － － － －

２．５０×２ ５．００ － － －

２．５０×２ ５．００ － － －

構造による区分 摘 要

土工（掘割）部分

側帯幅０．５ｍ
橋梁高架部分
（長大橋）

トンネル部分

橋梁高架部分
（中小橋）

４ 車線 ４ 車線

別　　紙　　１



（ト）中央帯の標準幅員

３．００ メートル （側帯 メートル×２を含む　）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

近畿自動車道　松原那智勝浦線 大阪府泉佐野市 立体接続 泉佐野ジャンクション

一般国道４８１号 大阪府泉佐野市 立体接続 上之郷インターチェンジ

一般国道４８１号 大阪府泉佐野市 立体接続 泉佐野インターチェンジ

府道高速湾岸線 大阪府泉佐野市 立体接続 りんくうジャンクション

関西国際空港 大阪府泉佐野市 平面接続 本線

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　関西国際空港線　－百万円の内数）

－ －

６１ ６ ６

平成 ６ ３ ３１

０．５

１，３０９

昭和

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

関門自動車道

（山口県下関市椋野町から福岡県北九州市門司区大字黒川まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１０１



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関門自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 山口県下関市椋野町 から

福岡県北九州市門司区大字黒川 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

９．４

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

９．４

山口県下関市
椋野町

福岡県北九州市
門司区大字黒川

８０



（ハ）設計自動車荷重 ２０ｔ

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

から

まで

別　　紙　　１

車線

車線

６
福岡県北九州市
門司区大字門司

６ 車線

設　計　区　間

３．５０

山口県下関市
椋野町

　摘　要

福岡県北九州市
門司区大字門司

４

工事施工 用地買収

福岡県北九州市
門司区大字黒川

車線 ４



（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部・橋梁部（吊橋除く））

メートル （側帯 メートル×２を含む　吊橋部）

別　　紙　　１

０．５

０．５

２．２５

０．７５

―

２．２５

側帯幅
0.50ｍ含む

側帯幅
0.25ｍ含む

側帯幅
0.50ｍ含む

左　側 右　側
摘 要

計

０．５０

０．７５

０．７５

―

側帯幅
0.50ｍ含む

３．００

１．５０

―

左　側 計

１．２５×２

４．５０

４．５０

土工（掘割）部分
２．２５×２ ４．５０

２．２５×２

―

２．７５

―

橋梁高架部分

（中小橋）

橋梁高架部分

（長大橋）

―

２．２５×２

（吊橋）

４．００

２．５０

２．５０ ―

側帯幅
0.50ｍ含む

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間

橋梁高架部分

―

トンネル部分



（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

県道　黒川白野江東本町線 門司港インターチェンジ

県道　黒川白野江東本町線及び 門司インターチェンジ

市道北九州都市高速道路４号線

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　関門自動車道　　―百万円の内数）

別　　紙　　１

接続の位置

立体接続

立体接続

福岡県北九州市

昭和

５２ ３

福岡県北九州市

接続の方法 備　　　考
他の道路の

路線名

３０６

―

昭和

―

４３ ４ １

３１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

沖縄自動車道

（沖縄県名護市字許田から沖縄県うるま市石川まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１０２



１．工事の内容 　

（１）　路線名

沖縄自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 沖縄県名護市字許田 から

沖縄県うるま市石川 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

２５．９

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

２５．９

沖縄県名護市
字許田

沖縄県うるま市
石川

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

５．００ ―

―

―

車線

―

摘 要

側帯幅
0.5ｍ含む

―

往復分離しない区間 往復分離する区間

沖縄県うるま市
石川

４

―

―

―

―

構造による区分

計

土工（掘割）部分

計 左　側 右　側

設　計　区　間

３．５０

沖縄県名護市
字許田

車線 ４

　摘　要

側帯幅
0.5ｍ含む

側帯幅
0.5ｍ含む

―

―

―５．００

３．５０ ― ―

左　側

２．５０×２

トンネル部分

橋梁高架部分

―

２．５０×２（中小橋）

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２

工事施工 用地買収



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　５８号 許田インターチェンジ

一般国道　３２９号 宜野座インターチェンジ

一般国道　３２９号 金武インターチェンジ

県道　屋嘉恩納線 屋嘉インターチェンジ

県道　石川仲泊線 石川インターチェンジ

（４）工事予算

億円

別　　紙　　１

４３８

接続の方法

平面接続

沖縄県うるま市

立体接続

沖縄県国頭郡 立体接続

金武町

立体接続

立体接続

金武町

備　　　考

宜野座村

沖縄県国頭郡

沖縄県名護市

沖縄県国頭郡

他の道路の

路線名
接続の位置

４．００

０．５

０．５

４．００



（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　沖縄自動車道　　―百万円の内数）

別　　紙　　１

―

昭和 ６２ ８ １５

昭和 ６３ ３ ３１

―



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０３

沖縄自動車道

（沖縄県うるま市石川から沖縄県那覇市首里崎山町まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

沖縄自動車道

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 沖縄県うるま市石川 から

沖縄県那覇市首里崎山町 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

から

まで

別　　紙　　１

３１．４

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

沖縄県うるま市
石川

沖縄県那覇市
首里崎山町

８０

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

３１．４

摘　　要



（ハ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０ｔ　及び　ＴＴ－４３t

（二）車線の幅員 メートル

（ホ）車線数

から

まで

（へ）路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

土工（掘割）部分

設　計　区　間

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側 計 左　側

構造による区分

（中小橋）

トンネル部分

橋梁高架部分

０．７５×２

４

３．５０

沖縄県うるま市
石川

沖縄県那覇市
首里崎山町

工事施工 用地買収

２．５０×２

１．７５×２ ―

１．５０

５．００

―

―

５．００

車線４

　摘　要

―

車線

摘 要

側帯幅
0.5ｍ含む２．５０×２

右　側 計

３．５０

―

―

―

―

橋梁高架部分

―

―

―

―（長大橋）



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯 メートル×２を含む　土工部）

メートル （側帯 メートル×２を含む　橋梁部）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道　３２９号 沖縄北インターチェンジ

県道　２３号 沖縄南インターチェンジ

県道　３５号 北中城インターチェンジ

一般国道　３３０号 西原インターチェンジ

一般国道　５０６号 西原ジャンクション

（南風原道路）

県道　那覇糸満線 那覇インターチェンジ

（４）工事予算

億円

別　　紙　　１

０．５

０．５３．００

３．００

立体接続

立体接続

立体接続

北中城村

立体接続

接続の方法

沖縄県浦添市

備　　　考

沖縄県沖縄市

沖縄県中頭郡

沖縄県沖縄市

他の道路の

路線名
接続の位置

沖縄県中頭郡

１，４０７

立体接続

西原町

沖縄県那覇市 平面接続



（５）工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　沖縄自動車道　　―百万円の内数）

別　　紙　　１

―

昭和 ５４ ３ １７

平成 １３ ３ ３１

―



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

中央自動車道西宮線（滋賀県栗東市小野から滋賀県大津市大江八丁目まで）（改築）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１０４



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 から

まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分
第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

滋賀県栗東市小野　　　 から

滋賀県大津市大江八丁目 まで
１２０

９．２

９．２

設　計　区　間

別　　紙　　１

中央自動車道　　西宮線

滋賀県栗東市小野

滋賀県大津市大江八丁目

設計速度 延　　長
摘　　要

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）設計自動車荷重 TL-２０トン及びTT-４３トン

（二）車線の幅員

設　計　区　間 左側車線 中央車線 右側車線 摘　要

滋賀県栗東市小野　　　　

滋賀県大津市大江八丁目

（ホ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収

滋賀県栗東市小野　　　　 から

滋賀県大津市大江八丁目 まで

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）
往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

３．００ ３．００ － － －

－ － － － －

３．００ ３．５０ － － －

３．２５ ３．２５ － － －

構造による区分 摘 要

土工（掘割）部分

橋梁高架部分
（長大橋）

側帯幅員
０．７５

別　　紙　　１

２ 車線 ２ 車線

摘　要

片側を１車線ずつ増設し、４車
線を６車線にする。

３．５０メートル
から

３．５０メートル ３．７５メートル
まで

側帯幅員
０．７５

側帯幅員
０．７５

トンネル部分

橋梁高架部分
（中小橋）



（ト）中央帯の標準幅員

メートル （側帯　　０.７５メートル×２を含む）

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

滋賀県栗東市 栗東インタ－チェンジ

滋賀県大津市 瀬田東インタ－チェンジ

（４）工事予算

億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　２，１５９百万円の内数）

２４

平成 １２ ３ ３１

昭和 ６２

４．５０

別　　紙　　１

接続の方法 備　　　考接続の位置他の道路の路線名

立体接続

一般国道１号、一般国道８号、県道上砥山上鈎線

一般国道１号（京滋バイパス）
県道大津能登川長浜線

５１０

立体接続

－ －

３



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

中央自動車道西宮線（京都府京都市伏見区竹田青池町から大阪府吹田市清水まで）（改築）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１０５



１．工事の内容

（１）　路線名

中央自動車道　　西宮線

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 京都府京都市伏見区竹田青池町 から

大阪府吹田市清水 まで

（ロ）延　　　　長 キロメートル

（３）工事方法

（イ）道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）設計速度

摘　　要
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ ３０．５

設計区間

３０．５

京都府京都市伏見区竹田青池

大阪府吹田市清水

から

まで

別　　紙　　１



（ハ）設計自動車荷重

（二）車線の幅員

両側拡幅区間 ３．５０ ３．７５ ３．５０

分離区間 ３．５０ ３．５０ 片側 ２車線×２

別線区間 ３．５０ ３．５０ 片側 ２車線×２

（ホ）車線数

から
片側を１車線づ

まで つ増設し、４車

２ ２ 線を６車線とす

から る。

まで

大阪府吹田市清水まで

京都府乙訓郡大山崎町字円明寺から

適　　　用

用地買収 摘　要

車線
（６）

車線
（６）大阪府高槻市梶原一丁目

別　　紙　　１

区　　間 左側車線 中央車線 右側車線

工事施工

―

設　計　区　間

京都府京都市伏見区竹田青池町

京都府長岡京市勝竜寺

別線区間

摘　　要

改築区間

―

設計自動車荷重

TL-２０トン及びTT-４３トン

２５　ｔｆ　（B活荷重）

京都府八幡市八幡長町まで

設　計　区　間

京都府京都市伏見区竹田青池町から

大阪府吹田市清水



から ﾄﾝﾈﾙ区間は、

４ 車線 ４ 車線 分離構造とし、2

まで （８） （８） 車線ﾄﾝﾈﾙを2本
新設する。

から
４ 車線 ４ 車線 別線区間

まで （新設）

（へ）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

(単位：メートル）

上段：新設部　　中段：既設部　　下段：別線部

盛土　
切土

A-OUT

１．２５

２．６５

３．２５×２

６．２５

４．７５
３．７５

３．６０
１．２５

摘　要

３．００

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収

摘 要

京都府長岡京市勝竜寺

大阪府高槻市梶原一丁目

京都府乙訓郡大山崎町字円明寺

京都府八幡市八幡長町

往復分離する区間

計左　側 計

往復分離しない区間

２．００

片4車
片2，3車

片２車

片4車

片3車

片２車

４．５０

４．７５

４．７５

３．７０
３．７０
２．００
４．２５

０．８５

７．３５

３．４５

１．２５

０．８５

１．１０
１．００
１．２５

１．７５

３．００
４．００

左　側 右　側

１．１０

１．００
１．７５
３．３５

２．６０
２．６０

１．００

１．００
３．００

２．６０
３．２５
３．５０
２．５０

６．５０

―

―
６．００

―

トンネル部分

３．００×２

― ―

構造による区分

土工（掘割）部分

６．００

―
３．００×２

―
橋梁高架部分
（中小橋）

橋梁高架部分
（長大橋）

１．８５

別線部

２．７０

１．７５×２

―



（ト）中央帯の標準幅員

から

まで
から

まで

（チ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

京都府京都市 立体接続 京都南インターチェンジ

京都府乙訓郡大山崎町 立体接続 大山崎インターチェンジ

京都府乙訓郡大山崎町 立体接続 大山崎ジャンクション

京都府八幡市 立体接続 久御山淀インターチェンジ

京都府八幡市 平面接続 本線

大阪府茨木市 立体接続 茨木インターチェンジ

大阪府吹田市 立体接続 吹田インターチェンジ

（４）工事予算

億円

府道大阪中央環状線

一般国道１号・府道六地蔵下鳥羽線

京都府乙訓郡大山崎町字円明寺

５，６６７

京都府八幡市八幡長町

一般国道４７８号（京都縦貫自動車道）

一般国道４７８号

一般国道１７１号

一般国道１７１号

一般国道４７８号（京滋バイパス）

３．００

設　計　区　間

側帯
０．７５×２を含む。

中央帯の標準幅員 　摘　要
京都府京都市伏見区竹田青池町

４．５０
側帯

大阪府吹田市清水

別　　紙　　１

０．７５×２を含む。



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　２，１５９百万円の内数）

３１

－ －

平成 ２１ ３

昭和

別　　紙　　１

２５９ ２



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０６

中央自動車道西宮線（竜王ＩＣ　新設）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

中央自動車道西宮線

（２）　工事地区

滋賀県蒲生郡竜王町大字小口

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との連結

接続の方法 備　　　　考

一般国道４７７号 滋賀県蒲生郡竜王町 立体接続 竜王インターチェンジ

（４）工事予算
億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　２，１５９百万円の内数）

昭和 ３１

接続の位置他の道路の路線名

１４

５６ ３

－ －

５３ ３ ２

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０７

中央自動車道西宮線（滋賀県大津市大江八丁目）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）　路線名

中央自動車道西宮線

（２）　工事地区

滋賀県大津市大江八丁目

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との連結

接続の方法 備　　　　考

滋賀県大津市 立体接続 瀬田東ジャンクション

滋賀県大津市 立体接続 瀬田東インターチェンジ

滋賀県大津市 立体接続 瀬田西インターチェンジ

（４）工事予算
億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

億円（うち、債務引受基準額 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　中央自動車道　２，１５９百万円の内数）

４６ ６ １

接続の位置他の道路の路線名

県道瀬田西インター線

４４

別　　紙　　１

平成 元 ３ ３１

県道大津能登川長浜線

－ －

一般国道１号（京滋バイパス）



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０８

一般国道１号（第二京阪道路）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１号

（有料道路名　：　第二京阪道路）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 京都府久世郡久御山町東一口字大島先 から

大阪府門真市大字 島 まで

（ロ）延　　　　長 ２７．４ キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第１種第３級（道路構造令）

（ハ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

京都府久世郡久御山町東一口字大島先 から

大阪府門真市大字 島 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間

８０

摘　要

２７．４



（ニ）設計自動車荷重 ２５ トン　(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

京都府久世郡久御山町東一口字大島先 から

大阪府門真市大字 島 まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

（チ）中央帯の標準幅員

２．２５　メートル
４．５０　メートル　（切土部）

― ―

別　　紙　　１

６車線及び４車線

(単位：メートル）

構造による区分 摘 要

６車線及び４車線

― ―

土工（掘割）部分 ２．５０×２

トンネル部分 ― ― ―

５．００ ―

橋梁高架部分
２．５０×２ ５．００ ― ― ―

（中小橋）
橋梁高架部分

２．５０×２ ５．００ ― ― ―
（長大橋）



（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

都市計画道路京都枚方線 京都府京都市伏見区向島黒坊 立体接続 巨椋池インターチェンジ

都市計画道路大阪枚方京都線 京都府久世郡久御山町東一口字大島先 平面接続 本線

一般国道１号（京滋バイパス） 京都府久世郡久御山町大字森 立体接続 久御山ジャンクション

一般国道１号 京都府久世郡久御山町大字佐山 立体接続 久御山南インターチェンジ

一般国道１号 京都府八幡市上津屋 立体接続 八幡東インターチェンジ

近畿自動車道名古屋神戸線 京都府八幡市美濃山 立体接続 八幡ジャンクション（仮称）

一般国道１号 京都府京田辺市松井 立体接続 京田辺松井インターチェンジ（仮称）

田辺第２駐車場 京都府京田辺市松井 立体接続 田辺パーキングエリア（仮称）

一般国道１号 大阪府枚方市長尾台三丁目 立体接続 枚方東インターチェンジ

一般国道１号 大阪府枚方市大字津田 立体接続 枚方南インターチェンジ（仮称）

一般国道１号 大阪府交野市倉治一丁目 立体接続 交野北インターチェンジ（仮称）

一般国道１号 大阪府枚方市茄子作南町 立体接続 交野南インターチェンジ（仮称）

一般国道１号 大阪府寝屋川市大字寝屋 立体接続 寝屋川北インターチェンジ（仮称）

一般国道１号 大阪府寝屋川市讃良西町 立体接続 寝屋川南インターチェンジ（仮称）

一般国道１号 大阪府門真市大字三ツ島 立体接続 門真インターチェンジ（仮称）

近畿自動車道天理吹田線 大阪府門真市大字 島 立体接続 門真ジャンクション（仮称）

（４）工事予算

４，０２０ 億円

別　　紙　　１



（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 京都府八幡市上津屋から京都府八幡市内里八丁まで、大阪府枚方市津田東町三丁目から大阪府寝屋川市大字寝屋まで
　 及び大阪府門真市北島から大阪府門真市大字 島まで
平成 ４年１１月２５日

ロ 京都府久世郡久御山町東一口字大島先から京都府八幡市上津屋まで及び京都府八幡市内里八丁から京都府枚方市長尾台三丁目まで
平成１３年１１月１２日

ハ 大阪府枚方市長尾台三丁目から大阪府枚方市津田町三丁目まで及び大阪府寝屋川市大字寝屋から大阪府門真市北島まで
平成１８年１０月　１日

　・なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける
　　予定年月日をいう。

②工事の完成（予定）年月日

イ 京都府久世郡久御山町東一口字大島先から京都府久世郡久御山町東一口小字白蓮まで
及び京都府久世郡久御山町大字森から京都府京田辺市松井まで
平成１５年　３月２９日

ロ 京都府久世郡久御山町東一口小字白蓮から京都府久世郡久御山町大字森まで
平成１５年　８月　９日

ハ 京都府京田辺市松井から大阪府門真市大字 島まで
平成２０年　３月３１日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

－ 億円（うち、債務引受基準額 － 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道１号（第二京阪道路）　　１０，６１８　百万円）

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１０９

一般国道２号（第二神明道路）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道２号

（有料道路名　：　第二神明道路）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 兵庫県神戸市垂水区名谷町入野 から

兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹 まで

（ロ）延　　　　長 ５．６ キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第１種第３級（道路構造令）

（ハ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

兵庫県神戸市垂水区名谷町入野 から

兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹 まで

（ニ）設計自動車荷重 ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン及び２５トン（Ｂ活荷重）

別　　紙　　１

設　計　区　間

５．６

摘　要

８０



（ホ）車線の幅員 ３．５０ メートル

（へ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

兵庫県神戸市垂水区名谷町入野 から

兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹 まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

（チ）中央帯の標準幅員

３．００ メートル

― ―
（長大橋）

橋梁高架部分
１．７５×２ ３．５０ ―

― ―
（中小橋）

トンネル部分

橋梁高架部分
― ― ―

５．００ ―

― ―

別　　紙　　１

摘 要

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ― ―

構造による区分

０．７５×２ １．５０ ―

４車線 ４車線



（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

一般国道２８号（本州四国連絡道路） 兵庫県神戸市垂水区名谷町入野 立体接続 垂水ジャンクション

神戸市道高速道路湾岸線 兵庫県神戸市垂水区名谷町入野 平面接続 垂水ジャンクション

一般国道２８号（西神自動車道） 兵庫県神戸市垂水区名谷町室山 立体接続 垂水ジャンクション

一般国道２号 兵庫県神戸市垂水区多聞町小束山 立体接続 学園南インターチェンジ

一般国道２号 兵庫県神戸市西区伊川谷町長坂 立体接続 長坂インターチェンジ

一般国道２号 兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹 平面接続 永井谷ジャンクション

神戸市道高速道路北神戸線 兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹 立体接続 永井谷ジャンクション

（４）工事予算

５８７ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 平成　３年１１月１５日 （兵庫県神戸市垂水区小束山一丁目から兵庫県神戸市西区伊川谷町井吹まで）

ロ 平成１０年　１月２２日 （兵庫県神戸市垂水区名谷町入野から兵庫県神戸市垂水区小束山一丁目まで）

②工事の完成（予定）年月日

イ 平成１０年　４月　４日 （本線工事）

ロ 平成２１年　３月３１日 （その他工事）

別　　紙　　１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

－ 億円（うち、債務引受基準額 － 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道２号（第二神明道路）　　－　百万円）

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

一般国道　３号（南九州西回り自動車道（八代日奈久道路））に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１１０



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道　３号

（有料道路名　：　南九州西回り自動車道（八代日奈久道路））

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 熊本県八代市東片町 から

熊本県八代市日奈久下西町 まで

（ロ）延　　　　長 １２．０ キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第１種第２級（道路構造令）

（ハ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

熊本県八代市東片町 から

熊本県八代市日奈久下西町 まで

（ニ）設計自動車荷重 ２０トン及び４３トン並びに２５トン（B活荷重）

摘　要

別　　紙　　１

設　計　区　間

１００ １２．０



（ホ）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

熊本県八代市東片町 から

熊本県八代市日奈久下西町 まで

（ト）路肩の標準幅員
(単位：メートル）

往復分離しない区間 往復分離する区間 摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

（チ）中央帯の標準幅員 ―

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

九州縦貫自動車道鹿児島線宮崎線 熊本県八代市東片町 平面接続 八代ジャンクション

一般国道３号 熊本県八代市敷川内町 立体接続 八代南インターチェンジ

一般国道３号 熊本県八代市日奈久平成町 立体接続 日奈久インターチェンジ

一般国道３号（日奈久芦北道路） 熊本県八代市日奈久平成町 平面接続 本線

１．７５×２

１．２５×２

１．７５×２

１．２５×２

４車線

― ―

３．５０

２．５０

３．５０

２．５０

―

―

―

―

―
（長大橋）

トンネル部分

橋梁高架部分
（中小橋）

―

―

―

―

構造による区分

―

２車線

別　　紙　　１

橋梁高架部分

土工（掘割）部分



（４）工事予算

３９ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

平成　９年　６月１０日 （八代ＪＣＴ～八代南ＩＣ）

平成１２年１１月　９日 （八代南ＩＣ～日奈久ＩＣ）

②工事の完成（予定）年月日

平成１０年　４月１９日 （八代ＪＣＴ～八代南ＩＣ）

平成１３年１０月　５日 （八代南ＩＣ～日奈久ＩＣ）

平成２３年　３月３１日 （その他工事）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

－ 億円（うち、債務引受基準額 － 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道３号（南九州西回り自動車道（八代日奈久道路））　　－　百万円）
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（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１１

　　　一般国道３号（南九州西回り自動車道）

（鹿児島県日置郡市来町大字大里から鹿児島県鹿児島市田上八丁目まで）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道３号

（有料道路名　：　南九州西回り自動車道（市来～鹿児島西））

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 鹿児島県日置郡市来町大字大里 から

鹿児島県鹿児島市田上八丁目 まで

（ロ）延　　　　長 ２１．３ キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第１種第２級（道路構造令）

（ハ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

鹿児島県日置郡市来町大字大里 から

鹿児島県鹿児島市田上八丁目 まで

（ニ）設計自動車荷重 ２０トン及び４３トン並びに２５トン（B活荷重）

設　計　区　間 摘　要

１００ ２１．３

別　　紙　　１



（ホ）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

鹿児島県日置郡市来町大字大里 から

鹿児島県鹿児島市田上八丁目 まで

（ト）路肩の標準幅員
(単位：メートル）

往復分離しない区間 往復分離する区間 摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

（チ）中央帯の標準幅員 ―

　

― ―
（長大橋）

橋梁高架部分
１．２５×２ ２．５０ ―

２車線 ４車線

構造による区分

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０ ― ― ―

― ―

別　　紙　　１

トンネル部分 １．２５×２ ２．５０ ―

橋梁高架部分
１．７５×２ ３．５０ ―

（中小橋）
― ―



（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

一般国道３号（川内道路） 鹿児島県日置郡市来町大字大里 平面接続 本線

一般国道３号 鹿児島県日置郡市来町大字大里 立体接続 市来インターチェンジ

県道徳重横井鹿児島線 鹿児島県日置市伊集院町猪鹿倉 立体接続 伊集院インターチェンジ

県道小山田谷山線 鹿児島県鹿児島市石谷町 立体接続 松元インターチェンジ

主要地方道鹿児島東市来線 鹿児島県鹿児島市田上八丁目 立体接続 鹿児島西インターチェンジ

一般国道３号 鹿児島県鹿児島市田上八丁目 平面接続 本線

（４）工事予算

６９ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

平成　９年　６月１０日 （伊集院～鹿児島西）

平成１３年　８月２４日 （市来～伊集院）

②工事の完成（予定）年月日

平成１０年　３月２６日 （伊集院～鹿児島西）

平成１４年　４月　６日 （市来～伊集院）

平成２１年　３月３１日
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２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

－ 億円（うち、債務引受基準額 － 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道３号（南九州西回り自動車道（市来～鹿児島西））　　１３　百万円）

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１２

一般国道９号（安来道路）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道９号

（有料道路名　：　安来道路）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 鳥取県米子市陰田町 から

島根県八束郡東出雲町出雲郷 まで

（ロ）延　　　　長 １９．１ キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第１種第２級（道路構造令）

（ハ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

鳥取県米子市陰田町 から

島根県八束郡東出雲町出雲郷 まで

（ニ）設計自動車荷重 ２０トン及び４３トン並びに２５トン（B活荷重）

１００ １９．１

設　計　区　間 摘　要
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（ホ）車線の幅員 ３．５０メートル

（ヘ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

鳥取県米子市陰田町 から

島根県八束郡東出雲町出雲郷 まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

往復分離しない区間 往復分離する区間 摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

（チ）中央帯の標準幅員 ―

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

一般国道９号（米子道路） 鳥取県米子市陰田町 平面接続 本線

一般国道９号（米子道路） 鳥取県米子市陰田町 立体接続 米子西インターチェンジ

一般国道９号 島根県安来市佐久保町 立体接続 安来インターチェンジ

一般国道９号（松江道路） 島根県八束郡東出雲町出雲郷 立体接続 東出雲インターチェンジ

一般国道９号（松江道路） 島根県八束郡東出雲町出雲郷 平面接続 本線

橋梁高架部分
１．５０×２ ３．００ ― ― ―

（長大橋）

３．００ ― ― ―

橋梁高架部分
１．７５×２ ３．５０ ― ― ―

（中小橋）

トンネル部分 １．５０×２

土工（掘割）部分 １．７５×２
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構造による区分

２車線 ４車線

３．５０ ― ― ―



（４）工事予算

１３０ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 平成　９年　２月１４日 （米子西IC～安来IC）

ロ 平成１２年　３月３１日 （安来IC～東出雲IC）

②工事の完成（予定）年月日

イ 平成１０年　３月１９日 （米子西IC～安来IC）

ロ 平成１３年　３月２３日 （安来IC～東出雲IC）

ハ 平成２０年　３月３１日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

－ 億円（うち、債務引受基準額 － 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道９号（安来道路）　　－　百万円）

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１３

一般国道９号（江津道路）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道９号

（有料道路名　：　江津道路）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 島根県江津市嘉久志町 から

島根県浜田市後野町 まで

（ロ）延　　　　長 １４．５ キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第１種第３級（道路構造令）

（ハ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

島根県江津市嘉久志町 から

島根県浜田市後野町 まで

（ニ）設計自動車荷重 ２５ｔｆ　(Ｂ活荷重）

設　計　区　間 摘　要

８０ １４．５
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（ホ）車線の幅員

（ヘ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

島根県江津市嘉久志町 から

島根県浜田市後野町 まで

（ト）路肩の標準幅員
(単位：メートル）

往復分離しない区間 往復分離する区間 摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

（チ）中央帯の標準幅員 ―

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

一般国道９号 島根県江津市嘉久志町 立体接続 江津インターチェンジ

県道下府江津線 島根県江津市敬川町 立体接続 江津西インターチェンジ

県道はまだリゾート線 島根県浜田市上府町 立体接続 浜田東インターチェンジ

中国横断自動車道広島浜田線 島根県浜田市後野町 立体接続 浜田ジャンクション

― ―
（長大橋）

橋梁高架部分
１．５０×２ ３．００ ―

２車線 ４車線

構造による区分

土工（掘割）部分

３．００ ―

―
（中小橋）

―

― ―

トンネル部分 １．５０×２
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―

― ―

橋梁高架部分
１．７５×２ ３．５０

１．７５×２ ３．５０ ―



（４）工事予算

４０ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

平成１４年１１月１４日

②工事の完成予定年月日

平成２０年　３月３１日 （浜田JCT～江津IC）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

－ 億円（うち、債務引受基準額 － 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道９号（江津道路）　　１　百万円）

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１４

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

一般国道１１号（高松東道路）に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

一般国道１１号

（有料道路名　：　高松東道路）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 香川県さぬき市津田町鶴羽 から

香川県木田郡三木町池戸 まで

（ロ）延　　　　長 １５．６ キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第１種第３級（道路構造令）

（ハ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

香川県さぬき市津田町鶴羽 から

香川県木田郡三木町池戸 まで

（ニ）設計自動車荷重 ２０トン及び４３トン並びに２５トン（B活荷重）

設　計　区　間

別　　紙　　１

摘　要

８０ １５．６



（ホ）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

香川県さぬき市津田町鶴羽 から

香川県木田郡三木町池戸 まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　
(単位：メートル）

往復分離しない区間 往復分離する区間 摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

２．５０×２ ５．００
及び１．７５×２ 及び３．５０

２．５０×２ ５．００
及び１．７５×２ 及び３．５０

（チ）中央帯の標準幅員 ―

―

トンネル部分 ０．７５×２

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０ ― ―

構造による区分

土工（掘割）部分 ― ― ―

２車線 ４車線

橋梁高架部分
１．２５×２

（長大橋）
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１．５０ ― ― ―

― ― ―



（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

四国横断自動車道阿南中村線 香川県さぬき市津田町鶴羽 平面接続 本線

一般国道１１号 香川県さぬき市津田町鶴羽 立体接続 津田東インターチェンジ

県道三木津田線 香川県さぬき市鴨部 立体接続 津田寒川インターチェンジ

県道石田東津田線 香川県さぬき市末 立体接続 志度インターチェンジ

県道三木牟礼線 香川県木田郡三木町井上 立体接続 さぬき三木インターチェンジ

四国横断自動車道阿南中村線 香川県木田郡三木町池戸 平面接続 本線

（４）工事予算

１９０ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

平成　９年　３月２１日 （津田東IC～さぬき三木IC）

平成１２年　７月１３日 （さぬき三木IC～終点）

②工事の完成（予定）年月日

平成１０年　３月２５日 （津田東IC～さぬき三木IC）

平成１３年　３月２６日 （津田の松原SA）

平成１３年　３月２８日 （さぬき三木IC～終点）

平成２０年　３月３１日 （その他工事）

別　　紙　　１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

－ 億円（うち、債務引受基準額 － 億円）

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道１１号（高松東道路）　　－　百万円）

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１５

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額

一般国道１９６号（今治・小松自動車道（今治小松道路））に関する



１．工事の内容

（１）　路線名

一般国道１９６号

（有料道路名　：　今治・小松自動車道（今治小松道路））

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 愛媛県今治市長沢 から

愛媛県西条市小松町妙口 まで

（ロ）延　　　　長 １３．０ キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第１種第２級（道路構造令）

（ハ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

愛媛県今治市長沢 から

愛媛県西条市小松町妙口 まで

（ニ）設計自動車荷重 ２５トン　(Ｂ活荷重）

１３．０

設　計　区　間

別　　紙　　１

摘　要

１００



（ホ）車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

愛媛県今治市長沢 から

愛媛県西条市小松町妙口 まで

（ト）路肩の標準幅員
(単位：メートル）

往復分離しない区間 往復分離する区間 摘 要
左　側 計 左　側 右　側 計

２．５０×２ ５．００
及び１．７５×２ 及び３．５０

２．５０×２ ５．００
及び１．７５×２ 及び３．５０

（チ）中央帯の標準幅員 ―

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　考

一般国道１９６号 愛媛県今治市長沢 立体接続 今治湯ノ浦インターチェンジ

県道壬生川丹原線 愛媛県西条市周布 立体接続 東予丹原インターチェンジ

一般国道１１号 愛媛県西条市小松町妙口 立体接続 いよ小松北インターチェンジ

四国縦貫自動車道 愛媛県西条市小松町妙口 平面接続 本線

― ―
（長大橋）

橋梁高架部分
１．２５×２ ２．５０ ―

―

橋梁高架部分
― ― ―

（中小橋）

―

２車線 ４車線

― ―

別　　紙　　１

構造による区分

土工（掘割）部分 ― ― ―

トンネル部分 ―



（４）工事予算

５０ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

平成１１年１月１３日 （東予丹原IC～終点）

平成１２年６月３０日 （今治東IC～東予丹原IC）

②工事の完成予定年月日

平成１１年　７月３０日 （東予丹原IC～終点）

平成１３年　７月　６日 （今治東IC～東予丹原IC）

平成２５年　３月３１日 (その他工事）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

－ 億円（うち、債務引受基準額 － 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道１９６号（今治・小松自動車道（今治小松道路））　　－　百万円）

別　　紙　　１



（暫定協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１１６

一般国道４７８号（京都縦貫自動車道）に関する

工事の内容 並びに 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４７８号

（有料道路名　：　京都縦貫自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）工事の区間 京都府船井郡丹波町字須知 から

京都府亀岡市曽我部町重利 まで

京都府亀岡市篠町篠（篠インターチェンジ） 及び

京都府京都市西京区大枝沓掛町 から

京都府乙訓郡大山崎町字円明寺 まで

（ロ）延　　　　長 ３０．８ キロメートル

丹波～亀岡 ２１．０ キロメートル

沓掛～大山崎 　９．８ キロメートル

（３）工事方法

（イ）事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）道路の区分 第１種第３級（道路構造令）

別　　紙　　１



（ハ）設計速度

設計速度 延　　長
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

京都府船井郡丹波町字須知 から

京都府亀岡市曽我部町重利 まで

京都府京都市西京区大枝沓掛町 から

京都府乙訓郡大山崎町字円明寺 まで

（ニ）設計自動車荷重

設　計　区　間 設計自動車荷重

京都府船井郡丹波町字須知 から

京都府船井郡園部町千妻 まで

京都府船井郡園部町千妻 から

京都府亀岡市千代川町北ノ庄 まで

京都府亀岡市千代川町北ノ庄 から

京都府亀岡市曽我部町重利 まで

京都府京都市西京区大枝沓掛町 から

京都府乙訓郡大山崎町字円明寺 まで

（ホ）車線の幅員 ３．５０ メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 摘　要

８０

ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン
並びに２５トンＢ活荷重

２５トンＢ活荷重

ＴＬ－２０トン及び
２５トンＢ活荷重

ＴＬ－２０トン及びＴＴ－４３トン

２１．０

８０ ９．８



（ヘ）車線数

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

京都府船井郡丹波町字須知 から

京都府船井郡園部町千妻 まで

京都府船井郡園部町千妻 から

京都府亀岡市曽我部町重利 まで

京都府京都市西京区大枝沓掛町 から

京都府乙訓郡大山崎町字円明寺 まで

（ト）路肩の標準幅員　　　　　　　　　　　　　

①京都府船井郡丹波町字須知から京都府船井郡園部町千妻まで
(単位：メートル）

往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

別　　紙　　１

トンネル部分 １．００×２ ２．００ ― ― ―

―

４車線

摘 要

―土工（掘割）部分 ２．００×２ ４．００ ―

４車線 ４車線

４車線

構造による区分

２車線 ４車線

橋梁高架部分
１．７５×２ ３．５０ ― ― ―

（中小橋）
橋梁高架部分

１．２５×２ ２．５０ ― ― ―
（長大橋）



②京都府船井郡園部町千妻から京都府亀岡市千代川町北ノ庄まで
(単位：メートル）

往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

１．７５及び ２．５０及び
０．７５ １．５０

③京都府亀岡市千代川町北ノ庄から京都府亀岡市曽我部町重利まで
(単位：メートル）

往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

④京都府京都市西京区大枝沓掛町から京都府乙訓郡大山崎町字円明寺まで
(単位：メートル）

往復分離しない区間 往復分離する区間
左　側 計 左　側 右　側 計

１．００ ２．７５

別　　紙　　１

橋梁高架部分
１．７５×２ ３．５０ ― ― ―

構造による区分 摘 要

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

― ― ―

トンネル部分 ― ― ―― ―

構造による区分 摘 要

土工（掘割）部分 １．７５×２ ３．５０

橋梁高架部分
１．７５×２ ３．５０ １．７５

（長大橋）

０．７５ １．５０

橋梁高架部分
２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

（中小橋）

トンネル部分 ― ― ０．７５

構造による区分 摘 要

土工（掘割）部分 ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

（中小橋）
橋梁高架部分

― ― ― ― ―
（長大橋）

トンネル部分 ― ― ０．７５

橋梁高架部分
２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．００ ３．５０

（中小橋）
橋梁高架部分

１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５
（長大橋）



（チ）中央帯の標準幅員

３．００ メートル

（リ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（丹波～亀岡及び篠インターチェンジ）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

一般国道９号 京都府船井郡丹波町字須知 平面接続 丹波インターチェンジ

府道園部平屋線 京都府船井郡園部町内林町 立体接続 園部インターチェンジ

府道吉富八木線 京都府船井郡八木町字室河原 立体接続 八木西インターチェンジ

一般国道９号 京都府船井郡八木町字玉ノ井 立体接続 八木中インターチェンジ

府道八木東インター線 京都府船井郡八木町字八木嶋 立体接続 八木東インターチェンジ

府道宮前千歳線 京都府亀岡市千代川町北ノ庄 立体接続 千代川インターチェンジ

府道東掛小林線 京都府亀岡市大井町南金岐又ケ田 立体接続 大井インターチェンジ

一般国道３７２号 京都府亀岡市余部町蚊又 立体接続 亀岡インターチェンジ

一般国道４２３号 京都府亀岡市曽我部町重利 立体接続 亀岡インターチェンジ

市道向谷線 京都府亀岡市篠町篠 立体接続 篠インターチェンジ

市道篠ランプ９号線 京都府亀岡市篠町篠 立体接続 篠インターチェンジ

（沓掛～大山崎及び篠インターチェンジ改築）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

一般国道９号 京都府京都市西京区大枝沓掛町 立体接続 沓掛インターチェンジ

都市計画道路沓掛上羽線 京都府京都市西京区大枝西長町 立体接続 春日インターチェンジ（仮称）

都市計画道路石見納所線 京都府長岡京市下海印寺岸ノ下 立体接続 長岡京インターチェンジ（仮称）

中央自動車道　西宮線 京都府乙訓郡大山崎町字円明寺 平面接続 大山崎インターチェンジ・ジャンクション

中央自動車道　西宮線 京都府乙訓郡大山崎町字円明寺 立体接続 大山崎インターチェンジ・ジャンクション

一般国道１７１号 京都府乙訓郡大山崎町字円明寺 立体接続 大山崎インターチェンジ・ジャンクション

別　　紙　　１



（４）工事予算

１，００６ 億円

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 追加工事 平成　５年　９月　８日

ロ 延伸工事 平成１３年　６月　７日

②工事の完成（予定）年月日

イ 追加工事 平成２０年　３月３１日

ロ 延伸工事 平成２３年　３月３１日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額（平成１７年度下半期分）

－ 億円（うち、債務引受基準額 － 億円)

（※平成１７年度下半期工事費　　一般国道478号（京都縦貫自動車道）　　１，８６８　百万円）
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